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u
-
M
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・
刷
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法
然
上
人
を
知
る
こ
と
こ

し
て
最
大

の

常
識
で
あ
る
!

'
E
・

J
:
:
Z
&
1
ι

」
r
z

ゐ
r
ん
伊
ん
ゐ
畦
』

F

曹
Z
L
a
，

C
T

4

句2

2

av
E
τ

，
A

す
血
眼
目
ふ

n
ん
』
雪

道

側
室
=
配
釦
恥
ド
ム

U
人保
の
権
威
は
何ん
と
云
っ
て

も
「
勅
修
御
停
」
で
あ
る
。
「
勅
修
御
体
」
郎
ち
「
法
然
上

者

川
川
例
制mw酔」
は
町
野元
日
出、佐
町h
y知
的
制
、

佐
ニ
似
知
的
の
三
一
航
が
出
燃
の
世
保
を
総
く
総
倣
な
崎
、
。

U
Z
A
h

v

仲
'
τ

-
s
b
H

E
m

世
世
品

ι
ん

で
ん
・

の
川
れ
℃
ゐ
た
が
、
そ
の
時
分
は
典
敬
の
手
あ
ひ
が
m
v
u起
つ
τ

義
。

に
法
然
の
体
記
を
作
る

に
至
っ
た
の

富

川
で
、
部
総
の
総
く
と
れ
を
総

υ
ニ
幻私
氏
、
も
仲
ぱ
を
臨
ま

せ
ら
れ
た
都
鋭
、

佐
町
ル
昨
日
明
の
抑
制
比
よ

b

H
L
-
F
1
M
f
z
f
a
a
'
h
b
'ん
し
晶
・
9
E
品
L
'
'
s

p

a
c
e，
刷
、
，

s
f

ず

し
ん
主
，

t

ウ
ろ
〈

葉
州
制
削
功
徳院
の
舜
畠
法
師
が
近
代
杜
棋の
菜
作
を
拾
τ

、
信
則
す
ベ
S

貨
録
を
と
っ
て
牧
め
、
(
小
路
〉

引

a
L

、

e
雪
量
喝
'
'
を

ι

ぇ
，
.
f

v
z
ん

て
ん
電

か
州
十
四
釈
を
松
℃
と
の
行
を
了
へ
た
も
の
で
あ
る

0
(
中
略
)そ
れ
等
を
要
課
し
て
と
の
蜘
伸
文
の
典
籍
を

比

げ
ん
だ
い
じ
ん

t
uv
L

ん
智
q

L
ん

あ
内

ら
川
船
脱
却川目
炉
比
一
般
ま
し
む
る
乙
と
は
現
代
人
民
封
す

る
一
つ
の
親
切
で
あ
る
と
信
じ
て
、
敢
℃
と
れ
を
伐

日
生

ゐ
L
B

，
f

e
ん
た
令
。

骨
ゆ
事

制
=
=
剥
して
ポ
牲を
作
っ
た
借
越
の
織
を
得
さ
れ
た
い
。

文

豪
る
州
委

古
典
!
川のの

通手

俗に

化な

}~ 

所

法
然
上
人
鏡
仰
曾

芝
話
芝
公
凶
十

E

蛾
地

揖
替
東
京
八
二
一
八
七
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----------------嗣・-・--------------------------_.
こ
れ
ぞ
光
明
!
時
代
の
悩
み
を
一
身
に
背
負
ひ
、
精

魂
を
つ
か
ら
し
め
て
、
求
め
に
求
め
た
主
人
が
求
這
生

活
の
跡
!

m
m
N
日
本
人
が
戦
っ
て
求
め
て
ゐ
る
も

の
は
域
限
の
生
活
に
舵

V
と
根
を
張
っ
た
践
し
い
倣

m
m

&
，
、n
j柑

ゐ
ゐ
L
・
9

‘
、

で
あ
る
。
そ
れ
が
と
L

に
あ
る

。
銭
敬
を
特
績
か
ら
解
放
し
て正
し
く
民
衆
の上
に
腐
ら
し
た

E
大
無
双
な
る
猷
時
我
ら
が
配
伊
法
然
上
人
の
猷
り
給
ひ
し
信
仰
の
郡
山
脇
と
そ
、
現
代
人
の
ね

め
て
や
宏
ぬ
信
何
と
最
も
良
く
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

念
命
令

a
，
H
Av

e
，
、

と
の
仲
併
に
は
、
上
人
が
海
人
と
共
に
悩
み
求
め
ら
れ
た
求
道
、
信
仰
の
御
生
活
を
軸
と
し
、
そ

な
?
と
，
、
し

ん
・
v

れ
を
廻
る
時
代
の
蔀k
相
を
拾
い
て
、
何
人
に
も
納
得
の
行
く
ゃ
う
薪
切了$
に
設
か
れ
てあ

筒よる
ん ・
で
何
ら
れ
よ

稔
'正

し
い
信
仰
をl

-
i
z
-
-
1
1
1
1
1
11t''
1
1
1
11
'
j
e
ll
i
-
-
1
3
1
a
i
I
i
''
 

一

m
-

求
噛
遁
虫
生
.4治
咽竺一
二
砕
悠
裕
竺
一
栴
期
州
世
求
仇
榊
遁
岨
品
生
埠
活

l
l

.来.求
求
遺
の罰a副
岨
綾
慣
、
恩
岨
.
冒
の
彼
方
へ
て
、
曹
普
甘
蝿
縫
瑞
鼻
寺
す
で
の
晶
企
邑
活
、

上

一

一
一
静
の
惜
滋
揖
ナ
が
ら。
ニ
桔
第
伊
ニ
蜘
剣
剛
の
曲
求
吊
榊
滋
凪
晶
生
血
品
活
柚
|
|

|
'

叡
山
の
尚
.
欲
鋲
盆
活
、
幼
徳
院
の

8
肉
ル
生
比
品
活
伯
。
=
三
一

修
=
三T~湖
期
一

一
目
旦
一
の
求

3
浴
企
義
訴|

般
警
$
=
言
一
扉
昧
の

2
a
品
給
情
、
叙雲
怨
宝
上
人
?
と
の
義
後
錫
司

。

関
係
患
の
主
義

l

g
E

一

一
一
の
抜

。

五
第
五
期
の
求
遺
品
弘
前
i
!

"
ぴ
積
書
生
活
へ
。

一
一
塁

信
仰
里

会
誌
の
新
生
活

!

?
自
己
反
省
、

更

を
包
む
人
間
反
省
、

票

a

一

一
一
底

。

-
一
関
銃
時
代
の
生
活
山
を
下
っ
て
京
の
町
へ
。

三
専
修
念
品聞
の
生
活
|
|
信仰
を

薦
人
の
胸

一

一
}
・一
へ
、
集
っ
て
旅
る
あ
ら
ゆ
る
階
級
、
偉
大
な
る
λ
絡
の
力
、
火
原
勝
株
伎
の
信
仰
問
答
、k
xaw散
の
樗

一

一
扶
一
隠
銭
。

周
治
景
品
織
の
ル
品約
|

|
=
?
?
年奴
が
付
か
な
か
っ
た
恨
み
、
H

益
化
し
て
来
た
柚
春
、
柑
伸
子
一

'
一
一
の
採
を
負
ふ
て
、
桝
記
録
を
順
縁
と
H
Aる
、
死
生
を
魁
へ
た
信
仰
の
カ
、
配
所
か
ら
袴
ぴ
京
へ
、
死
後
室
←

一・

で
鎖
け
ら
れ
た
池
袋
、
宗
欽
の
樋
致
。

浪
鯵
よ
人
年
後
一

「
'
E
'
'
i
t

t

'
'
1
1

1
3

8

，

a

'

s
t
'
t

t

s
'
'
'
'
s
t
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ハ
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繍
信
上
の
好
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:
:
:
:
:
:
;
:
:

岡
本
か
の
子
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o
v

紅
海
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の

話

:
:
:
:
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佐
藤
惣
之
助

人
ご
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直
行
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・E
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大
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法
縫

っ
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口
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有
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郎
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応
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風

『
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馬
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光
高
一
利
食
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一
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紛
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輔
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仰
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・
・

:
:
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:
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:

・
:
:
:
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y
'
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廼
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五
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藤
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太
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耳
動
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選
:
ご

さ
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喜
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村
耕
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二
こ

鎌
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運
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ユ
ー
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・
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・
・
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・
・
・
・
・
・
・
ペ
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・
・
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・
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明総務錨鉱概略著名大二の遁最下現
主
博

士

跳
ね
尾
順
敬

謹

修
聞
大
阪
五
五
O

頁
吋
判断蛸

目
下
思
想
界
の
一
角
に
悌

敬
を
臼
志
穂
紳
よ
り
除
去

し
て
、
排
傭
蹟
を
極
説
す

る
者
あ
り
。

本
書
-
度
出

で
ゐ
そ
れ
ら
の
妄
観
忽
ち

清
散
す
。

歴
代
の
天
皇
、

皇
后
、

皇
子
、
皇
女
萱
百
十
二
御
方
々
の
、

偽
教
を
御
信
仰
遊
ば

さ
れ
た
る
御
事
蹟
を
一
項
宛
に
議
詑
し、
併
ぜ
て
そ
の
典
後
を
も
明
に
ナ
。
従
っ

て
そ
の
中
に
は
至
る
所
、

各
宗
官
同
信
の
活
躍
が
記
述
さ
れ、

傘
貨
の
御
方
々
を
中

心
に
宛
然
、
日

本
例
数
侍
搭
史
を
構
成
す
。

加
藤
山

堂
編
著
奴

蛇
ぷ
吋
弓
削
特
領
五
四
五
十
銭
(
伐材
以
認
け
い
ゆ
)

日
本
に
於
け
る
偉
人
と
い

は
る
L

程
の
人
の
殆
ん
ど

綿
て
は
傍
教
信
仰
に
よ
っ

て
き
た
。

千
三
百
年
問
、

い
か
に
備
教
の
信
仰
が
躍

如
と
し
て
き
た
か
、
見
よ

認木風受
了をに千
解打記三
ぜもす百
し建。年
むて信に
。来仰亘

修つの る
養た力各
にかが時
、 。い代

歴kかの
奥のに偉
研賞偉人
究生人 、

に活を三
、に作百

数即り六
材し、十
に 、叉名

無正その
二礁の略
のな偉体
費る人と
典典が信
? 緩い仰
をか事
示に践
し我を
、が物

一日語

所 行委季五官うfz翌管室 枇版出東大 雪竺2Fき
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鋭
備
は
抑
制
な
き
を

品

ゃ
う
と
す

た
ど
ひ
ら
に
似
砕
を
倣
じ

鋭
僻
す
れ
ば

。
，
u
-
e

往
生
す
る
な
り

戸
、
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J
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帥
抑

一

l削除

-
V
Z草
寺
。
"
・

'
M
n
b
n
g

ど
定
一

P
ゅ

'
t

子
供
の
演
に
、
ω円
と
い
ふ
織
で
あ
ら
う
か
、γ
皮
ー
が
聞
い
た
や
う
に
天

川
山
口
腕
b
E
P
み
つ
け
た
の
令
・
ル
せ
ら
れ
て
、
四
官
銃
蜘
の
叩
慨
が
叫
叩
い
た
よ
。
今
、

"
ゆV
M
F
4
3
h
u
F
R

之

っ
と
何
か
珍
ら
し
レ
こ
と
が
あ
る
に
議
ひ
な
いι
な
ど
と
附
か
さ
れ
て
ぬ
レ

ζ
&
b
a
a
-
M
&
h
w

￡

-
Mと

ζ

m
が
あ
る
の
か
必
い
引
が
起
き
る
の
か、
円
崎
い
叫
が
あ
オ
ば
よ
い
が
と
、
平

山
間
以
廿
に
仰
と
は
な
し
に
や
奴
を

m恥
じ
た
も
の
で
あ
る
。
皆
川
蹴
蜘
が
ぬ
く
と

、

対
一
放
は
脱
い
こ
と
の
蹴
必
。
で
あ
る
と
倣
じ
ら
れ
て
ゐ
た
ゃ
う
で
あ
っ
た
。

対
会
く
な
っ
て
、
あ
れ
ば
蹴
の
腕
だ
と
紳
っ
て
か
ら
は

、
慨
と
も
脱
は
な
い

な
っ
た
が
、

統
制
叫
り
に
は
い
〈
ら
そ
れ
を
撤
し
て
怖
か
せ
て
も

、

鰍
織
で
き

な
い
ら
し

く
て
ゐ
按
・
り
ω困窮
鞍
は
部
隊
い
づ
れ
か
の
概
略
だ
と
倣
じ
ら
れ

1 

{直る

ム
佐

賢

I1頂

藤

て
ゐ
る
ら
し
い
。

-z
,
Z38EEE 

「
俗
公
描
酬
が
開
く
」
と
い
・
中
こ
と
が
、
そ

れ
削
閉
ま
で
に
、

私
泊
の
ィ
つ
純

だ
符
い
ひ
と
&
、
=
、

.
4茸
一
t
q
a

ヲ
‘

M
2
2

‘
ぷ

'
a
Z

の
例
代
の
人
K
の
円
品
川4
.活
の
中
に
、
珍
ら
し
い
こ
と
の
先
制
れ
と
併
じ
ら

'
伺
ゆ

t

併
出

a
，

れ
て
ゐ
る
の
ι旬
、
ぃ1み
じ
く
も
徴
笑
ま
し
い
こ
とh
ぢ
へ
る
の
で
あ
る
。m
m

m
や
は
ぽ
鉱
鋭
和
と
も
昨
鉱
山
恥
併
の
税
と
も

4
Uって、
掛
川
棚
輸
な
ど

h
m
さ

a
 

れ
て
ゐ
るe
そ
れ
は
お
し
て
蹴
い
こ
と
の
怒
で
は
な
く
て
ぬ

い
こ
と

の
紙
附
で
あ
る
し

、

阪
し
い
こ
と
の
膨
r
砂
か
れ
る
。
即
断
蜘
は
一
一
手
慨

に

一
酔
砲
を
脇
く
と
悦
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
、

そ
れ
階
腕
しい械
で
あ
る
。

白
川
な
お
蹴
に
こ
の
官
邸
和
平
の
川
町
貯
が
山
げ
か

れ
て
ゐ
る
。
開
拠
蹴

の
蹴
俄

見
叫
ん

品
に
は
、

「
官
邸
動
の
仰
慨

に
都
に
あ
る
が
舵
し
。
仰
の

併
に
酌
で
る
こ
と
も
滅
的

臨 ‘ 
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閣酬帽砲即咽川副岡崎同副

間
だ
縦
し
。
備
に
伊
ひ
て
倣
を
鋭
じ
、
泌
を
怖
く
こ
と
敏
慨
し
。
」

と
あ
る
。
使
紛
紛
に
も
、
ま
た
仰
の
伽
の
お
慨
に
も
、
ま
の
あ
た
り
似
に
仰

h
p

ミ
'
・

'
u
E

豚
u・

4
b

ふ
と
い
ふ
こ
と
が
、
蜘
川
町
に
肘
紙
な
こ
と
で
あ
る
か
、
す
僚
そ
れ
は
コ
一
千
唱

に
た
っ
た
一
昨
般
を
際
く
と
レ
ふ
官
邸
鱗
僻
の
般
の
や
う
に
隣
ら
し
い
と
砕

い
て
あ
る
。
仙

w掛
郎
総
に
「
脱
税
が
伽
一
に
雌
賠
し
縦
ひ
て
対
紗
酔
叫
を
掛
っ

て
鵜
山
却
を
棋
は
ん
と
せ
ら
れ
る
こ
と
は
駒
山
蹴
倣
献
に
も
針
ひ
縦
く
島
が
た
き

こ
と
で
、
憾
も
そ
れ
は
掛
端
動
の
併
の
り
て
鴎
ち
ゅ
づ
る
が
舵
く
で
あ
る
」

と
蝕
さ
れ
た
の
は
殿
内
、
静
ら
れ
た
織
郊
で
為
ら
う
。

一一

• 

-
m
ど

'
s
a

電
惨

t
t

存
。

そ
れ
認
に
仰
が
位
に
似
る
と
い
ふ
こ
と
は
貰
い
こ
と
で
あ
り
、
俄
に
仙
刷
ふ

の
は
、

誠
艇
お
紡
の
店
織
の

M
Mい
鵬b
pに
仰
い
て
、
防
に
刊
紙
一
部
の
除
倣

と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
蛇
に
か
か
似
が
舶
に
附
る
と
か
、
そ
の
伽
口
粧
し
く

m
-
a
L

ん

u
n品
物

9

・
m

也

M
u
n
'
M

す
之
除
宮

山
山
な
聞い
て
打
川
を
柏
崎
す
と
か
い
ふ
の
は
、

合
て
成
る
時
刊
に
現
貨
の
悦
に
現

れ
縦
ふ
た
九
川
町
膨
縦
な
脇
島
崎
川
駅
と
し
て
の
僻
針
駒
山
附
仙
川
悦
を
併
し
て
ゐ

る
.
隙
野川
町
に
摺
れ
た
阿
川
町

と
し
て
の
験
航
は
、
八
十
例
の
川
町
総
を

W
へ
て、

h
n
a
b
τ
B
!
 

M
m史
的
に
制
測
し
た
ぼ
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
た
っ
た
一
除
隊
り

内
舟
J

・4
7
u
'
h
l

￡

b
-
-
M
O
陀
怖
と
‘
“

E

の
市
刊
で
、
何
時
で
も
さ
う
い
ふ
設
い
人
絡
が
快
に
海
す
時
代
に
、
共
に
佐
を

‘
，
‘
圏

中
が
け
る
と
い
ふ
こ
と
が
称
。m
wる
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
や
う
に
織
統
帥
慨

ヒ
包
ヲ

e
n
d
-』i
h

代
，
、

.

.
 

e
"

吾
、

仇

h
t
p
、
，
c
p

事
み

の
桜
貨
を
回
顧
す
る
と
、
現
み
の
品
開
へ
の
慣
舵
は
依
主
同
め
ら

れ
る
。
脚
慨
に

山
削
ふ
こ
と
が

で
き
な
い
と
す
れ
ば、
俄
の
獄
に
川
町

ふ
、

M
mの
械
の
恨
は
れ
て

』
@
沼h
F
h
p
s
a

ゐ
る
時
代
に
生
き
る
と
い
・
中
こ
と
が
、
民
い
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

偽
し
翁
へ
て
み
る
と
、
験
般
は
慨
世
艇
の
ず

1
9
マ
-
シ
ツ
〆
ル
タ
と
し

て
の
牒
に
一
勧
の
緩
で
は
な
く
て
、
が
接
仰
に
織
識
せ
ら
込
町
営
蹴

ぜ
ら
れ
た
備
貯
で
あ
っ
て
、
そ
の
詑
即
応
「
慨
を
掲
に
限
搬
す
る
般
県
川
崎
椛
習
い

で
は
な
い
。
そ
れ
は
臨
却
起
し
た
り

、

問
刷
機
し
た
り

、

新
叫
に
肱
俗
ず
る
隙
県

政
の
服
て
の
戦
鰐
を
性
え
て
そ
の
ぷ
に
航
仰
向
と
祝
す
る
即
時
山
匹
以
の
も
の
で

あ
る
。
依
っ
て
隠
県
川
島
の
崎
椴
と
し
て
の
併
に
伊
ふ
こ

と
は
、

限
に
臨
み
倖

ぺ
く
も
な
い
こ
と
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
隙
貯
を
齢
、
え
た
静
蹴
断
阪
砂
と
も
争

ふ
べ
き
山
内
滋
の
僻
に
伊
ふ
こ
と
は

、

必
ず
し
も
鴇
み
鰍
い
こ
と
で
は
な

い
で

あ
ら
う
。
こ
れ
は
付
紙
酷
似
の
併
で
あ
っ
て
、
山
以
動
慨
に
は
椴
紛
が
砂
幣
概

淑
加
で
限
ら
の
椴
b
pを
酔
え
た
院
の
仰
V
腕
し
利
さ
れ
た
こ
と
が
ゆ
い
て
あ

る
|
況
は
悦
隣
町
和
議
階
段
ザ
ゆ
で
て
紘
械
を
ず
こ
と
掛

か
ら
ず
、
品
川
ザ
に
生
し
て
仰
向
鰍
ム

p
m
m
一
一
一
総
出

一新
町
怖
を
仰
た
り
と
枇
へ
り
。
仙
ゆ

る
に
、
必
川
町
よ
、
職
飴
に
胤
僻
し
て
よ
り
こ
の
か
た
、
仙
併
協
蜘
航
行
千
路
側

砂
川
田
m
h紘
伝
りl!
と
。
川
内
滋
の
併
と
か
京
一
円
間
際
的
剛
山
仰
の
川
酬
と
か
は
静
静

の
俄
で
あ
る
.
鮒
は

一
利され
て
ゐ
る
と
は野
へ
、
そ
の蹴は
蜘
慨
に
喰
し
い

か
ら
、
そ
れ
は
鈍
く
部
殿
山

r山
町
な
、
材
紙
問
問
山

rを
齢
、
え
て
ゐ
る
俄
で
あ
る

。

偽
し
か
や
う
な
艇
腿
野
純
な
も
の
に
、
い

w
m町に
し
た
な
ら
ば

、

b
r附雌
に

鋲
蹴
縦
に
裁
部
闘
に
、

ず
な
は
ち
臨
野
純
に
m
m煎され
て
ゐ
る
説
叫
が
紗
部

一 一一 一---ι 一ーーー-~干_. _--晶>.r'P'nt F .. 2園町
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ず
る
こ
と
が川
町
煎
る
で
あ
ら
う
か
。

n
pひ
蜘
へる
と
川
山
知
の

治
っ
た
こ
つ
の

も
の
を
撚
併
す
る
も
の
は
悦
で
あ
ら
う
か
。
川
町
か

m
m
r
ち
す
る
も
の
が
な
け

れ
ば
、
対
滋
m
mな
も
の
が
慨
即
憾
な
も
の
と
は
締
び
つ
か
な
い
。
都
叫
に
酔

え
除
な
く
蹴
関
す
る
阪
ず
は
、
併
に
的
問
ふ
こ

と
、
臨
貯のう
ちに
蔽隣
県
川
町

な
る
も
の
をu
w
m
叫
す
る
こ
主
で
あ
る
。
慨によ
っ
て
こ
の
こ
つ
の
も
の
を
締

び
つ
け
る
こ
とが
で
き
る
で
あ
ら
う
か
。
それ
は
対
紗
酔
で
。

め
る
。
対
綜
縦

で
あ
る、
対
際
放
で
あ
る
。
叫
時
日
目
を
抑
制
慨

し
よ
う
と
す
る
慨
。
対
蹴
か

が
貯

え
ず
部J引
の
ぷ
に
蹴
き
か
け
て
ゐ
る
こ

と
の
梢
艇
さに勝
野
町椴す
る
と

き
、
保
口
一
町
は
う
と
い
ふ
が
み
艇
き
鵬
ひ
宏
戯
織
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ

の
伊
純
子
の
紛
び
酢
と
な
る
対
露
弘

、
数
時
砕
を
議
ど
す
る

僻
川
」
は
陣
静
除
艇
に
憎
か
仙
ら
な
い
。
そ
れ
ば
僻
鮮
の
対
側
と
い
ふ
や
う
な
峨

な
る
即
仰
や
争
協
臨

な
陀酔と
い

ふ
や
う
な
峨
な
る

m
m艇
哨
ピ
い

は
な
〈
て
、

仙w

m
m
m
ゆ
織
に
酌
べ
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
に
、
船
パ
州
の
材
慨

を
鵬
縦
し
鴨
川
の
鍛
秘

を
mwゑ
て
『十
箆
慨
に
携し
、
位
評
議
'
叫
」
で
な
け

れ
ば
な
ら

係 一一にイ配ーー-.s、

-
・
、
.

6
'
h‘
、

一ー
一

と
こ
ろ
で
、
倣
慨
に
除
い
て

、

か
や
う
な
隙
県
肋
説
の
も
の
に
川
町
泌
す
る

と
4さ
、
部
川
は
臨
b
rを
ど
う
踏
め
る
で
あ
ら
う
か
。
館
守
」
の
材
紙
で
艇
か

齢
べ
よ
う
と
現
へ
た
の
は
こ
れ
な
の
で
あ
る
。

併
問
で
は
、
州
取
の
間
四

h
wは
激
併
す
る
、
と
い

ふ
の
は
紗
れ
に
と
っ
て
も

閥
均
ふ
餅
ゅ
の
な
い
恥
馳
と
な
っ
て
ゐ
る
ゃ
う
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
砕
いては

紙
が
す
る
と
は
蜘
仲
な
る
静
勲
か

、

一
瞬
間
慨
し
て
み
る
必
勝
が
あ
る
。
惜

敗
は
戦
御
す
る
と
い
ふ
島
放
は
、
駆
舷
で
は
一
蹴
に
伊
き
腕
っ
た
制
撤
と
な

っ
て
ゐ
る
が
、
館
は
こ
れ
は
滋
仰
向
の
、
そ
れ
も
十
入
惚
紳
助

m
mの
滋
へ
放
で

あ
っ
て
、
コ
つ
献
は

一ニ
つ
の
臨
忠
勝
織
の
俗
放
の
磁
が
蹴
却

し
て
か
ら
仰
向
の

艇
な
の
で
あ
る
。
→
つ
は
島
燃

m
m
m
m

悦
な
鴎b
r聡
で
、
〆ld
vイ
Y
の
魁
悩

離
が
そ
のm
m裁
時
な
も
の
で
あ
る

。

MUM
mは
椛
縦
断
邸
側
か
ら
齢
獄
、
和
総

瓶
、
腕
、
必
織
と
い
ふ
や
う
に
鹿
沼
し
た

と
い
市
減
し
て

、

こ
れ
b
E
m
悦
吋
な
山
首

叫m
m取雌
な
厳
艇
か
ら
部
慨
す
る
お
紗
で
あ
る

。

依
一
一
は
加
川
勝
川
叫
ん
哨
な
凶
向
島
踏

で
、
こ
れ
に
は
へ1
ゲ
ル
の
や
う
に
、
脇
島
は
附
即
時
間
肌
臓
の
獄
悩
で
あ
る
と

抑
制
へ
る
即
都
議
砂
阪

・
瞭
制
限
な
除
混
と
、
マ
ル
ク
ス
の
守
う
に
、

m即
応
は

そ
れ
帥
ら
の
他
出
向
山
町
雌
続
出
に
よ
っ
て
怨
附
す
る
と
ゆ
る
峨
仰
向
鰍
悦
な
獄
へ

放
と
が
あ
る
.
こ
の
似
に
も
う

寸
つ
紘
一
-
一の
ル
放
宮
脇
へ
る
な
ら
ば
、
ヨ
ン

ト
の
や
う
に
、
脇
島
断
対
俗
は
泌
鉱
山
師
に
附

一
の
も
の
が
拠
燃
に
部
川
叫
す
る

と
税
へ
る
脇
島
勝

が
肱
へ
ら
れ
る。
い
づ
れ
に
し
て
も
、
仲
般
は
脇
島
雌
艇

部
を
狩
る
問
、

滋
飯
山
町
に
鶴
崎
し
泌
が
す
る
、
す
な
は
ち
腿
貯
は
即
く
な
る

、

と
い
ふ
紙
に
除
い
て
は

、

翁
へ
放
が
規
悔
し
て
ゐ
る

。

川
明
鞍
隠
拠
に
炉
、
い
て
砂
え
ず
胤
叫
が
す
る
も
の
は
餅
鈍
〈
あ
る
が
、
脳
血

r
m
m

な
税
艇
の
瓜
て
が
訟

h
rす
る
と
は
舵
ら
な
い
.
融
問
る
叩
問
、
時
側
、
蹴
防
相
、
俗

ー圃園周圃回同町圃圃圃圃..".崎M叫岡崎圃..... 岨圃岡崎__..軸帽園田町岬師....__ 惜圃，、ー'圃"s"聞に... 昌也 Aー._ -
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川喧同圃圃園町抽酬網目

m
m、
お
抱
な
ど
、
対

m
mと
酔
ば
れ
る
品
川
仰
向
隊
燃
に
除
け
る
鍬
く
の
総
協
は
、

-
v
'

し
ん
ま
ゐ
れ
れ
偽
詰
暢

u
e

仲
間
し
く
継
沙
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
雄
し
も
疑
ふ
こ
と
が
山
来
な
い
で
あ
ら

う
。
総
し
脇
島
町
時
な
る
も
の

、
輔
ち
、銀
静
す
る
も
の
服
で
が
棚
出
版
す
る
の

で
は
な
い
。
脇
島
町
叫
な
る
も
の
は
鋭
静
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
羽
町
鯨
に
川
町

く
な
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
日
時
静
す
る
も
の
は
蹴
畿
す
る
も
の
で
も
あ

り
、
能
践
す
る
も
の
で
あ
る
。
磁
臨
阪
な
臨
野
般
に
か
つ
税
に
は
、
こ
の
俗

綜
ず
る
も
の
、
街
獄
す
る
も
の
が
除
、
え
な
い
。

併
と
の
齢
践
に
よ
っ
て
脇
島
崎
の
も
の
に
智
れ
た
税
は

、

臥m
bに
除
い
て

緋
田
献
す
る
も
の
、
聴
し
な
る
も
の

L
吋
札
幌
の
榔
u
z
猷
将
し
て
肘
ま
な
い
。
路

島
を
臨
め
る
の
に
は
、
隣
県
助
成
の
掠
妙
に
が
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

旨
互
に

-
-L

厄
伊
定

ゐ

J
'旬

M軍
&
，
、
てe
h

告
し

-
一ヲ

の
や
う
な
お
敏
か
らM
m史
を
眺
め
る
な
ら
ば、
川
内
聞
の
泊
徳
的
な
、
戒
は
巾m

m
悦
な
常
対
は
俄
相
、
低
予
の
蹴
を
迦
り
つ

L
あ
る
と
い
・
中
川
川
川
叫
が
仰
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
川
町
の
駆
践
の
相

M
M備
触
と
い
ふ
や
う
な

、

的
)
い
山
削
除
を
山
町
に

HV

a
'
S

ほ

か
"
。
ル
い

e
r

秘
め
た
突
は
し
い
も
の
で
は
な
く
て
、
ほ
ん
た
う
は
破
滅
、
相
冊
減
、
流
泌
十

般
な
ど
臨J引
の
加
の
ゆ
鰐
出
を
智
ふ
て
ゐ
る
と
い
ふ

m
mる
べ
き
殴
刊
に
、
ほ

t
y
B

・

'

K
は
政
く
で
あ
ら
う

e

そ
し
て
慨
艇
の
町
山
知
で
あ
っ
た
殿
山

r限
必
械
と
し
て
の
椴
似

を
雌
れL
M
U

隣
れ
る
盟
、
仙
即
時
仇
の
戯
曲

rは
説
く
な
る
。
叫
抑
制
限
倣
慨
に
か
つ
禍
に
は
、
政

保
、
航
滋
、
務
出
の
舵
院
で
、
脇
島
は
俄
・
越
し
て
ゆ
く
。
加
糊
似
山
御
舷
仰
山
臨
め

が
政
誕
の
ゆ
俗
で
あ
っ
た
。
約
(
の
佐
の
般
仇
%
か
ど
こ

れ
に
・
治
レ
除
問

、

眠
ち

m仰
山
で
あ
る
。
こ
れ
ル
ザ
砕
か
務
総
の
砂
川
山
で
あ
る
。
倣
し
こ
の
附
慨
に
は
ま

だ
ま
だ
併
の
般
は
怖
に
俄
は
れ
て
ゐ
る
が
、
知
山
に
は
邸
機
の
叫
怖
が
拠
て
、

M叫

附
の
樹
ひ
の
聡
貯
は
断
結
ず
る
。

x
m酌
即
問
問
時
な
ど
も
刈
問
の
脇
島
を

r
Aつ
の

m
r
m
m

に
跡
保
し
て
、
院
を
借
る
型
機

b
rは
即
日
献
す
る
と
税
へ
て

、

保
倖
の
鯨

五
桜
町
「
の
臨
能
郡
臨
の
船
山
川
な
ど
必
蹴
に
は
た
ど
特
ひ
が
あ
る
だ
け
で
ゆ
め
る

と
抑
制
へ
て
、
や
が
て
は
齢
憾
の
臨

泌
す
る
邸
機の慨
が
幣
る
と
獄
へ
て
ゐ

る
。
五
一
郎

T
絡
な
ど
い
づ
か
も
時
じ
島
加
で
あ
る
。

四

開
山
崎
臨
な
・
殿
山rが
山
町
く
な
る
と
税
へ
る
限
h
r
M
慨
は
、
倣
か
ら
bる
と
、

時
だ
鮫
苅
憾
で
、
仙
一
般
貯
の
脱
税
に
斜
く

の
紳
微
を
か
け
て
ゐ
る
や
う
に

除

え
る
。
そ
し
て
偽
情
の
批
判
妙
に
主
っ
た

・
殿
山rは
総
識
を
峨
れ
る
階
蹴
く
な

る
と
鵠
へ
る
鶴
野
船
は

、

悦
と
な
〈
倣
臨
で

、

川
川
内
部
を
郷
町
附
し
た
か
の
や
う

に
ル
え
る
。
似
し
似
鰍
雌
な

m
m山rは
、
山
内
し
て
脇
島
を
貯
て
る
の
で
は
な

い
。
泌
総
の
僻
に
店
般
の
部
ひ
を
松
山
り
る
の
で
は
な
い
。
脱
獄
に
燃
て
、
利

艇
の
似
、
対
払
r
m
V
の
似
た
る
陣
勝
貯
純
獄
の

m
m献
に
よ
っ
て
、
臨
附
剛
山
叫
に
臨

忠
を
指
献
し
よ
う
と
際
ふ
の
で
、
航
っ
て
撚
蹴
雌
な
脇
島
船

で
あ
る
。
そ
れ

は
店
蹴
の
般
の
酔
艇
の
総
い
島
般
に
肌
臨

T
る
と
は
争
へ
、
こ
の
概
踏
の

U
W

臨
時
店
蹴
そ
笹
川
は
き
和
壊
の
則
前
野
に
世
く
の
で

あ
る
。
〈
終
〉
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、

の
で
あ
る
。

峨
の
苧
の
刈
は
邸
に
な
ら
な
け
れ
ば
蹴
と
い
ふ
も
の
の
続
砥
を
蹴

じ
な
い
が、
川
町
は
四
一
加
を
部
じ
て
い
つ
で
も
蹴

ψ
・
蹴
じ
て
ゐ
る
の
に

は
酢
併
な
が
ら
限
る
こ
と
が
あ
る
。
憾
で

JD磁
で
も
、
恐
ど
ん
な
と

こ
ろ
に
ゐ
て
も
、
路
一
越
を
あ
け
て
穏
を
ル
る
と
、
す
ぐ
協
の
こ
と

'
a苫
0
4
u

明
d
J

'
置

が
円
減
に
か
』
り
、
京
作
品
跨
か

ら

M
V一
息
、
戒
は
ソ
イ
リ
ヅ
ピyの
、
庇

っ
て
ゐ
た
協
の
蹴
却
が

m
wに
践
ん
で
く
る
。
そ
し
て
や
舶
は
紗
れ
て

ゐ
る
か
、

話
協
で
あ
る
か
Y

徐
に
な
る
。
説
、
む
し
ろ
泣
け
が
恥
の

&m
'匂

拘
一

こ
と
を
感
じ
て
ゐ
な
い
の
，
か
ふ
し
ぎ
な
く
ら
ゐ
に
息
へ
る
。
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
、
却
は
航
路
で
も
な
し
脱
却
で
も
附
叫
ん

Wで
も
な
し
、

も

と

s
n
総
怜
仙
同
誌

ち
ろ
ん
泌
上
似
館
。r
M
Fー
で
は
な
い
の
だ。

e
'
n
v

巾
R
M

，
m
限
、

4
み

-
e
'

互
に
な
る
と
犯
は
殆
ど
毎
日
の
や
う
に
潟
に州
る
e

. 

• 

c) 

i~ 

* 

の

山
内
と
い
ふ
般
は
ど
こ
か
に
対
側
鰍
蹴
蹴
備
の
齢
が
あ
る
と
貯
え

て
、
ど
う
い
ふ
も
の
か
似
続
時
間
か
ら
蹴
が
伊
き
で
、
山
町
の
蹴
殴
や

叩
法
制
の
M
Wには
い
つ
もmや
か
特
例
ほ
ど
伊
り
て
ゐ
る
や
う
な
符
か
す

る
。
そ
の
制
か
ど
こ
へ

m
mし
て
も
、
対
側
の
悦
を
判
的
い
て
ゐ
て
も

、

ど
の
滋
聞
に
脱
が
あ
っ
て
、
こ
の
蜘
は
ど
こ
の
総
を

m
wいて
僻
た
か

と
い
ふ
こ
とが
、

ち
ょ
っ
と
し
た
放
伽
蹴
阪
で
す
戸
、
勝
る
。
備
へ
ば

鉱
昨
を
鈍いて
ゐ
て
臨
時
に
で
も
治
ふ
と
、
こ
の
取
は
鴎
州
の
継
の

m
か
ら
や
っ
て
幣
た
と
か

、

そ
れ
が
デ
パ
ー
ト
のm
m
M
A

の
権
に
あ
た

り
、

m
m約
闘
のm
m
h
e札T・
川
町
ら
せ

、

間
が
し
て
ゐ
る
脱
却
の
臓
の
舗
に

、

似
しば
か
り
の
蹴
併
を
な
す
り
つ
け
る
と

レ
っ
た
や
う
に
緋
に
な
る

• 

>>1' そ
し
て
鮒
を

，ご ーJ、，、 ...... ニ
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• 

の

品
川
縦でゆ
蹴
を
一
一
一
酢
鴎
っ
て
僻
た

と
て
紙
は
鰍
ら
ぬ
。

畠V
M，
ヲ
タ
h，
L
V
A
B

策
抽
出
へ
、
燃
は
マ
ル
セ
イ
ユ
へ
一
一
一
齢

m
m
m
し
た
と
て
、
ほ
ん

た
う
の
協
は
腕
ら
ぬ
。
域
間
川
崎
の
幣
貯

と
は
、

サ
ロ
ン
の
漉
艇
で
、

隣
組
・
2

.

掛
川
円
ま
で
ど
も
、
府
ホ
テ
ル
と
節
子
』
内
戦
や
段
捻

の
吋
を
酪
り
ぬ
け
た
と
い
ふ
の
み
で
あ
る
。
蹴
と
い
ふ
も
の
が
腕
る

の
は
、
}
勘
助
も
惚
鰍
に
船
ら
れ
る
か
、

・
糊
し
い
以
で
一
ケ
別
も
縦

す
と
、
し
み
作

\
そ
の
総
さ
、

そ
の
磁
じ
さ
、

そ
の
踏
か
さ
、

ふ
か

し
ぎ
な
憾
の
仰
般
が

、

山
内
航
・
即
時
に
鰍
航
さ

れ
て
く
る
ゃ
う
で
あ
る
。

協
の
静
静
と
い
ふ
も
の
は
、
む
ろ
ん
掛
川
川
織
な
も
の
で
、
叫
ゆ
も
鮮

側
で
あ
る
か
ら
、
う
か
つ
に
悦
服
す
る
こ
と
は
関
さ
れ
ぬ
・
拙
い
抑
制

'h曹

の
島
町
に
か
う
い
ふ
の
が
あ
る
。

仰
向
は
一
一
一
ケ
尉
も
鵬
燃
の
貼
.
刈

を
と
び
邸
内いた
こ
と
が
あ
っ
た。
制

a守a

で

b

a'

h明

帥
十
を
か
つ
い
で
フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
ま
で
山
川
崎
仰
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

m
v

rで
一
ケm
dも
飯
山
円
減
へ
滋
っ
て
貯
り
を

し
て
ゐ
ち
』
と
も
あ
っ
た

し
、
川
叫
へ

=
昆
附
も
蹄
され総
し
で
、
や
っ
と
沢
総
へ
勲
っ
て
際
間

へ
蹴
っ
て
栴
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
さ
う
す
る
と
縦
は
い
つ
も

一
一一
特
助

成
も
踏
出
し
た
や
う
な
滋
悌
そ
鯨
蹴
す
る

。

蹴
は
抑
仰
を
靴
脱
に
し
て
く
れ
る
し
、
の
ろ
ま
に
し
て
く

れ
て
、

恐

一
加
藤
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
限
い
で
く
れ
る

や
う
な
仰
が
す
る
。

即
甘
い
瀧
が
瓶
か
ら
駅
っ
て
く
る
と
、
的
仰
の
お
料
品

V縦
な
か
馳
が
開
制

す
る
、
掠
で
仙
一
の
村
の
必
放
が
隙
っ
て
〈
る
し
、
加
山
の
刈
伽
の

m制
限

ま
し
て

け
て
倣
か
し
て
、
よ
く

m眠
ら
し
て
、

よ
く
照
っ
て
、

純
聞
に
腕
仲
を

と
る

。

四
日
間
出

そ
れ
は2
の
刷
出
め
の
あ
る
祭

そ
れ
は
ボ
ロ
/
\
・
た
桟
の
尉

そ
れ
は
mm総
の
あ
る
ピ
ア
ノ

仲
耐
?

a
司
私
書
尿

、
、
、
、
、

、
、

、

海
は
先
づ
女
人
を
超
え
て
か
ら
の
こ
と
だl
国

* 

季
五

、
慨
仰向に
僚
と
百
総
裁
都
の
き
れ
い
な
お
猷
さ
んとが
、

作
総
か
な
ん
か
で
舵

W
し
て
し
ま
っ
て
、
と
ん
で
も
な
い
蜘
刈
邸

へ
Je
N
き
り
隣
齢
し
て
し
ま
っ
た
と
す
る
。

そ
れ
は
獄
山
市

そ
れ
は
蛸
均
し
い
ぬ

そ
れ
は
憎
い
織
の
隠

そ
れ
は犠
と
銚
のm即
時

い
L
品
、
、
僚
は
慨
も
し
な
い
し
、
磁
め
て
も
や
ら
な
い

し
、
叫
切
り
つ

ベアム"'" "'" ' -d - ，..... ‘ ーーー司.-ι 〆、二_- -
〈苫時ご明白..，.....

w 
_，.、

<'- ~ 
.... ~、』
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き
が
燦
ひ
に
な
っ
て
〈
る
。

角
離
に
は
一
一
長
の
炉
必
餓
》
が
な
け

れ
ば

な
ら
ぬ
。
制
的
は
こ
の
か
刈
織
の
厳
島
な
伊
僻
を
椴
め
る
。
そ
れ
は
船

航
路
の
も
の
で
は
な
く
、

h
v仰
向
そ
の
も
の
ミ
抑
制
ら
し
い
酔
燃
で
あ
る

と
も
卦
へ
る
か
ら
だ
。
蹴
に
一
ケ
胞
も
静
て
島
織
へ

、

断
続
し
さ
に

織
総
も、鍛
除
に
鰍
儲
し
き
っ
て

、

合
る
で
抑
制
の
や
う
な
湾
件
の

か
ん
昌
Aq

恥
処
を
紘

感
慨
に
諮
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
だ
。

九
伊
都
も
せ
ず
、
と
に
か
く
コ
元
和
ほ
と
し
て
骨
併
を
つ
な
い
で
ゐ
る

の
は
、
間
情

μ町
線
へ
~
伊
き
、
艇
の
般
機
と
礼
町
忠
を
紙
酪
し
て
く
る
か
ら

だ
。
あ
の
蹴
戟
い、
あ
の
対
き
い
、

あ
の
鮮
側
な
向
払
伊
仙
川
隊
出
と

.

ふ
も
の
L
、

慰
問
問

U

な
税
制
式
を
脚

M
M
m
し
、
ど

う
か
し
て
協
に
骨
き
ゃ
う

と
戒
ぶ
か
ら
で
も
あ
る
。

の

射
叫
即
税
胞
は
蹴
酔
の
溶
い
4
1
ジ
の
叫
へ
猷
勤
し
た
が

、

あ
の
知

山
市
は
よ
く
蹴
る
、
加
制
勝
な
る
慨
は
服

w
m
b
z

蝕
じ
潟
織
す
る
と
い
っ

た
蹴
ふ
す
る
。
主
総
の
椴
躍
な
蹴
慨
も

、

拠
し
て
が
祭
縦
な

も
の
で
は
な
く
、

慨
だ
か
磯
か
ら
殴
縦
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
な
偽

さ
へ
す
る
。
鰐
酔
か

ら
島
た
ら
艇
も
苅
も
あ
ら
ゆ
る
も
の
が

寸
つ
で

あ
ら
う
。
そ
し
て
も
の
お
れ
の
一
肘
で
す
ら
あ
ら
う
と
も
、
営

て
開
館
に
瓶
に
抑
制
ぶ

と
い
ふ
こ
と
は
、
M
M
Mにと
っ
て
の
オ
ア
シ
ス

倒
影
が
踏
を
合
せ
て
歩
ん
でゆく

j毎

く
も
り
日
の
波
う
ち
際
を
歩
む

波
の
去
っ
て
い
っ
た
あ
と

と
の
世
か
ら
の
鏡
の
や
う
な
砂
地
に

だ
。川

町
は
甑
へ
伊
く
と

、

h
Mづ
鵬
る、そ
し
て
税
へ
る、
そ
れ
か
ら
は

腕
ぶ
、
鯨
を
的
判
っ
た
り
、
船
い
だ
り
貼
峨
へ
の
ぼ
っ
た

h
y、
時
蹴
と

き

h
pか
ん
厚
か
を

S

公
一
聞
の
ゆ
で
、
出
来
る
だ
け
の
ん
き
に
、
ヱ
ピ
ク
リ
ア
シ
と
な
ら
う

と
す
る
。
そ
の
露
さ
加
減
と
い
ふ
も
の

T

い
の
だ
。
間
甘
く
一
対
へ

ば
山内
が
慨
に
ゐ
て
、
制
服
加
山
川

に
も
な
ら
ず
、
店
内
却
を
瀞
慨
も
ぜ
ず

、

ぼ
く
の
影
の
方
に
白
雲
が
流
れ
て

ち
ら
ち
ら
と
か
え
り

澄
明
の
世
界
に
二
人
は
笑
っ
て
ゐ
る
。

r、

直

'ー­fT 

翼演
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• 

信
上
の
好
風
景

岡
本
か
の
子

m
w村
{
蹴
齢
、

織
が
航W
4の
依
拠
は
、
陪
ん
げ
ん
い
か
た
伊
ゐ
を
〈

ト
ハ
閉
め
~
き
方
の
回
附
則
、

山w総
動
似

の
和
一
誠
で
あ
る
か
ら
蜘
勧
が

な
〈
儲
め
て
峨
峨
で
あ
る
。

そ
れ
が
あ
ま
り

必'
e
u

僧
h
d片
令
凶
暴

に
潔
市
協
に
大
道
で
あ
る
放
に
、
と
も
す
れ
ば
総
ひ
を
縦
み
場
く
、

椴
っ
て

逃
ふ
。同
川
蹴
の
蹴
酷
慨
は
し
ば
/
\
峨
酔
を
隙
織
と
腿
ひ
、

岳
山
聞
を
・
微
減

と
愉

P
M
F

電
怠
'

と
破
る
や
う
否
ん
で出
来
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
e

こ
の
潜
ん
だ
蹴
翫
猷
を
鮮
め
て
刈
蹴
出
慨
の
椛
総
に
時
殿
し
た

と
こ
ろ

に
似
耐
鰐
品
川
の
世
町
鍛
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
悦
械
の
椛
加
で
あ
る
。

t
s

‘
ど

白

ひ
と
度
こ
こ
に
戻
り
、

こ
こ
に
槌
子
も

の
、

そ
の
船
併は説
く、
そ
の
蹴
訟
の
鰯
し
を
こ

之
、
け
だ
し
、

鶴
ひ
な

• 

• 

O

吉
田
絃
エ
郡

十
二
問、
部
戒
に
昨
か
け
て
仲
っ

て
、

お
都
の
み
阪
に
お
せ
が
き
を
は

じ
め
、

い
ろ
/
\
な
お
館
へ
も
の
を

野
っ
て
叡
り
ま
す
。
山
防
総
の
お
縦
り

と
指
に
脚
w
m
m
慰
問
を
蹴
し
ま
す
。
十

ほ
ち
悼
g
か
そ
れ
か
ど
ぞ
ち
句
、
か
弱

Z

一
一
一
日
の
タ
忍
に
門
口
に
似
て
・
米
政
み

ん
な
で
溜
へ
M
Aを
幣
き、
職
勧
な
つ

を
ぐ
り
階
み
ま
す
。
十
一
点
慌
の
磁
十

包
一

M
一
“
一
・
ち
を

ω
F〈

二
時
に
ふ
た
与

ぴ
門
口
に
山
川
て
・
・
り

M
Aを
狩
き
ま
ナ
。
そ
れ
が
す
む
と
織

蹴
榔
を
胤
な
り

、

蹴
な
り
に
艶
び
お

叡
り
を
い
た
し
ま
す
。

O

相
馬

御
風

似
ゆ
放
〈
腕
概
腕
利
町
山
川
町
叫

U
の

ぼ
ι
H
h
Y
8

に
ち

a
u

ぃ
、

お
盆
は
入
月
十←
一
一
昨
で
す
。
私
の
か然

は
倣
パ
削

.

織
が
織
で
ナ
。
士
一
一
昨
に
は

迦
幻
の
偽
り
に
踏
縦
つ
ぎ
の
苅
き
な

掛
問
を
時
叫
に
つ
る
し
ま
す
。
鰍
掛

搬
に
は7
2
そ
の
艇
を
跡
き
船
閑
畑
山

を
儲へ
、
燃
の
も
の
、

川
開
戦
の
帥
印

刷

受
忍

p
r
E

市

m
l
v

を
供
へ
ま
ず
、

夕
刻
謹
訟
を
し
ます
。

O

曾
我
樋
家
五
郎

お
か
ざ
り
い
た
し
て
お
ま
つ
り
い

A
P
M
w
，

B
険
、

た
し
ま
す
。
門
火
も
た
き
ま
す
。
録

的、
儲
悩
も
酔
蹴
酢
慌
で
限
り
ま
す
。

七
千
山
内
除
況
か
ら
の
島
撚
肋
ま
ね
で
占
ハ

こ
ん
E
h
q
m
u
d

十
一
の
今
町
ま
で
綴け
て
ゐ
ま
す
。

す
が
く
し
い
籍
、
部
れ
て
ゐ
た

品
…
械
な
た
却
。
が
よ
み
淑
っ
て
き
ま

す
。
お
都は
織
し
い
で
す
。

O

鶴
見
枯
輔

や
抑
舶
の
訟
と
隊
じ
ゃ
う
に
お
蔀
閉
山

x
g
宮
t
v

モ
ロ
ゑ
秒

り
と
体
品
開
の
お
供
へ
物
を
し
ま
す
。

O

相
馬

黒
光

信

L
F
6
0
も
惚
け
ん
ペ
ヨ
と

御
問
合
せ
の
件
に
つ
き
別
に
塚o

h
rて
』
特
却
げ
る
磁
の
こ
と
も
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
付
加
は
能
川
の

b
w齢
、
翫

，

! "
"ω

モ
ゐ

L
X
U

陀

慣
を
存
じ
ま
せ
ん
の
で
、
従
っ
て
何

を
伽
仲
に
す
れ
ば
よ
い
か
を
舵
じ
ま

せ
ん
か
ら
。
総
し

，

M
Jた
ち
が
併
瀞

'
R
b

ふ
'
h句
し
ら

脚
叫
に
習
慣
に
示
し
て
く
れ
た
も
の
を

砕
対と
し
て
、

恥
即
日
]
総
を
川
町

し

がぜ
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か
ば
に
ぬ
町

eぎ
る
で
あ
ら
う
.
一
誌
に
い
へ
ば
作
総
な
る
磁
山
制
定
伊
砂
し
、

よ
り
即
き
機
殺
を
排
す
る
聴

m
wで
あ
る
。
脱
却
縦
加
に
も
俊
ま
れ
ざ
る
な

き
こ
の
激
他
術
殺
の
獄
点
の

c

魁
，
か
ら
務
脱
す
る
椀
・
村
山
静
鰐
は
似
齢
に
よ

っ
て
い
よ
/
\
政
慨
に
、

い
よ
/
\
悦
ゅ
の
偽
札

L
Vび
、

』V
ん

そ
の
仰
に
あ
づ

、
.
L
F
I
、
、

必
M
A
4N
H

よ
く
仲
械
か
の
島
燃
似
を

m制
限
せ
し
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

-
u
b町
小
令
、
-
，
o
、

す
べ
て
は
伝
上
の
好
協
同
張
、瞬間
前
で
あ
る
。
制
成
島
知
、
が
へ
て
俄

川
川
の
瓜
b
E
m
m
む
は
和h
r
な
き
こ
と
で
あ
る
け
れ
ど
、
し
か
し
慨
さ
れ
て
あ

h
n

鷹
a
'￡
a
v曹
を
館
《

'
t
e
L
s
m
u
c

へ
て
一
、
ふ
な
ら
ば
1
l

刷
出
符
カ
あ
り
朴
院
な
る
こ
の
数
へ
に
は
悩
む
程
に

企
局
舗
夜、
位
。

な
ほ
味
こ
ま
や
か
に
、

そ
れ
を
勝
料
、

臨
際
の
臨
肢
に
仰
ぎ
麟
べ
る
と

き
、

艇
に
似m
rが配
く
。

寸
鉛
の
慨
を
併
く
に
も
、
-
E

，

a
r

，
、s

そ
こ
に
滋
織
す
べ
き
殴4
4的
な
る
も
の
が
あ

り
、

阪
ず
す
べ
き
織
が
峨
な
る
も
の
が
あ
る
。
都
の
蹴
除
に
も
静
除
あ

り
、
m
u艇が
磁
へ
る
。
九

W臨
MU協
同
刊
に
仙
川
数
以
に
こ
の
鶏
制
的
雌
蹴
肱
対
を

酔
み
恥
っ
て
、
係
川

M
M
m
m
w

の
脱
問
問
に
慨
く
。
そ
れ
に
ま
た
し
て
も
倣
却
を

端
ヂ
」
と
が
山
町
拠
る
。
出
仙
川

L品
川
川
の
総
ぜ
ら
れ
し
「
は
は
慨
に
う
っ
せ
み

の
L-

「
も
ぬ
け
は
て
た
る
臨
」
に
よ
る
蹴
踏
の
叡
み
に
鞍
へ
て
作
く

l
l

こ
れ
、』
そ
鍬
に
m
m
M
M

を
椴
ふ
店
、
酌
町
制
と
版
協
を
際
和
す
る
仙
川
と
い
ふ
.

-
Z

巴
・
8
y
b
h
n

￡

e

A
Hせ

rむ
ば
か
り
の
お
殺
そ
飲
し
て
村

り
ま
す
。

て
一
検
問
此
ら
ず
お
監
部
り
を
す

る
こ
と
。

二
、
枇
抑
制
約
刈
そ
の
般
の
お
岳
に

も
ま
ゐ
り
ま
す
の
で
、
お
砲
は
と
て

も
訟
へ
寺
、
れ
ず
酔
鰍
叫
で
遊
び
ま
す

三
、
備
都
に
は
お
般
は
線
引
制
靴
悦

な
山
川
町
問
、
伊
獄

、
ぬ
ド
を
傑
へ
般
的

を
つ
け
ま
す
。
.

問
、
m
m帥
の
献
臨
で
お
滋
幻
、
お

抑
制
川
入
を
か
昨
き
ま
し
て
じ
誌
の
紙
貯
も

俗
世
い
た
し
ま
す
。

，
.
，N
.

、
検
Z

食
事
正
ゐ
院

M

お
設
は
依
人
と
問
問
を
温
め
る
や

う
な
も
の
で
備
制
御
で
な
く
と
も
お

e
A
2

を
ゐ

祭
り
を
し
て
よ
い
と
姦
じ
ま
す
。

O

小
笠
原
長
生

七
間
十
三
時
に
お
溜
幻

、
十
万
時

に
お
抑
制
貯
を
加
さ
、
機
掛
桜
そ
航
け
、

即
日
慨
を
溜
へ
野
慨
し
て
柏
町
ひ
ま
す
。

O

加
藤
噌
堂

r
'
M
e

ミ
'
J日
，

P
&

お
盆
そ
関
口
と
し
て
、
亡
き
ん
を

伐
に
告
か
し
、
m
M
m
m

の
慨
を
搬
に
す

a
-
.

、

m
E
a

・
内
会

る
と
共
に、

民
の
K
の
心
を
袖
ほ
く
る

ヲ
と
'
沼
ひ
会

ベ
〈
似Wめ
て
も
ら
ひ
た
\

亡
キ
入

&
￥
し
ん
を
だ
ん
《
記

を
山
中
心
と
し
て
の
脱
談
合
な
ど
蛇
の

t
-

ヲ
抱
実

d

i，
・

織
合
に
行
は
る
』
も
み
妙
な
ら
ん
‘

O

梅
原
虞
陸

ひ
ざ
刈
川
へ
の
山
町艇
を
踏
め
て
細

川
山
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ

し
哩
だ
吾
し
ん

の
怠
腐
を
と
ほ
し
て
道
心
を
ふ
か

-
u
z
-
v
t
w
p
L
W
 

め
、
ょ
の
m
u般
を
と
ほ
し
て
人
倫
を

-
U
G
J柑

・

み
4
uく
こ
と
が
、
門

的m
で
も
あ
り
、

時
し
い
ことで
も
あ
り
ま
す
。

O

高
神

畳
昇

担
問
な
が
ら
に
続
怜
借
酔

と
し
て
お

獄
を
部
へ
る
こ
と
は
蜘
蹴
川
町
蛾
で
は

あ
る
が
、
総
しおm
b
E
M
ね
勝
と
し
て

夜
明
へ
の鴇蹴蹴
叫
酬
の
弘
知
山
市
を

、
せ

め
て
お
の
れ
の
問
削
館
協
の
ぷ
に
加

か
し
て
併
し
い
も
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
『
も
っ
たい
な
い
」
『
郁
艇
と

「
す
ま
な
い
」
と
一
昨
ふ
は
慨
を

、
も

う
一
昨
お
収
品
を
除
併
に
球
続
践
し
て

併
し
い
と
脱
ふ
。
そ
こ
に
お
お
を
溜

へ
る
祇
儲
の
加
齢
が
あ
る
と

w
mふ。
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言己き

夫
述

佐

藤

春
島

松

二
重

中

んW・む
ゆ
怖
に
し
た
腕
で
、
歎
の
ぎ

っ
し
り
と
つま
っ
て
ゐ
る
臓
の
澱
い
鰐
の
暗
に
伶
ん
で
ゐ
る
と
し
た

な
ら
ば
一
除
揃
対
に
郡
猷
し
た
ゆ
舘
に
は
必
ず
そ
の

d
幻υ札T
P付
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
し、そ
れ
が

齢
だ
と
一
昨
っ
て
ず
っ
と
慨
そ
隣
れ
た
時
恥
げ
の
戒
に
俗
む
と
し
て
、
治
問
仰
の
般
は
腿

れ
る
と
し
て
も
、
斗
・
甲

山
明
脱
し
た
り
慨
が
し
た
り
す
る
に
も
部
砂
の
郡
い
時
争
政
党
儲
く
刷
れ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
・
副
作
慨
な
こ

と

も
あ
る
し、
あ
ま
り
店
時
限
れ
た
排
除
で
は
し
ば
し
ば
郡
山
脈
に
娘
は
れ
る
と
詐

-
b較
4
般
砕し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
訟
ち
伊
い
た
訴
し
も
仰
駒
市
た
も
の
で
は
な
い
。

縦
鍬
の
あ
る
も
の
は
そ
の
恥拡
ゆ
っ
て
ゐ
る
縦
燃
で
は
燃
し
て
総
開
削
し
て
ゐ
な
い

で
、

も
っ
と
舵
い
蹴

山
都
宮

、と
寝ん
で
そ
の
憶
に
色
刷

.

と
骨
鱗
を
す
る
の
だ
し

、
そ
れ
か
と
一
昨
っ
て
慨
ら
の
鰍
獄
も
な
く
、
品
伊
保

も
附
くて
務
な
も
の
はMA
の
援
の
築
と
な
っ
て
部
し
ま
た
け
れ
ば
な
ら
ず

、

議
船
咋
か
あ
ま
り

に
椴
此
あ
る
と
院
や
船
服
に
艇
は
れ
は
し
な
い
か
と
悦

服
し
て
硲
も
あ
ま
り
的
問
ち
伊
い
て
は
膨
ら
れ
な

い

で
あ
ら
う
し、

そ
れ
か
と
詰
っ
て
叡
訟
で
あ
っ
て
ル
れ
ば
そ
の
酔
の
討
の
協
に
時
貯
叫
献
し
枠
抑
制
し
な
け

れ
ば
な
ら
ない
で
あ
ら
う
し
、
こ
れ
も
恕
慨
慌
に
均
し
い
純
で
あ
る
。
そ
れ
か
と
卦
っ
て
刈
の
お
物
静
に

な
っ
て
ゐ
れ
ば
島
侃
酢
批
は
備
だ
か
そ
の
刈
の
舵
軌
跡
の

m
mに搬
はれ
て
部
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ιv

;f'd 

篭;r
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と
卦っ
て
刈
に
慨
け
を
か
け
て
静
静
を
し
て
や
る
と
し
て
も
対
そ
の
附
け
に
仲
か

さ
れ
て
寸
件
慨
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず

、

除
す
略
鰍
て
が
こ
の
郁
俄
で
は
柏
町
協
の
概

と
な
っ
て
や
り
切れ
や
し
な
い
。
州
一

一 m
m一
般
の
店
吋
引
が
や
抑
制
に
や
っ
て
ゐ
る
村
山
協

の
滋
服
、

部
鍛
僧
鳴
を
呪
っ
て
銀
協
し
ゃ
う
、
と
す
れ
ば
伊
除
か
に
樹
蹴
な
臓
が
あ

っ
て
材
伐
か
ら
こ
れ
で
満
足
だ
と
鴎
ふ
慌
が
な
く
て
部
し
い
し
、
そ
う
か
と
卦
っ

て
瞥
協
の
北
川
町
の
内
部
溺
を
護
く
雌
れ
て
釦
釘
の
腐
っ
て
ゐ
る
織
り
に
獄
協
す
れ
ば

酢
銃
の
持
悦
は
動
縦
に
獄
般
に
鴎
ふ
の
で
あ
る
が
酔
聞
の
川

内
川
か
ら
滋
必
勝
ひ
を

さ
れ
て
こ
れ
ま
た
部
し
ま
ね
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
か
う
現

へ
て
船
る
と
鮮
ん

な
艇
を
し
て
も
出
品
し
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
酔
の
慨
に
あ
っ
て
酌
併
は
一
紙
ど
う

す
れ
ば
部
し
み
も
な
く
砂
ち
伊
い
て
存
ら
す

泌
が
断
熱
る
か
と
銃
く
締
ら
な
く
な

っ
て
が
ヂ
令
。
慨
を
砕
し
、
伸

一齢
に
山
即
日
め
ば
一
勝
山
町
の
が
お
滋
の

m
p加
を
得
、
殺

伐
の
概
肢
を
伸
、
伊
ち
伊
い
て
獄
協
す
る
艇
が
印
船
る
の
で
あ
ら
う
か
。
つ
ま
る

慨
は
械
は
ま
だ
/
\
ζ
の
m
m仰
い
に
戦
時
を
蹴
じ
て
ゐ
る
の
で
は
為
る
ま
い
か
。
も

し
そ
れ
だ
と
す
る
な
ら
ば
こ
のmm品
川
歌
山
仲
れ
る
広
明
が
峨
も
れ
仰
の
獄
怖
に
蹴
肢
を
川
町

へ
、
や
ぬ
を
蛾
へ
、
川
市
ち
伊
ぎ
を
匙
へ
て
く
れ
る
悦
に
な
る
の
か
も
伽
れ
な
い
。

山
内
は
丸
放
の

m
v山
町
の
-
V船
山
そ
昨
い
で
そ
の
鉱
山
昨
蹴
そ
も
川
町
け
紗

レ
で
そ
こ
に
僻

む
織
に
、
恥
w砂
の
必
く
山
Wん
で
仲
た
山
vゆ
に
村
く
仲
だ
の
で
お
る
が
、
い

w
m阪の
税

に
錨
だ
た
れ
た
り
、
島
ん
な

一が
斡
が
作
ち
m
wゐ
て
ら
っ
た
織
に
す
っ
か
り
秘
は

一減

俸
を
結
っ
て
し
ま
ひ
、
お
に
は

そ
こ
に
伽
ん
で
ゐ
る
と
邸
ん
な
汐
長
っ
た
や
執

を
蹴
ひ
出
す
の
で
燃
に
な
っ
て
と
う
/
\

そ
の
が
ゆを
島
知
て
る
郎
伐
を
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
う
し
て
酌

併
は
も
う
町
駅
仙
い
で
は
却
し
て
蹴
肢
が
都
ら

れ
な
い
の
で
こ

れ
を
も
愉
て-
Aし
ま
っ
て
刈
の
恥
な
い
慨
に
付
注
い
蹴
な
償
っ
て
僻
む
慨
に
混
凪
り

た
の
で
ゆ
め
る
。
そ
の
眼
目
的
は
吟
酢

一
一
一
十
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
峨
は

m
r
M
V

か
ら
野
け

昨
い
だ
毅
と
同
町
般
す
れ
ば
そ
の
十
併
の
一
似
の

Jも
の
で
ま
こ
と
に
仰
さ
い
も
の
で

為
っ
た
。
そ
れ
で
もを
の
刊
に
除
悦
の
仲
附
だ
け
は
俄
る
械
が
山

w
h
r
た
の
で
あ
る

が
低
艇
と
や

附
け
る
だ
け

の
骨
訟
を
償

』
・6

唱
常
生

る
棋
は
出
来

な
か
っ
た
。

さ
主
や
か
な

'
J
g
a
d
，
、

怒
は
作
っ
た

民ゐ E時事会をか'院なの れけ
たをを柱i つが r'J!立3 ぞれ
。 f腎入いにた 111宅{主泌z 官能ど
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の
瞬
は
鈍
し
臨
が
磁
く

h
wき
で
も
す
る
と
府
き
帯
ば
さ
れ
は
し
ま
ゐ
か
と
叫
献
に

な
り、
対
そ
の
ぷ
に
諮
で
も
静
れ
狐
っ
た
な
ら
ば
仲
昨
酌
し
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
ふ

か
慨
ら
な
い
と
宇
中
関
な
官
邸
に
映
っ
て
除
蹴
千
献
な
儲
械
な
の
で
お
る
。
そ
の

ぷ
に
肺
門
騰
の
結
く
に
山

r
mは
し
て
ゐ
る
織
に
郎
泌
が
山
た
と
す
れ
ば
ひ

と
た
ま
り
も

な
く
貯
し
総
さ
れ
て
し
ま
ふ
郎
防
か
あ
り
、
あ
ま
り
に
刈
邸
雌
れ
た
が
静
憾
に
翻

腿
の
悦
服
対
対
鑑
な
も
の
で
あ
る
。
か
う
し
て
俄
怖
を
鵬
れ
て
撚
て
も
白
川
な
叫

献
は
慨
に
秒
、
え
る
・
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

L
ん
ほ
h
z
-乞
《
畠

ζ
と
よ

n
Lゆ
剥

m
'
ζ
&

ヨ

N
U酷
戦
や
普
し
いw
mば
か
り
が
世
の
中
に
は
動
く
て
少
し
も
滋
ち
付
い
て
暮
ら

す
税
も
山
町
撚

ず
、

ま
こ
と
に
伽
み鰍い
仲
の
械
だ
、
臓
な
粧
の
崎
だ
と
、
間
だ
と

和
特
を
一
昨
ひ
な
が
ら
も
川
町
は
臨
に
も
う
一
一
一
十
特
と
骨
ふ
即
時
い
慨
・
』
の
部
し
い

、

つ

ら
い
貯
の
怖
に
砂
へ
勧
び
な
が
ら
も
伽
ん
で
貯
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
慨
に

あ
っ
た
包
リ
引
な
附
称
略
ゃ

、

鰍
し
い
説
よ
り
も
鵡
し
い
続
の
鋭
か
っ
た
説
、
成
ひ

砂
け
な
い
総
艇
に
配
っ
ち
」
と
、
姑
献
し
た
眠
鳴
に
よ
っ
て
し
み
介
\
之
助
併
の

脱
税
の
聞
け
な
い
艇
を
悦
る
興
が
川
町
貯
た
。
そ
れ
で
も
ま
だ
/
\
銀
く
砕
を
紗
て

る
聡
は
仰
向
僻
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が

、

協
に
五
十
献
の
税
に
は
銭
く
獄
を
命
て
、

部
し
い
枠
を
捨
て
、
強
く
の
蹴
加
を
山
間
伐
し
て
そ
れ
を
館
惜
し
た
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
総
は
野
被
の
が
で
裁
や
宇
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
さ
う
し
た
弘
前
艇
の

密
に
仲
か
さ
れ
る
と
一
宇
中
将
は
誠
刈
な
い
の
だ
か
ら
さ
う
卦
っ
た
税
に
は
封
刈
臨

ま
さ
れ
る
統
も
な
か
っ
た
。
制
収
敵

m
r隣
町
出
や
、
時
い
勧
職
ゃ
、
蹴

m
M
M
の
僻
総
帥
明

、
と

一
対ふ
も
の
に
は
制
品
川
陪
酔
の
な
い
併
で
あ
る
の
だ
か
ら
悦
寸
っ
と
し
て
俄
加
に
仲

き
伊
け
ら
れ
る
械
な
も
の
も
な
く
、
対
監
に
蜘
加
に
併
を
捨
て
る

m
mが
山
町
勲
た
の
で

、

ゅの
る
。

か
う
し
て
録
く
の
蹴
恨
の
山
口
協
を

、

ば
車
縦
れ
た
対
間
的
峨
の
ゆ
吋
蹴

い
臓
に
被
る

艇
に
な
っ
て
か
ら
も
う
部
い
鵬
の
備
が
紗
ち

、
慨時
か
の
税
械
を
渡
り
溜
へ
し
た

鰍
で
あ
る
。

も
う
縦
も
六
十
政
く
な
り

、

あ
と
も
う
鮮
制
撤
慨
も
な
い
階
に
な
っ
て
か
ら
→

つ
の
慨
し
い
悦
ひ
を
お
っ
て
僻
ん
だ
説
が
あ
っ
た
。

η除
これ
は
協
に~
m
t
ゴc
m
V
れ

た
蹄
刈
が
や
っ
と
の
脱
ひ
で
一
節
の
締
り
の
砂
脈
宏
一
跡
伊
け
℃
ほ
っ
と
し
た
関
な

も
の
で
あ
り
、

対
こ
れ
は
続
的
む
い
た
か
ひ
こ
が
蹴
営
問
っ
て
臨
る
撚
な
も
の
で
殴

匁
に

Fy
h
a

に
は
か
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
何
か
心
幾
し
い
も
の
で
は
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

慨
し
い
俗
艇
は
ゆ
蹴
に
猷
っ
て
僻
ん
で
ゐ
た
も
の
に
停
ゆ

れ
ば
そ
の
百
銃
の
一
に

も
得
ひ
も
伊
か
な
い

、

仰
さ
い
も
の
で
は
あ
っ
た
。
か
う
一
昨
ふ
即
時
に
だ
ん

/
\
と

続
を
勝
っ
て
仲
く
に
つ

れ

て
島
併
の
俄
尉
ま
で
が
だ
ん
/
\
と
燃
く
な
っ
て
品
川

く
、
慨
だ
か
い
W仲
に
も
酢
銃
の
部
材
そ
の
も

の
の
械
に
脱
は
れ
て
縦
し
い
。

蹴
舷
齢
制
川
の
俄
・
般
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
と
一
昨
ふ
と
仲
蹴
に
瞥
印
刷
一
般
に
俗

艇
と
争
は
れ
て
ゐ
る
も
の
と
川
町
駅
す
れ
ば
そ
れ
は
、
も
う
個
目
前
と
卦
ふ
純
さ
へ
川
町

併
な
い
鴇
な
ち
ゃ
ち
な
も
の
で
あ
る
。
が
こ
れ
で
酔
針
→
仰
が
僻
む
に
は
ま
こ

と

会
-
、
，
-
V

包
晶
白
崎
正
司
柄
ず
お
か
伊
宮
家

一、
a
F
i

，

に
加
国
際
し
て
ゐ
て心持
の
好
い
住
家
で
め
る
市
に
は
間M「
ひ
は
な
い
の
で
あ
る
。

鴎
さ
は
憎
か
に
一
対
四
飛
と
一
昨
ふ
ぬ
き
な
も
の
で
献
さ
も
そ
れ
に
楠
慨
し
て
七
般

に
附
た
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
一
路

山
内
は仲除
に
ん
凹
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

一
昨
ふ
税
へ
は
封
刈
僻
い
の
で
あ
る
か
ら
こ

与
が
m
Vい
と
か
あ
そ
こ
が
伊
い

と
か
な

ん
て
艇
は
民
し
も
税
へ
な
い
で
職
知
の
附
く
ま
与
に
仲
除
へ
で
も
が
鶴
を
粧
み

、
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E
E

レ
k
a

，
，

A
V
-
-
m
w

友
令
柿
除

仙
の
ゆ
腕
へ
移
る
に
し
て
も
少
し
のmm
し
か
必
ら
な
い
の
で
あ
る
。
せい
ぜ

い
m
y二
鰍
ば
か2め
れ
ば
館
時
な
の
で
、

ζ
の
m刊
のm
m凡
さ
へ
山
町
淑
へ
ば
勝
山
川

む
を
宜
主
や
る

'
t
m

，
.
匂
怠

a
'

は
自
分
で
出
来
る
の
だ
か
ら
来
っ
て
日
制
々
と
引
也
し
も

川
楽
る
の
で
お
る
。

政
低
のm
v砂
川
山
の
時
騰
を
砕
て

h
か
ら
仰
向
に
そ
の
斡
胞
の
叩
細
川
町
に
肺
穏
な
が
ら

も
一
一
一
周
鮮
の
慨
を
聡
伊
け
て
酢
闘
に
し
て

、

そ
の
刊
で
知
を
m
rった
り
す
る
の
に

黙
な
携
に
し
た
。
般

に
は
仰
の
蹴
鰍
を
こ
し
ら
へ

た
り
、
曜
に
鞍
っ
た
戒
に
附
ゃ
を
験
て

h
m附
排
除

慌
のm
w艇
を
叡
僻
し
て
そ
の
憾
に
争
開
山
慌
の
艇
を

か
け
、

そ
の
献
に
僚
船
織
を
仰
い
た
。
蹴
の
慨
に

は
械
を
世
く
の
に
似
仲
な
慨
に

m
w
M
酬
搬
な
・
断
っ
た

り
し
て
印
刷
と
似
仰
ら
し

い
総
伽
を
し
て
侍
っ

た
。
丸
山
併
の
駒
山
叫
に
は
賊
の
慨
に
磁
の
抑
制
を

m
wっ

て
町
駅
て
跡
い
て
仰
い
た
。
時
間
の
加
に
は
怖
の
つ

り
慌
を
取
っ
た
。
そ
れ
は

m
M切
な
脇
の
健
一
ニ
つ
ば

か
り
そ
附
く
織
で
あ
か
そ
の
船
の
叫
に
は
鰍
鵬
か

‘，
.

，E
‘
晴、
，

e
u
，F

，

l
v
R‘
，

伎
な

h
E
U
ψ
a
3・v，
，

の
脚
酔
の劫w
mゃ
、
開
制
仰
の
州
制

、

却
は
仰
生
拠

地
都
の
側
脱
し
た
も
の
が
刈
っ
て
ゐ
る
。

こ
れ
は

つ
れ
ん
\
な
る
姉
に
酔
み
か
つ
峨
め
に
す
る
織
で

あ
る
。
そ
の
儲
に
は
『
を
り
璃
」
と
「
つ
ぎ
m
w

瞥
」
と
仲
伊
け
て
あ
る
璃
と
酔
加
古

と
を
→
鰯
づ
っ

か
て
砂
け
て
作
い
た
。
政
織
の

純き
も
の
が
班
舷

m
r
m
r
を
肌
阻
ん
で
般
と
肢
と
の
除
ぎ
伽
に
は
跡
鈍

b
E砂
け
る
の
み
で
致
っ
て
船
出
向
な

も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
は
仲
伊
で
も
紛
の
印
〈
慨
に
載
っ
て
航
時
に
砂
て

ら
れ
る
と
一
昨
ふ
似
砕
か
あ

る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
P
LL
し
ま
っ
て
か
ら
で
も
そ

こ
にM
r知
の
即
か
な
い
聴
で
も
あ
れ
ば
限
に
慰
し
て
し
ま
っ
て
伽
の
砂
防
へ
税

っ
て
伶
〈
の
で
あ
る
。

. . . 

. 

z :!?た
. ・. . . 
. .ー，

‘.'・ ，_・
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0
5

'
a
 

の
訟
の
住
ひ
で
お
る
。

低
弘
前
の
胤
川
町
附
の
耐
蝕
は
ど
ん
な
も
の
か
と
骨
ふ
と

、

蹴
の
が
に
は
枕
で
抑
制
っ
て

あ
る
対
鵬
へ
対
を

M
Wく
織
の
斡
脱
却
か
抑
制
つ
て
ゐ
る
。
間
臨
時
の
川
町
蛾
な
倣
で
あ
る
搬

は
宇
仰
ぐ
・
抵
腕
に
紛
が
あ
る
の
で
川
町
し
も
瞥
慨
す
る
聡
も
な
く
鰐
め
て
恥
る
艇
が
川
町

-S
9

，
占
企
'
ま

u
n
e
e
a
e
a

来
る
の
で
あ
る
。
直
ぐ
傍
に
ほ
外
山
と
一
民
ふ
山
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
山
へ

の
訟
に
は
ま
さ
き
か
づ
ら
が
、
一
服
に
配
ひ
得
っ
て
ゐ
て

、

割
以
く
そ
の
践
を
町
四
め

て
し
ま
っ
て
溜
る
の
に
は
鈍
し
厳
艇
を
般
ず
る
間
別
で
あ
る
。
徽
昨
に
は
艇
部
た
る

純
粋
げ
ら
っ
て
ゐ
る
の
で
鈍
し
即
時
さ
を
蹴
ず
る
踏
で
は
ゐ
る
が

、

配
の
携
は
か
ら

り
と
作
ち
慨
け
て
ゐ
る
の
で

、

醗
放
に
ゆ
め
る
と
一
昨
は
れ
て
ゐ
る
織
が
の
時
ゃ

、

備

憾
の
鳴
を
、
そ
ち
ら
の
戒
を
即
ぎ
な
が
ら
般
僻
す
る
に
は
障
に
炉
い
砂
肢
で
あ
る
。

税
は
齢
の
加
が
慾
刊
に
一
眼
に
九
叩
い
て

d
.の
誌
が
鵬
げ
い
て
ゐ
る

m
mで
裂
く

う
っ
と
り
と
す
る
協
な
抑
蝕
が
町
の
放
に
ル
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

方
的d

，
、

'
u

e
、

e
r
-
-
n

也
9

・
ぷ

h
v

立
が
朱
オ
ば
郭
公
が
し
き
り
と
あ
の
謀
切
な
牒
で
な
さ、
刊
の
人
の
骨
っ
た
協

に
、
山
町
仰
の
締
舶
の
獄
怒
川
凡

b
v・
す
る
と
一
昨
は
れ
て
ゐ
る

ζ
の
ω
の
砂
き
艇
は
俄
だ

か
酌
仰
が
舟
ん
だ
時
に
は
似
ず
ぬ
綬

m
mを
し
て
瞭
知
憎
鋭
を
さ
せ
て
や
る
と
畑
町
旅

し
て
ゐ
る
m
mに
怖
か
れ
て
鰍
に
う
れ
し
く
峨
ず
る
の
で
あ
る
。

山
内
は
ひ
ぐ
ら
し
が
峨
一
醍
に

m
wき
山
附
し
て
川
町
に
そ
の
縦
し
げ
な
臨
を
怖
か
せ
て

く
れ
る
。
そ
の
臨
は
総
に
こ
の
仰
い
の
は
か
な
い
部
併
に
離
す
る
紗
酔
を
附
か
せ
て

〈
れ
る
俄
な
始
が
し
て
俄
だ
か
倣
較
し
く
仰
向
腿
ひ
に
臨
ま
せ
る
の
で
あ
る
。

れ
叫
に
な
る
と
蛍
町
議
に
邸
は
れ
て
し
ま
ふ
院
が
鴫
川
町
あ
っ
て
、
し
み
ん
\
と
識

の
峨
の艶
し
さ
を
燃
は
ム
せ
て
〈
れ
る
の
で
あ
る
。
対
船
っ
た
的
叫
が
だ
ん
だ
ん

と

作
え
て
停
っ
て
ん
砕
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
烈
附
っ
て
眠
っ
た
り
す
る
の
を
踏
め

て
ゐ
る
と
、
山
川
附
の
掠
鳩
山
と
骨
ふ
も
の
も
一
同
除
こ
の
識
の
榔
に
関
つ
て
は
術
協
の

地
き
なm
w
G
に
よ
っ
て
m
mめ
て
川
町
く
な
っ
た
り
、
結
即
仰
を
慨
し
て
恐
憎
め
ら

れ
た

り
ず
る
都
践
を
鶴
ひ
跡
さ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

怨
時
観
的
雌
問
機
に
お
鏡
備
を
即
吟
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
ど
う
し
て

も
そ
れ
が
お

っ
く
う
に
な
っ
た
り
、
恐
慌
鎚
へ
の
慈
が
が
皆
保
の
な
い
時
に
は
易
か

ら
誕
け
て
島
た
り
、
お
銃
一
慨
も
、
新
線
を
し
な
い
時
品
へ
も
あ
る
の
だ
が

、
き
う

し
た
と
一
昨
っ
た
院
で
こ

L
に
は
識
も
静
な
い
の
だ
か
ら
、
お
け
た
純
を
嚇
し
い
と

脱
ふ
擦
な
滋
も
静
な
い
も
の
だ
か
ら
つ
い
お
け
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る
。
か
う
し
た

川
監
臨
れ
た
川
町
の
慨
に
た
っ
た
寸
却
で
縦
し
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
山
町
燃
に
蜘
誌
の

総
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
し
、
引

A
i酔掛
川
・
か
ら
創
刊
ず
し
も
則
的
の
お

い

概
ぶ
喰

ら
う
と
舵
め
て
ゐ
る
鰍
で
は
な
い
の
だ
が
・
』
ん
な
峨
の
怖
で
は
桝
憾
の
蹴
似
を
舵

る
悌
な
銑
般
は
預
く
僻
い
の
で
あ
る
か
ら
ゆ
仰
向
と
撚
似
宏
明
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
ふ
の
で
あ
る
。
慨
も

m
m
u
川
、
税
下
に
膨
ら
う
と
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
け
れ
ど

・3
・
・

2

て

e
b
h
L

恨
ん
山

F
c
i付
信
古
宮

=
b
g

駒
内

も
荷
ナ
相
手
と
て
も
な
い
こ
ん
な
印
刷
で
は
目
的
と
仙
川
町
の
矧

b
E
mナ併
に
な
り
死

臨
仰
向
と
創
的
憾
の
践
を
概
ふ
慌
に
な
っ
て
し
ま
ふ
の
で
あ
っ
て
慨
も
・
仙
紙
か
ら
の
蹴

。
多
‘

ゅ
，，

カ
で
か
う
な
っ
た
の
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。

(中
島

松

二
審e

t
-
E
t
t
t
l
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対
蹴
の
こ
ろ
、
飯
山
川

m
m
m
w

除
服
の
砕m削
減
必
に
、

約
山r
m
m
げ
とい
ふ
、
鋪
椴
加

が
あ
っ
た
。
こ
の
殿
町
の
紙
貯
と
い
ふ
の
は
、
そ
の
肝
臓
し
の

M閉
め
や
蹄
り
か
ら
一

慨
に
し
て
ば
h
v
ψ
・臨
ろ
か
す
対
抗
H
Aを
鰐
き
却
げ
た
ほ
ど
の
峨
憾
で
、
瑚
批
判
、

一
一
一

似
腕
似のい
拡
渇
か
、
内
十
二
蹴
の
脱
税
し

の
ぬ
を
料
情
ひ
、
鰍
山
川
み
づ
か
ら
、

四千

一
村』と
い
ふ
鮒
践
を
階
即

日め
て
そ
れ
や
・
悦

一陵
町
へ
伊
て
さ
せ
た
の
を
、
仰
ぐ
に
作
つ

川，
・0

・
・

て
給
ひ
上
げ
て
、

『
燃
純
物
の
お
肢
は
限
り
な
が
ら

こ
の
却し
め
が
お
郵
船
り
明
か
げ
ま
し
た
』

と
、
W
め
ず
服
せ
ず
職
印
そ
酌

べ
て
そ
の
『
千一Mh
の
ねb
E
M
酬
は
っ
た
ー
ー
ほ

ど
の
勝
争
も
あ
れ
ば
防
却
も
和

っ
て
ゐ
て、
融
瞭
の
た
め
に
は
恥
を
秒
に
し
て
蹴

く
と
お
に
川
町
船
る
だ
け

の
臨
仰
を
鴇
っ
た
の
で
、
つ
ひ

に
、
川
に
総
ま
れ
る
や
号

‘ 

• • 

‘ 

E 

' 

(;:r 

，
.
d
・
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-
・

'
・
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• 

な
市
山
抵
の
仇
闘
を
山
町
し
た
の
で
ゅ
の
っ
た
。

だ
が
、
鱒
限
引
の
対
抗

却
を
諮
り
骨
け
た
l
l
こ
の
、
般
ほ
め
か
の
締
伊
・

m
m
r

は
、
併
縦
、
併
を
躍
し
た
紙
抑
制
や
、

そ
の
械を
磁
倖
い
で
践
に
船
献
を
加

へ
た
こ

‘,. 

M
Mめ
た
ち
が
仲
め
た
件

.
切など
は
、
必
に
し
た
く
も
し
て
ゐ
な
い
の
で
、待
問
は
町

滋
で
あ
り
、
問
川
ひ
は

W刷
る
即
時
一
却

ち
枇
・
もそ
こ
へ
砂
っ
て
幣
て
、

そ
の
仲
似
は
、

酌m
mな
明
山
川
嫌
が
、

斜
の
あ
るに
ま
か
せ
て
脱
ひ
掛
っ
た
斡
り
を
締
め
、
蹴
は
恨

の
m
w伽を
し
て
昨
日川
に
邸
を
按
て
た
り
、
識
は
ま
た
、
限
必
や
砂
川
刊
に
苅
鍬
り
に

凶

-
a
-
v

・
l
'

t
h伊
凶
h，

M
唱
・na
'h

-
z

骨
J
も
綾
な
似
し
を
や
っ
た
り
な
ど
し
て
、

i

hー
や
六
名
た
ち
に
負
け
な
い
や
う
に

す
る
の
が
W
作
っ
て
ゐ
る
鮒
だ

1
ー
か
ら
晦
ら
な
い
1

h
L

必
ん

e
w
g
N

・

『よ
し
y

、
俄
も
-
初
、
悦
聞
を
W
Y
と
い
は
せ
る
や
う
な
こ
と
を
守
っ
て
や
ら

の

う
1

』沼
山
定
機
献
の
能
掛
か
ら
む
ら
/
\
グ
と
伊
伐
を
慰
し
た
。
都
ち
に
し
て
傑
の

船
m
mに
は
、
倣
の
隙
鉱
の
制
に
貯
び
る
町
制
執
略
・
紛
な
ど

が
いWせ
鋭
じ
た
。

込
町
終
に
似
の
鵡
ら
か
や
っ
た
や
う
な
悦
や
鵬
で
は
・

F
ゆ
ぬ
。
ぐ
ツ
と
脇
陣
営
貯

へ
て
、
お
附
で
仙
川
も

M川
一山を
就
か
ず
に
貼
る
に
鵡
併
な
、
臨
い
も
の
宇
・

』

そ
れ
が
殿
町
の
秒
以
で
ゐ
り
治
幻
で
あ

っ
た
。

間
b
z
m
r
け
た
鋭
抑
制
の
々
た
ち
は
白
川
と
和
肢
を
拠
っ
た
駒
旬
-
駒
の
蹴
躍
を

慣
ら
せ
る
こ
と
に
山
内
恕
し
た
@
僻
も
な
く

m
m監が
山r
b
r
叫ぶ
った.
そ
の
m
w
h
T

は
、

管
臨
時
鰍
怒
る
え
た
競
ー
ー
脚
明
言
も
の
議
も
の
と
艇
は
れ

て
、
腕
い
問
材
に
も
さ
う
般
飾
り
は
な
い
と
い
は
れ
て
ゐ
る
鰍
瓜
で
あ
り
、
併
問
山

は
常
一
蹴
鳴
州
仰
の
郎
、
慨
は

m
劫
の
勝
目
即
る
附
山
側
の
七
回
心
、
作
山
仰
は
似
舶
の

‘ 

燃
一
…
加
の
鰍

PM叫
が
慌
慨
を
此

慣
ら
し
て
白
川

り
M
げ
た
の
で
、
低
航
の
対
松
山

rも
悩

む
ば
か
り
|
|
脂
砕
は
静
九
円
に
駅
い
た
対
ゆ
鍛

の
潟
伊
融附
が
鎚
に
働
か
し
て
慣

ら
せ
た
だ
け
あ
っ
て
、
M
M〈
助
て
河
内
鯨
一
m
m
l総
際
とい
っ
て
も
脂
ぷ
の
縦

断
が
ない
や
う
な
、
m
m恥
し
知
出
航
し
た

i
!
も
の
で
お
っ
た
。

さ
あ
、
沼
町
は
対
酌
版
、

M
N似
か
だ
.
ど
こ
へ
伊
〈
に
も
そ
れ
を
即
し
て
仰
る
.

鈴
眠、
き
う
し
た
お
除
な
服

部
た
か
ら
、

必
酔
を
掛
か
ね
似
酬
が
な
い
。

「
熔
げ
の
蹴
越
は
弘
前
慨
し
い
ぞ

y
h

司
あ
ん
な
に
鶴
慌
な
川
町
は
、
対
艇
な
か
ら
必
京
協

【粉
峨
を
い
ふ
》
に
し
て
も
砕

脈
紗
で
は
ご
ざ
る
ま
い
』

と
、
酢
な
ら
ず
し
て
、
山

wる
や
う
な
対
鴨
川
地

l

m相
川
端
の
鰍
船
は
島
慌
に
縦
刊
し
た
の
で
あ
る

.

• 

一一

き
て
、
蹴hr
?」
と
、
舟
山
叫

が
F

山
町
仰
の
鰍
に
仲
附
し
て
、
お
郡
山
ハ
、
向
山
々
か

み
仲
の
絡
を
べ
ヴ
て
ゐ
る
と
.
対
認
の
間
接
需
が
泌
り
枇
っ
た
­

W
鰯印
刷
は
、
山
知
叫
し

く
撚
棋
を
齢べ
て
特
似
し
た
川

町
山
崎
を
肋
る
と
、

h
r
L
S

・
d
-
o
'
3
e
h

司
ゃ
あ、
見
事
な
も
の
を
指
定
し
て
ゐ
る
時
う
。
烏
渡
、
わ
し
に
処
せ
てく
れ
い
』

と
、

一
叶
っ
た
.

伽
飢
餓
の
撃
か
、
対
貌
の
榊
に
以
っ
た
の
で
あ
る
。
時

r
t
p
〈

m
mん

で
、『

き
あ
、
ど
う
ぞ
体
臨
時
き
り
ま

せ
』
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と
蹴
詑
を
勝
っ
て
詑
即
し
た
。

強
酔
っ
たW鱒
蹴
は
、

k
h
踏
め
な
が
ら
、

す
ぐ
に
ギ
ラ
リ
と
加
刊
を
脱
っ
た
。
き
う
し
て
、
姉
欽
し

9
a

m
A門
事

ラ
，
‘
.
ー
・

9

岨
・

『
む
む、
な
か
/
\
立
添
ぢ
や
.小
・
身
と
いひ、
外
被
と
い
ひ
、

こ
れ
ほ
ど
立
添

な
服
部
そ
ゆ
っ
て
ゐ
る
棋
は

、
山
内論紙
付
の
悦
に
も
J
e
Mか吋
引
い
仰
ぐ
ら
ゐ
で
あ
ら

み
ご
と
，
、

う
.
む
1
y
、

H
品w
m
k
kツ
・

・
・
・
』

と
、
瓜
を
臨
め
て
嘗
め
そ
や
し
た
か

、

や
が
て
、

『
m
mの
限り
に
鵬し
く
跳
べ
て
ル
た
い
縦
断
が
為
る
に
僻
り

、
時
ゅの
あ
ひ
だ
儲

骨
け
る
ぞ
』

と
一
昨
っ
て
、

m
m
h
炉
だ
け
をmm
M
の
苧
に
松
す
と
、

そ
の
ま
h
ナ
1
y
と
掠
け
つ

た
-路

川
相
は
税
い
た
、
問
問
的
措
て
た
。

『
あ
て
こ
、
こ
れ
はl
l
y
、
郡
、
押
し
y
:
:
』

W
鯨
騰
を
嚇必め
よ
う、と
した
が
、

W
鱗
鵡
は
凡
附
か
ぬ
動

p
を
し
て
き
タ
さ
と

p
'

陀
‘.
e・

向
ふ
へ
立
去
っ
た
.

殿
町
は
ハ
タ
と
m
m般
し
た・蹴
怜
で
加
を
静
く
の
は
対
の
問
機

l

い
か
な
る

対
対
俄
と
艇
も
、
一
た
ん

m
を
蜘
い
た
と
な
る
と
、
そ
の
併
は
城
山
肌
、
阪

V
地
も

路
馳
さ
れ
る
l
!
の
が
僻
村
で
の
航
た
る
践
と
な

っ
て
ゐ
る
の
に
、
地
ん
や
暁
ほ

の
m
M
M
M

が
除
い
て
ゆ
っ
て
ゐ
る
の
だ
、
九
伊
磁
り

m
M叫
に
ル
伊
か
り
で
も
し
よ
う
も

一
-
-
ι

，
、
"
と
・
一
か
ル
'
'

の
な
ら
、
ど

ん
な
揃
い
抑
制
刊
に聞
は
れ
る
申
込
測
り
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
@

l
l
伎
の
併
まで
限
く
し
て
ゐ
た
対
向
蹴
店
側
川
和
の
燃
が
一
階

に
.
へ
し
ゃ
ンこ

• 

に
な
っ
て
、
概
慨
総
の
や
う
に
湖
町
ざ
め
て
し
ま
っ
た
保
町
で
あ
っ
た
:
:

・

一一一

司.

だ
が
、

側
川
和
は
M
m料引
のmm
m
w
鰯
蹴
だ
、
ど
う
に
も
静
雄
か
な
い
.
し
か

し
、

ル
伊
か
つ
て
は
叫
ん
般
で
あ
る

。
そ
こ
で
、
殿
町
は
そ
の
時
世
を
、
向
山
て
ゐ
る
判
断

し
色

a
b
t
i

命
品

.
1
・

L

の
??
に
隠
し
た
ー
ー
が
、
それ
で
も
、

刀
の
尖
泌
が
チ
フ
/
\
の
ぞ
い
て、キ
ラ

日
/
\
と
聞
紙
を
限
め
か
す
。
い
か
に
駁
し
て
も
球
阪
股
し
縦
せ
る
も
の
で
は
な

く
、
そ

の
う
ち
に
は
俄
際
島
伊か
る
に
き
ま
っ
て
ゐ
る
。
部
ろ

し
い
や
ら
、
悌
な

い
や
ら
ー
ー
で
、
熔
げ
は
抵
品
川
ぐ
っ
し
ょ
り
と
慨
掛
川
に
な
っ
た
・
:
・
.

問
問w
r札
宮
山
雌
る
対

m
mた
ち
は
、
悦
、
山

Mル
ザの
い
ね
織
の
陀
に
知
っ
て
ゐ
る

時
m
A
b
L
b

て
は
、
際
っ
て
す

y
と
砂
ぎ
て
伊
く
。
m
mゅ
は
蛾
峨
椴
ら
な
く
な
っ
て
対
得
た
ち

が
翻
る
路
範
に
、
鍛ら
の
山
慨
に
尉
悩
り

、
総伊
鵬
首
「
に
閉
伊
け

、
加
慨
を
諒
し
て
、

『
ど
う
ぞ
艇
を
お
訟
し
凡
さ
い
ま
す
や
う
に
、
穂
町
げ
際

へ
お
麟み
略
さ
れ
ま
せ
、

お
側
ひ
で
ご
ざ
り
ま
す

』

と
、
一
倖
脱
倣
に
鱗
み
住
ん
だ
。
が
、
必
俄
滋
は

司
件
対
的
の
な
さ
れ
た
鷲
を
、
孤
叫
が
怖
と
い
へ
る
も
の
で
も
な
い
.
￥
だ
め
し

こ
れ
に
は
伊
紙
が
あ
る
の
で
お
ら
う
。
お
伊

みつ
特
し
て
同
町
れ
』

と
一
昨
ふ
だ
け
で
、
一
一
十
必
に
も
、
一
一
一
十
店
に
も
、
一
一
一
時
附
も
況
時
慨
も
、
澱
そ

部
し
一
一
~
栂九
捕
し
てm
mんで
ルて
も
、

臨
J
a仰と
し
て
、

r
総
械に
脇
狩
い
で
〈

-

n

y

e

'

 

れ
る
人
も
な
か
っ
た
1
1

・

m
m
M
君
臨
は
、この
、
m
rぬに
も
ゆ
な
れ
ぬ
戟
さ
部
し
さ
の
た
め
に

、
艇の
や
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う
に
な
っ
た
・

?
?
ぃ
、
も
う
ど
う
な
と
膨
れ
ッ
、
ど

ん
な
な
お
俄
め
を
野
け
ゃ
う
と
も
蹄
や
せ
・

『届F ン
鈎ドけ後責わ
大震出電 {まい
老2 たつツ
の。ひ

おすに
池島る ik~ 'ｭ
g とし

、

総R そ、

つのお

て役t H" 
お人01，長1
fhB もの
ひ、隣2
.司』量破等へ

せ
と 』

"Ä'、

っ
た
だ
け
で
、

さ
'/ 
き
と
立ま
去2
6つ

まあ た
っる綬S ・
て。 iや
、祭主〈

冷Z 以' 応主
たはも
いもな
廊苦う い
下。カE 、

へも と
ぺ何遣 は
つも蕗
た徐に
りけこ
とてすL
坐f， しで

っ
て
し
ま
っ
た
。

四

そ
の
う
ち
に
股
引
と
酢
が
寄
れ
か
』

り
、
議
た
も
も
そ
れ
ぐ
議
し
て
し

ま
ひ
、
殿
山
相
が
僚
ち
に

M
mって
ゐ
た
W
血
液

聴
も
、
加
な
鵬
首

r
か
ら
辿
っ
て
停
っ
た
も

い
つ
ま
で
除
っ
て
も
舗
を
b

の
ら
し
く
、

F 

-
1
I
J
.
 

や
治:
、

、さ

pt 
害I。に
つ 1m
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やド
う代主
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かぽf
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せ
ず
、

• 

っ
た
。

『
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ζ

り
や
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ

• 
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『
あ
h
こ
れ
で
艇
と
例
制
ひ
を
滋
し
ま
し
た
』

と
、
は
じ
め
て
葱
r
p
r
い
た
。
そ
の
駒
込
鶴
のいろ1

倣
は

こ
の
特
町
の
あ
ひ
だ
に
十
純
も
艇
を
砕

っ
た
か
の
ゃ
う
で
あ
っ
た
・
・
・
・
。

怖
も
な
〈r
rへ
殿
っ
た
の
M
M足
、
対
政
や
邸
七
十
を
は
じ
め
脚
内
野
っ
た
税
関
た

ち
を
酔
び
鰐
め
て
、
山
間
判
で
の
炉
鰍
を

加
市
ち
も
な
く
鍛
っ
た

仰
向
に
、

『
あ
h
し
て
鵬
炉
憶
が
わ
し
を
お
部
し
め
な
さ
っ
た
の
は

、
わ
し
が
併M川
和
側
麟

な
こ
ん
た
も
の
を
持
っ
て

、
酢儲
さ
う
に
店
さ
ま
に
ひ
け
ら
か
し
て
停
っ
た
か
ら

、

そ
の
栴
政
慨
を
、
そ
れ
と
お
瓜
に
山
附
さ
れ
ず
に
協
し
い
件
酔
肢
を
し
て
印
さ
れ
た

の
ぢ
や
。

M
M
〈
、

m
M川
は
峨
必
ら
し
く
し
な
け
れ
ば

r
wな
い
.
か
即
の
わ
し
が
よ
い
肋

隊
、

電
に
も
包

-
A

暫
h

匝

せ
し
め
ぢ
ゃ
、
特
も
この
後
、
町
人
ら
し
く
な
い
心
が
怒
り
か
け
た
時
に
は
、
こ

の
蹴
臨
を
島
て
き
っ
と
仰
い
ひ
附
す
が
よ
い

』

と
一
昨
っ
て
、
伊
併
の
郵
ご
ろ
ま
で
は
鮮
総
の
体
印
慨
で
あ
っ
た
そ
の
蹴
肢
を

、

抑
制
の
際
協
く
制
ひ
匙
ま
せ
た
。

.

i
l
w世
帯
械
の
併
官
の
加
料
が
俄
併
に
ゆ
み
た
俄
げ
だ
っ
た
。
そ
の
伊
か
ら
倣

の
脱
税
は.7
タ
リ
山
ん
だ
.
郎
総
な
鴨
川
、
と

1
3
Lの
悦
服
へ
や
俄
ひ
が
倣
に

h
f

た
・
倣
は
、

A叫
に
静
か
し
て
m
ら
せ
た
州
知
の
蹴
抵
?
山

川
し
げ
も
な
し
に
が
鵬
の

舵
般
に
ま
み
れ
き

ず
と
、
そ
れ
の
ぬ
り
と
し
て
、
一
円
相
.
の
料
消
を
仰
山
ら
せ
て
慨
に

か
し
、
ど
ん
な
脈
へ
も
部
び
れ
ず
に

m
mを
島
せ
た
。
同
川
川
は

、

事
う
し
た
m間
以
の

慰
句
や
う
に
、
恐
も
叩
珂
ツ
と
総
践
の
慨
が

」
即
臨
っ
た

.

そ
れ
か
ら
z
m
ば
か
均
傑
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
殿
町
と

w
m胃
械
は
限
ぴ
わ

?
件

. 

昨
船
山
刊
の
一
一
唱
で
隣
仇

T
M山
し
た
。vw
y
開
は
、
殿
町
が
材
店
を
か
し
て
ゐ

る
の
を

め
"
。
と
、
は
叫
除
舵
に
品
コ
つ
い
て

、

『
殿
町
、
そ
の
放
が
緑
燃
で
よ
か
ら
う
』

と
、

一
昨
っ
た
1
1
・

R
b吾

蔓

M
Mくの
び
た
騰
の
留
が
織
に
な
び
い
て
ゐ
る

ら
h
a
A

，
.
一
・
9

後
は
ベ
γ

チ
に
仰
に
も
か
も
嶋
み
殺
し
て
ゐ
た

磁
のM
Mは
俄
の
肢
に
験
キ
砕
い
て
慨
に
ま
で
仰
ぎ
却
げ
て

い
っ
た

'
a

・
絢
彊

さ
か
さ
に
ぶ
ら
さ
が
っ
て
ゐ
る
彼
の
血
は
聞
に
の
ぼ
り

こ
の
衛
隊
の
訴
し
み
を
も
町
緊
っ
て
ゐ
る

ほ
か
の
の
び
き
っ
た
磁
の
処
が
倣
の
脇
へ
一
一

m
に
鰍み
伊
い
た

さ
う
し
て
部
は
ぐ
ん
く
と

M
Mの
挺
へ
仰
ふ
し
ていっ
た

、
れ
写
巴
・
ロ
ほ
。

彼
か
ら
何
が
掛
川
、
ぇ
M川
が
ほ
ご
さ
れ
て
い
っ
た
の
，
た
ら
う

必
蹴
の
蹴
の
ほ
と
り
に
蹴
動
が
仰
さ
く
胤

ψ
ゃ
く
郎

総
は
蹴
と
な
く
俗
と
な
く
鹿
栴
や
に
し
が
み
つ
き

拘

腕

・
5
u

'

た
ピ
う
つ
ろ
な
尽
を
何
時
古
色
で
も
容
に
向
け
て
ゐ
る
に
喝
さ
な

い
・

二
割

剛
直

. 

• 行
、J
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zse HZZ E h 供《
る鴻2 雷よ ヨI~
ζ し“ 宇t し
と て‘'

義s
'k 
't 
，、

り

十
六

一
正
釈
の
雄
都

獄
九
即
問
は
m
mび
憾
の
酢
般
が
駒
げ
ら
れ
る
の
で
ら
る
。

こ
』
で
は
併
の
こ
と
が
コ
一
取
の
船
」
と

一昨
は
れ
て
あ
る
が
、

刈
附
の
山
山
も
純
い
ヴ
ぃ

ι山
町
を
、
市
町
し
と
げ
る
慨
に
、
併
が
あ
る
と
い
ふ
の

つ
ま
り

で
あ
る
@

税
へ
て
み
る
と
、
結
が
宇
て
ゐ
る
の
に
は
、
そ
れ
ぐ
緩
急

ぬ
っ
て
ゐ
る
。
卵
る
も
の
は

、

時
に
怯
え
る
き
れ
い
な
品
川
棚
や
仰
枝
、
出
刊

に
憾
ふ
影
駅
い
も
の
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
械
を
併
し
が
る
悦
で
一
ぱ
い
に
な

• 

, 

• 

〔
そ
の
六
〕

. 

大

野

法

道

っ
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
衡
の
舵
蹴
に
な
っ
て
ゐ
る
店

。

こ
れ
を
御
殿
と
い

ふ
.

拠
る
も
の
は
、
島
般
を
叡
し
、
副
総
如
、
野
服
、
船
底
、
腕
織
な
ど
、

臨
慨
を
鰐
む
ほ
・
こ
れ
を
蝕
燃
と
い
・

ぺ

ま
た
ゆ
る
も
の
は
、
店
内

むの
骨

拾
に
併
を
つ
け
て
、
制
加
を
際
れ
た
脳
波
に
邸
ふ
ば
も
お
る
。
こ
れ
を
僻
蝕

黙
と
い
ふ
。

砂
川
凶
の
、
仰
向
に
鴎
は
れ
る
制
批
と
、
械
を
鍛
し
む
蝕
撚
と
、
山
切
を
勝
れ

た
蜘
蝕
黙
と
を
一
一

一黙
と
い
ふので
あ
るが
、
備
抑
制
で
は
・
』
の

三
黙
は
、
店

聞
の
山
町
む
べ
之
裂
私
聡
で
な
い
と
し
、
こ
れ
を
除

、き
ぬ
い
て
慰
む
と

こ
ろ
に
械
的
の
悔
い
泌

が
あ
る
と
す
る
.
そ
の
貯
き
ぬ
き
ゃ
う
は
、
代
白
。

い
骨
衡
や
秒
艇
に
限
は
れ
ず
に
、
品
川
き
い
艇
を
持
つ
や
う
に
な
っ
て
抑
制
殿

を
つ
き
ぬ
き
、
配
備
は
た
ピ
の

腕
で
は
な
く
、
山
川
仰

が
駅
は
す
ぽ
ぽ
の
働

俄
で
あ
る
と
い
ふ
仰
を
ゆ
っ
て
蝕
鰍
を
つ
き

ぬ
き
、

ほ
MWbEh
vる
に
船
創

の
蹴
酢
に
僻
る
こ
と
な
〈
、
政
船
の
仇

H
m
r
で
m
v
r
の
M
m脇
島
正
問
闘
い
て
恥
市
住

, 
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黙
を
つ
き
ぬ
く
の
で
あ
る
.

訴
が
コ
一
一
艇
の
鍛
』
と
い
ふ
民
除
で
似
を
?
札
協
で
あ
る
。

似
へ
の
獄
は
、
「
一
切
の
慨
を
術
部
」
す
る

こ
と
か
ら
臨
ま
る

.

砂
の
た
め
公
営
悔
い
て
、
裂
の
働
併
を
即
し
ぽ
げ
ら
た
の

が
俄
で
あ
る
が
、
き
う
し
た
蛾
き
の
齢
併
は
、
機
舶
な
刈
附
の
静
取
に
は
、

健
り
な
く
鈍
っ
た
腕
で
聴
は
さ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
を
す

べ
て
ハ
、r
vて

こ
獄
の
僻
」
で
あ
る
。
対
特
が
ご
殴
を
併
い
て
一
一
一
貯
の
鎚
砂
を
と
』
の

へ
る
の
も
、
蹴
臨
乱
判
が
ハ
ゾ
ド
ル
会
躍
っ
て
紗
え
ず
附
概
慨
に
持
を
限
り

な
が
ら
傑
越
す
る
の
も
、
山
町
船
宿
対
践
が
即
応
附
に

M
4って
対
蹴
の
砂
船
に
織

粧
す
る
の
も
、
いづ
か
も
こ
の
齢
っ
た
践
の
、
銃
伊
き
に
な
ら
な
い
も

の
は

か鐙盛一一ら

な
い
の
で
あ
る
.

「
府
孤
』
は
鰍

を
あ
ら
は
ず
翻
で
あ
る
。

骨
ぜ
れ
い
な
締
を
さ

L
げ
る
の
も
、
部
を
純
つ
み
俗
し
を
貯
け
る
の
も
、

け
が
を
淑
め
る
訟
を
す
の
も
能
祭
で
あ
る
が
、
そ
れ

-
Z
傑
へ
て

俄
を
概
鶴
し
ゅ
く
慨
に
、
部
対
な
る
恐
設
が
あ
る
。

と
い
ふ
の
は
、
倣
に
は
猷
却
を
砕

か
す
泌
が
あ
る
.
磁
を
さ
ム
げ
て

、

携
を
除
い
て
、
m
m
u
z
m
m
翻
す
る
必
の
悦
は
慨
が
、
」

A
ろ
に
叫
附
け
て
ゐ
る
­

w
mは
刈
を
似U制
御
す
る
慨
よ
り
の
苧
が
か
り
で
あ
る
。

‘
鉱
マt
t
v
，
、-Z
L》
作

、

.
v，
、
，
、
，
，
‘

怒
川
陽

L
'
υ
-
v'
"

『
殺
の
掛
川
引
を
け片
足
す
る
」
と
は
、
功
徳
b
E市
町
し
と
げ
た
仰
や

-

侃
F

る
こ
と

が
磁
け
れ
ば
拙
い
だ
け
、

W
衡
に
政
む
ぷ
怖
が
臨
め
ら
れ
て
ゆ
〈
の
で
ゅ
の
る

が
、
腕・村
一
徹
で
は
、
そ
の
ザ
猷
の
持
と
な
る
も
の
こ
そ
仰
向
縦
で
あ
る
。

隊が :tt申ーーる

陪
e
u

-
z

a
'
e
z

・

6
金
A
V
B

茸

仰
が
「
一
一
一
見
の
雌
」
と
な
る
・
』
と
が
で
き
た
の
は
、
「
関
脇
な
怒
〈
成

抑
制
さ
れ
て
ゐ
る
」
か
ら
で
あ
る

.

向
。
句
ら

-

a
-
z
n

A
E
S

，
、

ほ
ゐ

聞
の
こ
と
も、
削H
W
Mのこ
と
も
、
胞
に
総べ
た
泌
り
で
あ
る
。
欲
はl
ヘ

附
にr
え
ぬ
き
の
も
の
で
あ
るが
、
そ
れ
は
仰
を
材
と
す
る
脱
と
な
っ
て

毛
、

設
に
現
い
も
の
で
あ
り

、

ま
た
そ
れ
は
、
献
し
い
診
に
織
か

れ
て
ゐ
れ
ば
い
ド
そ
こ
な
ひ
は
な
く
、
そ
れ
が
お
跡
に
府
し
と
げ
ら
れ
る

'
z
a
ほ
と
O

開
閉
に
仰
が
あ
る
の
で
あ
る
。

<+
>

8 腕霊; gi
.ま はじ費V

主 あて司直'
‘4 が照E 智句
にん 功《 さの

・ï .. ず如7
しのと き
かカ主 いは
ら 。 占、

んと
と
な
L 

+
七

い
つ
ま
で
も
お
や
い
て

鯨
十
仰
聞
の
蹴
慨
も
艇
が

h
v仰
山
で
あ
る
@

-
』
与
に
「
罫
?
と
あ
る
の
は
、
山
鉱
山
慨
に
?
￡
ら
れ
な

い
静

m
rであ
る
。

山
川
附
ば
、
仲
川
町
を
仰
除
す
る
が
』

M
Uを
対
な
り
判
な
り
ゆ
っ
て
ゐ
る
・
こ
の

《
誉
ヨ
・

・
句
"
‘

.. 6

・

自mは
川Tく
も
子
供
の
う
ち
か
ら
阪
は
れ
る
.

対
抵
の
や
慨
は
、
肌

r
m
w
に
川
町
き
臨
ひ
を
し
て
概
た
ち
の

M
U
b
E

僻
め
さ

せ
、
き
ら
ひ
な
伽
は
ど
う
蹴
へ
て
も
較
を
つ
け
ず

、
叫
に
す
る
こ
と
を
が

• 

• 



'. 

書、~*-; 降が花一一る( '�) 

m
cが
め
て
ゐ
る
。

対
き
く
な
る
と
、
島
併
に
秒
併
の
い

h
や
う
に
、
m
m
b
E
b

る
の
が
は
川
似

で
あ
る
。
開
砂
に
し
て
も
鰍
い
も
の
伊
き
が
「
お
は
駅
紛
が
匙
ら
ぬ
」
と

伊
V
や
械
を
、
あ
ま
い
も
の
伊
き
は
「
附
す
ぎ
る
」
俄
に
脱
っ
て
ゐ
る
。

や
は
り
酢
針
勝
宇
の
併
般
で
助
て
、
部
し
い
仰
向
慨
を
が
』
炉
、
出
め
て
ゐ
る
の

で
あ
る
-

m
w備に
よ
っ
て
は
、
一
邸
政
ひ
つ
め
た
対
に

m
Mず
ド
'
匙
ん
で

、
ど
う
し

‘
令
官

-
-
b

，
.

て
も
そ
こ
か
ら
的
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
絹
叙
が
可
な
り
泣
ん
で
ゐ
な

が
ら
、

必
慨
に
は
路
弘
知
は
鰍
問
い
と
脱
ひ
な
さ
い
と
統
へ
ら
れ
、
そ
れ
を
倣

じ
て
郷
和
慨
を
川
町
り
と
ほ
し
、
協
に
映
り
献
し
の
つ
か
ぬ
や
う
な
脱
が
あ

川
凶
司

、
、

企

る
の
も
、
つ
ま
り
A帽
を
言
、
止
め
た
や
う
な
も
の
で
あ
る
。

俗
際
政
対
の
つ
も
り
で
も
、
同
川
附
は

m
wらず
/
\
の
う
ち
に
r
rを
お

っ
て
、

h
r
m
r

を
嫡
除
し
、
仰
さ
く
臨
ま
り
扱

い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
続
に

「
併W和
」
に
叫
が
け
、
「
山
仙
沼
し
戸
、
脱
さ
ど
る
な
さ
ひ
ろ

ρ
ー
と
し
た

侃
府
知
ち
で
、
慨
の
こ
だ
は
り
も
な
く
、
島
併
の
山
町
か
れ
た
砂
蹴
で
、
あ
ま

ね
く
砂
駅
を
砕
む
こ
と
を
純
む

べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
蹴
眠
隙
似
の
が
』
的

cが
貯
き
舵
ら
れ
て
、
鈴
川
し
た
部
ゃ
ぎ
が
、

,
U 

い
つ
ま
で
も
鎖
く
で
あ
ら
う
。

十
八

E
A
Vじ
e
b

注
と
W

乞
貧
に
見
る
備
の
す
が
た

鰍
十m
mの
街
特
は
、
献
に
酔
げ
た
僻
儲

|
l
鯨
阿
即
問
か
ら
鯨
十

m
mの
蹴

• 

川
町
ま
で
の
、
則
的
の
酔
般
と
締
山
口
に
慨
き
か
け
る
抑
制
伽
の
般
と
を
、
わ
が

h
v

‘

h
M
F

之
島
左

に
持
ち
た
い
と
い
ふ
蹴
ひ
の
ぷ
叫
純
で
あ
る
。

い
か
に
出
船
な
備
飴
で
も
、
た
ど
そ
れ
を
齢
へ
勝
げ
た
ど
け
で
は
、
わ

が
併
に
仰
の
鵬
慨
も
な
〈
、
羽
川
く
除
伊
の
も
の
で
あ
る
.

供
、
出
版
郡
部
は
僻
般
を
掛
・
げ
て
、
そ
れ
を
釘
砂
わ
が

h
vに持
ち
た
レ

と
脱
じ
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
蜘
は
獄
一
府
で
砂

べ
た
や
う
に
、
た
H
Aの

術
舗
で
は
な
く
、
部
肢
の
倣
に
が
っ
蹴
枇
の
却
で
あ
る
が
、
こ
の
艇
あ
っ

て
こ
そ
、
は
じ
め
て
艇
般
に

「
総似
の
併
さ
」
が
蹴
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

鱗
般
と
い
ふ
た
と
て
、
一
つ
と
し
て
は
叫
蹴
を
織
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

必
慨
が
蹴
は
し
う
る
隙
り
の
鈴
臨

m
m慨に
、
備
阪
や
倣
ひ
ル
る
こ
と
が
で

-
t広
v
e

m
て
織
が
の
体
内
訟
で
あ
っ
た
畑
山
脈
ば
必
は
、
ぽ
も
あ
ら
う
に
、
む
対

宮
、w
r
u

尾
"
ゆ
が
・

に
仰
の
説
討
を
眺
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
@

あ
る
酢
、u
A
M
叫
が
併
仙
の
岱
料
、
府
の

三
慨刻
版
の
い
~
V
Uにさ
し
か

か
ら
れ
る
と
、
そ
こ
の
や

べ
た
に
隠
れ
続
々
勝
い
て
、
→
・
仰
の
わ

U
A
h
が
獄
み

を
佐
う
て
ゐ
た
。
山

n々
は
そ
れ
に
除
を
山
め
る
な
り
、
剛
山

く
す
る
と
，位

:
t

・

l

し
く
ん
む
討
に
蹴
っ
て
苧
を
俄
せ
、
そ
し
て
鋭
い
や
」
即
へ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

島
写
‘.t

n

お
供
の
品
砲
が
、

「
僻
脱
踏
の
対
郎
訟
の
お
蜘
釘
で
、

れ
』
お
に
ん
か
取
な
ど
さ
れ
る
よ
と
は

と
息苦ー
っ
、

そ
の
わ
1, 
-d お
す
す
る
と
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「
件
の
将
に
は
、

m
mい
艇
を
し
て
ほ
を
ぷ
叫
刷
れ
た
り

、

川
川
を
酢
か
し
た

り
し
な
が
ら
、
ど
バ
り
さ
う
な
般
を
し
て
ゐ
る
品
仰
が
あ
る
の
に
、
あ
』
し

た
出ω鉱
は
似
の
川
駅
ゆ
も
慨
か
ず
、
川
町

べ
た
に
附
ね
る
扮
雌
さ
は
、
ま
さ
に

僻
の
お
認
さ

と
服
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
態
弘
へ
る
訟
に
つ
い
て
、
「
わ
が
裂

の
が
て
」
と
た
れ

て
あ
る
の
に、

北
川M叫
に
品
加
を
伊
け

ね
ば
な
ら
ぬ
。

織
か
ら
抑
制
川
触
と
、
膿
む
も
の
に
ば
か
り
齢

b
zつ
け
て
、
九
即
叫
引
の
倫

相川

b
4mれ
て
ゐ
る
喰
う
な
こ
と
で
は
、

そ
の
峨
ひ
は
府
職
し
な
い
に

h
mまっ

て
ゐ
る
.
む
か
し
ギ
リ
シ
ャ
の
苅
対
鞭
執
が
、
尉
ば
か
り
を
島
つ
め
て
鈍

い
て
ゐ
た
ら、
前
炉
舟
へ
砂
ち
匙
ん
で
し
ま
っ
た
の
も
、
知
く
わ

が
併
の
殿

も
と
を
勝
れ
た
昨
め
で
あ
る
.
川
町
よ
り
も
蜘
ひ
の
附
ふ
附
か
な
以
は
、
鰍

入
山
間
に
齢

ベ
た
や
う
に
、
わ
が
す
川
町
一
制
に
勝
て
、
ザ
鮒
の
畑
山
が
慨
を
か

る
こ
と
へ
鯨
占
ハ
W
に
あ
っ
た
や
加
の
鵬

μ
z限
く
こ
と
で
あ
る

。

，
、
，z
-
-
-
M
t
M
4

9

h

・
‘

し
か
も
、

そ
れ
ら
の
功
徳
と
知U
Eは
、
ふ
し
ぎ
に
も
念
品
聞
か
ら
続
き
川

かさ担成 一一ら隊 が 花ーーーる

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ハ+
ご

と
の
臨V
し
献
慰
せは

禁
宮
駅
作
動
桜
f
et

e
訟
の析
の
廷
は

句
，Na
n
a
，

d
e

b
--

ま
さ
に
珍
妙
の
・
を
爾
す・

《
し

+ 
九

L

ん

τ
，
内
、

企

ぜ
い
hv
g
t
f

信
を
天
地
に
取
る
は
蹴
憲
の
極

い
よ
/
\
松
伎
の
山
間
ま
で
お
っ
た
。
-
』
の
貯
十
一

w
mが
獄
図
訴
で
あ

る
「
こ
の
郎
か
磁
除
す
る
と
、
持
ゅ
は
印
刷
版
し
、

-
』
，
、
‘
，

凶}伊
ゆ

・
・

品
股
仰
引
か
ら
犯
が
降
る
」
と

い
ふ
こ
と
が
、
ど
う
し
て
怒
ひ
に
な
る
の
で
あ
・
勺
う

。

一
む
を
蹴
ひ
と
島
て
、
「
扮
郡
部
臨
艇
」
の
十
一
即
問
の
討
猷
は
、
四
四
恥
が
砕

か
れ
て
あ
る
の
だ
と
一
封
ひ
山
附
さ
れ
た
の
は
、
叫
間
企
織
の
鰍
二
和
船
脱
却
々

で
あ
る
。
ま
こ
と
にζ
の
ご
稲
慨
は
、
純
治
の
訟
を
よ
〈
川
町
ぬ
か
れ
た
け
は

刈
が、
般
協
にm開
た
さ
れ
て
の
お
能
動
に
滋
ひ
な
い
。

伸
也Wル
配
備
は
、
取
ら
の
似
備
に
得
た
っ
て
、
山
川
附
の
除
め
に
は
を
鴎
け

つ
〈
し
た
艇
を
P
て
ら
れ
、
ど
う
あ
っ
て
も
、
店
附
に
似

く
館
駅
加
と
し

て
、
こ
の
艇
を
断
締
せ
ね
ば
肘
ま
な
い
と
い
・
払
助
か
を
時
め
ら
れ
た
。
そ

の
燃
か
が
抗
ひ
と
な
っ
て
、
-
』
の
「

m
w
m
叫
続
問W」
に
h
rげら
れ
て
ゐ
る

i
-a
a
v
-
-

a円
巴

で
舎

z
'
b

の
で
あ
る
が
、
今
、
い
よ
/
\
探
ひ
の
必
後
の
よ
彼
と
し
て
恥
げ
ら
れ
た

の
が
こ
の
一
怖
で
あ
る
。

器
鍛
は
「
こ
の
m
wも
し
加
砂
川
制
せ
ば

:
:
」
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
ぷ
は
「
川
町

-

A

f

an 

集
る
か
ど
う
か
守
っ
て
ル
ょ
う

時
と
々
が
や・?な
、
払
招
ないほ
持
ち
で

は
断
じ
て
な
い
。

}

・
・
品T・

a
h
-

・

6

・
'
・
6

E
J
S

そ
れ
ど
・」
ろ
で
な
く
、
寸
断
の
始
め
から

.

4札
持
活
の
絡
ま
で
.
唯
'
』
れ

て

ゐ
‘
.
M

句九d
r

aw
ιr

・
'
z
r
n

，

天
川
畑
を
相
手
と
し
て
、
問
い
約
取
が
紡
ば
れ
て
あ
る
の
で
あ
る

。

ど
う
し

• 
一



て
お
を
「
も
し
鵬
御
す
る
や
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
」
と
骨
ふ
や
う
な
、

倣
の
な
い
秒
併
に
船
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
滋
山
間
和
郎
の
附
耐
の
俄
ひ
は
、

店
慨
を
撚
ふ
一
紙
に
慨
し
、
飢
を
抗
品
川
町
に
恥
っ
て
、
蹴
か
の
鴎
を
留
さ
れ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
防
砂
を
ゑ
ぐ
る
倣
の
駆
除
は
、
川
断
ず
尽
ゅ
の
臨
に
こ
た
へ
る
か

ら
、
昭
か
胤
…
附
す
る
と
、
そ
の
税
び
に
感
動
す
る
の
で
あ
り
、
持
心
は
跡

儲
か
ら
加
怖
を
働
ら
す
の
で
あ
る

。

か
や
う
に
塾
儲
の
的
ひ
札

γ・
俄
む
総
倖
の
問
問
で
あ
る
か
ら
、
た
と
へ
織
対

に
は
蹴の
や
が
な
く
主
も
、
訴
は
鯨
問
献

で
あ
る
と
、
船
時
品
川
川

は
料さ

か Z包 慮一一

れ
る
の
で
あ
る.

か
く
て
鍛
四
依
は
、
山
町
り
動
け
ん
ば
か
り
の
政
蹄
伐
を
作
ち
こ
ん
で
、

鋭
ひ
の
箭
勲
の
鱒
び
と
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
.

ら降が花

•••• 

•••• 

ー一一る

臥U説
、
阿m
b
m
町
の
駅
殺
を
齢
っ
た
が
、
脱
ひ
訟
せ
ば
、
こ
の
将
幻
は

『
仙w

m川
間m
mHの
m
鵬
な
一
服
で
、
似
の
脈
の
臨
艇
が

z
m恥
は
せ
ら
る
k
明
治
で

あ
る
.
よ
〈
も
対
院
に
織
を
と
っ
た
と
、
位
に
な
っ
て

m
m
m
w

を
除m
wなく

a，
内
町

-
e
F
沼
山

仰や

C
-
m

さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
上
、
述
ぶ
る
所
は
、
卑
し
い
心
に
}
ぱ
い
に

鵬
り
向
山
た
舵
じ
を
、
幻
併
に
臨
し
た
鰐
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
燃
て
、

ひ
た
す
ら
航
w
m
wす
る
よ
り
熔
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ

a
sに
似
の
抗

々
。
“
鈎
ゐ
，

a
A
U

ま
号
制
“
，
匂
篭
凶
e
a，

願
を
た
の
み
て
、
念
仰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
う
し
た
甲
賀

V冊
も
演M
す

る
こ
とが
で
き
る
の
を
、
悦
よ
り
の
、

唯
一
の
磁
び
と
し
て
ゐ
る
。
ハ
終
り
〉

( f7) 
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風
に
ま
か
せ
て

総
川
崎
叫
叫
が
八
十
六
鍬
の
停
認
の
階
、
秘
的
に
域
総
た
し
た
執

持
ペL
よ

m
v
L

甘
い
柄
本
台
立
し
も
の

-
n

が
あ
っ
〈
役
所
に
引
か
れ
必
剰
を
一
五
波
さ
れ
た
・
舗
は
そ
の
ポ
を
紘
れ
み

'
v・
8
4

G
M跡
、
，

u
-ユ
-
-
-
-
E
'

仙
机
品
昂
を
願
っ
て
H
品
た
が
、
総
を
仰
げ
る
こ
と
は
附
殺
な
い
と
あ
っ
て
、
ど

う
し
て
も
的
さ
れ

γ
、

ぜ
ひ
に
鰍
に
舵
せ
ら
れ

C
が
が
っ
た
.

「
前
一
級
制
な
こ
と
を
し
た
。
わ
し
は
配
の
特
設
謡

、

況
に
治
以
艇
の

時
事
事
い

4
亀
e
b
h
h
3

2

3
E

お
を
飲
へ
た
れ
ど、
そ
の
紋
猟
の
士
山
も
紺
ら
と
な
り、
樹
首
の
行
も

串
ー
た
ら
か
，
へ
時

H
I何
事
?
』@
も
&

役
に
放
た
な
ん
だ
の
か
、
出
州
〈
な
る
よ
は
化
巡
行
は
れ
ず、

と
の
地
に
肘

っ
て
恨
の
舗
が
あ
ら
う

J

ξ
時
も
山M
M
V税さ
れ
た
か
の
苧
う
に
鍛
し
ま
れ
た
。
そ
し
て
議

、

A
V
E
S
こ
る
‘
。
，
み
け

a・

p
・

2
Z
F

ら
め
a

い
た
，

Z

除
・

re
-
­

m
染
の
衣
に
鼠
の
袈
銭
、
頭
に
は
市
川
伎
を
孤
き
、
手
に
は
か
酌
措
怖
を
持

向
。w
瓦

τ
・"

で

2
6
f
e
F

切

ち
品
問
と
与
を
郎
ら
・

μ
て
し
ま

っ
た
.
か
〈
て
、
制
し
桜
に
町
る
と
、
制

z
'
〈
x
f
w

い
‘

o
b
n

、
‘，

a
p

砂
土

9
6
2

頭
剛
印
刷
明
と安
ふ
赤
の
併
を
賞
ひ
祭
け、

そ
れ
に
濁
り
梁
ら
れ
て
ま
さ
に
恥

で
'
・

似
し
よ
う
と
し
た
‘

時
い
た
の
は
、
災
吋
と
も
臨
ん
で

W
Vし
て
ゐ
た
対
で
あ
る
。

付
の
純
を
叫
ん
で
黙
を
服
っ
た
が

、

r
d
刊と
し
て
鵬
ぜ
ら
れ

な
か

っ
た
.たむ
量
&
ご
宮
内
多
こ
島

E

「
お
名
曲
山
崎
川
し
う
御
座
り
ま
す
る
。

ζ

れ
か
ら
何
れ
へお
必
し
桃
山
ば
し
ま

ι
z
 

す
か
。
」
と
州
ふ
と、

制
時
，
、
も
ゐ
-
z
u

い
づ
み
川
袋
持
の
常
に
な
が
れ
て
し

い
ま
問
料
は
岐
に
ま
か
せ
て

a
H
h
f
b
Z

金
事
担
こ
か
ぜ
除
合
併
主
‘
い
づ

と
除
じ
給
-
tと
共
に
、
折
し
も
縫
っ
た
瓜
に
艇
を
あ
げ
て
流
れ
と
共
に
何

ず
と
も
な
〈
断
れ
て
枠
か
れ
た
。



< ~8 .> 

. 

後殺がカ努一一1B1の一一 刻

寸
，

t
a
-
-
'

e
1
l

，

l
'
e
'

・
・
1
t
'
t
B

1

一
が
ず
崎
ケ政
の
縦
断
を
府
い
て
磁
吋
，
を
伊

…
ず、
例
制
繁
の
が
献
を
M
Mげ
て
、
織
り
が
A
P

-

-
t

:
;

5

5

 

一
の
制
州
安
に
似
の
制

M
r・を
謝
へら
れ
た
。
般
十
一

一
く
・
・
一

4

2
b
z

←
同
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
胞
憶
も
新
た
な
と
の
附
近

一
では
的
紙
な
抵
抗
叫
の
が
を
僻
ら
な
く
と
も
、
儲

…
v
m
mの-
訟
に
侮
帥
川
す
る
椛
縦
一
栂
特
部
品
吋
の
が
を

-

'

h

v

'

 

一
知
ら
ぬ
も
の
は
な
い
@

一
品
刊
の
鑓
ゑ
し
特
か
っ
た
の
で
が
必

一

b
'
A

伊

巳
と

s
'
n

や
ル

E

-
e
L
a
v

一
引
と
す
ふ
務
で
留
守
の
拙w
w
mへ品
叫
さhw・9
。
犯
者

一
は
附
品
川
れ
の
パ
川
町
鵬
践
の

w
m
m
で
→
ツ
対
き
〈
.
伊
崎
し

一
み
に

同

・ν
を

'
'
s

-

L
W

か
れ
《

a
T

一
て
え
る
。
岡山
っ
て
心
臓
の
弱
い
記
者
は
彼
ρ
却
叩M胞

-
i
i
i

i
 

一
の
都
府
を
強
一
以
慨
に
も
と
考

J~
た
の
だ
。

一
伊
射
の
椛
艇
の
w
m
m
は
載
っ
て
鴎
鮮
な
六
一
応
川
町

一
守

E

』
S
E

Z
E

士
事

E

一
で
ト
ロ
フ
ィ
ー
血

T
m
念
投
配
叫
が
燦
然
主一郎
毒
、
出
伸

一
に
は込
叫
古
紙Y
T
T
慈
地
髭
鰐

一
の
齢
制
が
あ
る

。
か
つ
て
の
脱
冊
悦
瞬
吟
燃
の
m
H

一
E
雪
主

主
ぞ
肺

一
筋
長
か
ら
附
ら
れ
た
も
の
だ
と
官
ふ

e

一
カ
ツ
キP
七
叫
吋
械
を
栃
叫
叫
が
山
両
げ

る
と
附
が
に

一

w
Z

お
企

一

ト
ン

F
1
1

と

ρ
シ
プ

段
を
ふ
み
な
ら
す
普
が
し

p
~
f-J
 

一
た
.
綿密
に
イ
ル
p
y
に
-
ニ
ジ
ラ
ン
ド

に
川
品
川
仇

-
ふ

〈
色

a
Z
停

E
-
9隈
b

，
Z

安
置
〈

X
4
ロ

L
E

一
e
地
で
削
岬
け
る
配
本
の一足
跡
を
光
抗
野
に
も
附
し

，ーー--一ーーーーーーーーーーーー司，ーーーーーーーーーーーーーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一----暢

ス
ポ
ー
ツ
精
神
医

• 

-
・

そ
の
ニ

努
力
が
最
後
の
勝村

枇

講

千

じ
ら
参
い
信

-
R自
己
を
見
出
す

川
竹
即
帆
船
舶
燃
の
仰
向
は
織

b
rなど
と
昏
ふ
も
の
は
峨
ど
婚
ら
な
か
っ
た
し

、
ま
し
て
ヲ
ソ

の
蛾
紙
な
.
と
は
砂
鶴
だ
も
し
な
か
っ
た
の
で
す
。

織
勘
の
齢
服
村
町
駄
に
苅
っ
て
か
ら
も
蹴
蹴
は
テ
ニ

ス
を
や
っ
て
ゐ
た
の
で
、
ス
パ
イ
グ
な
ど
は
島
た
聡
誌

な
い
静
穏
で
し
た
。

例
制
船
山
川
そ
ん
な
縦
舵
で
あ
っ
た
抑
制
が
ど
う
し
て
時
間
砂
蹴
起
を
北
町
場
す
る
備
に
な
っ
た
か
と
骨
ふ

と
、

根
締
に
郡
山
川
の
勝
鋭
か
ら
で
し
た
。
在
庫
定
イ
タ

9
L
;

ノ
申
プ
‘
，
hに
てV

そ
れ
は
織
が
緩
コ
一
議
の削
機
的
の
鳴
で
し
た
・
畿
大
千
，
制
ル
問
題
与
さ
が
あ
っ
て

、

そ
れ
に

は
封
俄
村
山
静
織
が
断
ても
い

与
の
で
、
一
物
か
ら
五
一
報
ま
で
潜
っ
て
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
す
。
秘
も
閉
山
敵
特

併
に
そ
の
総
務
に
仰
た
の
で
し
た
が

、

勝
燃
に
も
は
北

純
白
を
臆
し
て
一
艇
に
な
り
ま
し
た
。

酢
併
で、
島
引
を
槌
み
な
、

臨
し搬
な
訟
仰
を
惨
た
う
れ
し
い
隣
な
船
が
跡
縦

、
と
しず
段
い
て
於
ま
し

-
V
Jグ
に
つ
い
て



• 
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一
3
1
ツ
訟
を
聞
い
た
俄
で
、
畿
の
時
に

目

"
k

A
Z
UF
C
&
l
z

ヲ
z
a
h

一
決
ぷ
と
、

司唱
力
へ
て
な
い
.
そ
ん
な
事
&
新
聞
で
厳

~
い
だ
がM
m
d
?

の
幻
憎
を
鯨
つ
け
る
艇
に
な
る
。
川
町

一
艇
が
い
縦
だ
と
仰
向
ふ
・
対
唱
の
紙
に
は
が
だ
抗

4

一
る
が
的
叫
す
ら
な
い
』
と
=
?
?
=
除
の
船
側
部
引
は

m
z

z

・
か

h

一
興
両
日
に
際
る
の
で
あ
っ
た
@

一
盤

、

ζ
の
織
を
時
制23
2
M

，
六

一
r
，
時
抑
制
時
5
4

疑
似
J蹴
，p
m

一
て
川
郡
引
は
付
制
舵

W
M
M
m
r
m
m

三
十
一Mg十

一
九
肘
八
を
げ
し
た
・
祇
る
怒
川
品
川
悦

r燃
て
時

一
務
取
一
怒
裂
を
恨
っ
て
航

i略
さ
れ
んT

一
脈
日
制と
山
内
に
蹴
る
ハ
犯
者
〉

た
桃
山
山
続
時
の
脱

却
山
で
あ
る
。

:

t

'

l

h

;
z

't
z
ｭ

紘
配
見
ポ1
ツ
川
悦
怖
と
し
て
W
Uん
な
ぜ
耐
を
射

し
て
蹴
何
の
働
か
ら
炉

、
附し
た
ば
か
り
の
部
品
吋
は

c
e

巴
ん'
z
，
、
"

、
‘
事

黒
人
色
か
と
忠
っ
た
に
、
失
念
たh
へ
て
ほ
っ
そ

・
・;
‘

.
0
g
b

も
た
い
〈
曾
か
い
宅
急
事
ま

り
国
慢
色
の
術
叫
円
苧
観
劇
酬
は
秋
山
骨
の

z
a
を
抑
へ
た

旬
、

に
A
d
E
J
向
川
噌

も
の
と
は
以
は
れ
ぬ
ほ
ど
日
本
州
問
に
キ
ヤ
ジ
ャ
で

こ
ユ
ゐ
和

-

v
z
ζ
&

ル
烹
桂

d
f

小
柄
で
あ
る
が
晩
、
F負
け
た
棋
だ
け
ば
抽
引
い
時

C
&

色m
g

い

の
w
v
で
も
は
っ
き
り
従
・
え
て
ゐ
る
J
と
品
目
ふ
ほ
ど

Z
-

o
e

い
v
a町

e
-
k
，
、

v

az

の
負
け
ず
織
ひ
な
紙
"
が、
以
カ
が
附
山
手
に
た

だ
よ
っ
て
ゐ
る
。

----
幽'
 -

• • 
曲@ 也

••..••• 

, •• 
e
 
.
.
.
.. 
,n-----

一一一一--------一ーー・・・ーー'一一一一一一一

に m~ れ 務合Jt ，Tいた
l反& たるし見之でふ
りもとかし毒l;~ か{{.瓜
かのゴ酬したは 、再偲
与 』ふ自ヒの自包'&0ま と
る、か分E で己ζ 中53刷
会\(.すすにすとにふ
持者ぐか長量。習いもか
もそな約'1 ..;.・ そ
なの白ヒ 同様・ も ん 必S
か綴詑{If.l:そ のな昇縫
っ訟を却 を勝と

た
の
で
す
。

村
間
取
を
柄
拘
胤
す
る
蹴
公
が

m
v

艇
に
姑
服
し
た
の
で
民
総
制
般

を
齢
期
す
る
艇
が
仰
砕
す
、

目丸

山
磁f
p
け
て
怒
し
ま
し

た
e

山
間
ル
ザ

は
、
静
峨
を
仰
し
さ

一
例
山
町
側
お
と
し

- Mf でてへ
継ですーす
の 、が王手2 れ
会 ー・ 、!l!Jßば
停去 年堅右主め 、
とぶレ の すも
同Z 願司 4恕ば
綴t ~)た ょ
に 1]\‘ ':$\.か
こ *"邸つ
年早ずの t.ニ
激Z 、市ヒの

め
ま
し
た
。

ね
ん
か
ぬ
晶
、
・A
，
，a

し
か
し
こ
の
二
年
刷
の
兵
役
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が
ど
ん
な
に
私
の
心
身
の
総
般
に
役
立
っ
た
か
と
都
ふ
械
を
脱
へ
ば

、

般
っ
て
蹴

鵬
のm
m山
市
で
一
飛
で
す
。
除
け
航
ひ
な
知
山
市
は
あ
っ
て
も

、

そ
の
ω
m
m
m

を
慌
時
さ

し
て
、
議
封
に
b
vつ
ま
で
に
緋
訟
が
'
る

砂
町
対
が
、
川
町
に
は
貯
り
な
か
っ
た
の
で

す
。
日
内
密
の
版
刷
刊
に

、

織
肋
一
の
帯
訟
を
齢
制
働
し
て
封
肌
聞
の
対
的
に
術
部
へ
峨
慨
し

ま
し
た
が
、

h
wの
鳴
は
一
一
一
郎
磁
っ
て
僻

れ
て
し
ま
ふ
樹
な
静
潟
で
し
た

。
け
れ
ど

か
和
紙
館
協
二
戦
は
、
仰
向
に
こ
の
砂
対
蕊
艇
の

瓢
織
を
慌
時
雌
に
蹴
へ
て
く
れ
ま
し

た
。

そ
し
て
総
隊
隊
に
燃
て
も
、
聴
を
島
て
は
舟
崎
動
機
越
の
織
散
を
お
こ
た
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

域
間
に
釦
芯
を
島
峨
し
た
の
で
す

.

m
m恥
佐
川
町
は
齢
慌
の
酔
脱
船
に
政
め
ま
し
た
が
鴎
さ
へ
あ
れ
ば
縦
触
を
は
げ
み

ま
し
た
.
制秒
を
サ
ボった
m
mでは
測
し
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、
酔
品
川
悦
の
山

r砿
よ

り
も
、
競
る
郊
の
時
慨
が
鈍
か
っ
た
か
も
飾

れ
ま
せ
ん
。

も

-
"ん

e
A
A
7

-
R知
思
報

僻
脱
船
に
蹴
秒
し
な
が
ら
郡
部
の
餓
ら
ラ
ン
=
ン
グ
の
峨
松
宮
駅
け
、
側
駒
内

械
の
熊
取
泌
祭
邸
に
は
、
部
搬
船
械
で
一
概
，

w
m
b
に
一
一
一
物
を
仰
ま
し

た
。
件
臓
が
鞭
い
ら
れ
た
よ
ろ
こ
び
に
、
節
制

.

伊
川
僻
越
川
4
m附
け
、
伽
湖
北
の

.一
一

慌
の
縦
断
を
川
町
は
そ

y
ト
ー
と
し
て
ゐ
ま
し
た
・

昭
和
七
戦
の
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
齢
の
帯
蹴
で
は
、
根
将
、

山
川町刊
蹴
濫鳴に
つ
い
で三
鶴
、
と
な
っ
て
蛾
桜
山

和
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

m削
減
のお

恩2

刈
に
す
弘
め
ら
れ
、
時
加
じ
ぬ
刊
叫
昨
仙
川
船

b
E払
即
し
て
此
減
、
減
収
に
は
川
燃
し
て
羽
山
術

院
に
踏
ん
即
日
む
協
を
臨
め
る
涜
に
な
り
ま
し
た
。

机
仰
の
続
的
恥
は
自
に
二
十
入
総
に
滋
し
て
ゐ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
阪
で
、
あ
や
ぶ

ま
れ
た
の
で
す
が
織
酷
は駄
の
酢
倣
を
う
ら
づ
け
て
く

れ
ま
し
た
し
、
マ
ネ
ー
ジ

ャ
駄
械
停
の
殺
が
も
お
ば
ぬ
硝
艇
い
お
伽
恥

で
、
グ
γ
/
\
と
融
制
剛
を
却
げ
て
伊

ζ
と
電

.. 

〈
棋
が
出
来
ま
し
た
e

し
か
し
必
臨
の
部
や

、

阿
川
臨
の
舵
却
と
品
目
町
ふ
も
の
は
い
つ
も
鵬
誠
に
輸
出
似
の

み

都
く
と
は
隙
り
ま
せ
ん
、
総
も
潟
、
昨
も
な

く
ス
ラ
ン
プ

に
附
ち
ル
り
、
ど
ん
な

に
椴
概
し
て
も
政
ふ
慨
に
伊
か
ず
、

M
Hけて
ば
か
り
ゐ
ま
し
た。

日山h
v織
艇
を
酌
で
て
般
ば
く
も
な
ら
ず
し
て
、
叫
持
骨
骨
織
に
献
る
部
し
さ
、
純

し
さ
、
澱
が
島
燃
に
あ
ふ
れ
る
の
を
鍛
じ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
山
町
は

h
rだ
、
臨
蹴

怒
川
の
艇
を
舵
脱
し
た
働
総
の
様
に
滋
し
な
か

っ
た
の
で
す
@

脱
が
マ
ネ
ー
ジ
ャ
の
助
械
山
町
は
倣

ω仰
の
山
川
で
、
川
町
の
か
う
し
た
だ
ら
し

な
き
を

僚
船
し
て
よ
く
お
仲
恥
日
さ
い
ま
し
た

。

械
に
山
町
の
治
川
桃
山
間
一
蹴
制
は
、
仰
向
の

開
即
刷
版
幽

m
m仰
の
仲
を
引
棋
に
鍛
っ
て

部
隊し
て
凡
さ
い
ま
し
た
。

朝
家
出
応
遁
タ
焚
抜
人
役
浮
沈
以
時
明

従
不
回
光
銭
向
日
若
無

m
u池
忽
排
附
制
収

浴
陥
知
己
堵
口
押
崎
山
渇
市
m
m呼
同
期
総
生

生
死
何
回
世・大附
輿
邸
側
魂
鎌
遜
収
減

内
崎
柵
山
間

脳
同

こ
の
停が
猷
ゅ
の
叫
仰
の
知

鳩
を
よ
く
却
は
し
て
限
び
酔

つ
の
始
却を殿
へ
て
く

れ
ま
し
た・

議
F
、
そ
し
て
慨
裟
に
齢
り
な
き
続
長
げ
て
ゐ
ま

す
.
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感
銘
く
た
は
、
作
伊
る
階
、

m
m簸
疋
の
肺
吟
に
お
る
鴫
は
邸
併
と
漉

を
必
て
く
れ
る
も
の
で
す
が
一
目
刷
新
前
の
か
げ
が
さ
す
と
ル
む
さ
も
し
な
く
な
る

の
が
院
で
す
.
織
に
酪
献
や
、
配
鶴
に
獄
て
あ
り
が
ち
な
も
の
で
す
が
、
川
川
械
田
町

は
栂h
v倣訟
の
必
だ
け
に
、
秘
の
き
う
し
た
伸
郎
般
を
鵬
め
ら
れ
て
レ
つ
も
般
ら

ぬ
脱
殺
を
艇
し
て
賠
碍
に
政
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
・
こ
の
勝
股
の
磁
針
の
一
に
も

と
山
町
は
概
舵
秒
却

、

山
川
織
の
総
酪
紗
鍛
に
蹴
っ
て
船
混

v
m附
け
ま
し
た
.

-
Rベ
ル
リ
シ
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
。

s
a
皇
制
一
曲
一
闘
に
ご

開h
w十
制
服
廠
即
m
m
u
対
齢
に
ブ
タ
ペ
ス
ト
ヘ
獄
似
し
ま
し
た
が
、
抑
仰
は
純
蹴
の

節
協
で
峨
械
を
視
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

、

し
か
し
供
惜
の
鰍
時
柏
町
併
に
蹴
て
ゆ
る

脈
融
対
で
し
た
.
織
に
ス
ト
タ
グ
ホ
ル
ム
で
持
の
鵬
び
ゆ
た
判
明
泌
を
助
て
五
千

，

制
ピ
陪
材
搬
除
鍛
十
五
一
例
フ
ラ
ッ
ト
を
山
附
し
た
鳴
の
よ
ろ
こ
び
は
併
も
部

れ
ま

せ
ん
。

胞
に
関
鰍
俄
ゆ
を
蹴
聡
し
、
影
中
ハ
ン
ガ
リ
、
イ
タ
リ
ー
、

の
玄
ケ
康
対
齢
に
獄
て

x
d
T、
一
m叫
に
船
腕
し
て
蹴
る
慌
が
仰
僻
ま
し
た
.

m
wけ
て
聞
い
V十
一
斜x
m
m
、
ベ
ル
リ
ン、ォ
リ
ν
ピ
γ
タ
対
的
齢
制
叫
に

T
A守
一
服

隊
撤
川
に
前
提
靴
恥
般
を
即
し
て
向
哨
れ
の
対
併
に
附
川
慨
す
る
悦
に
な
り
ま
し
た
.

m削
除
の
榊
艇
は
肱
ゅ
の
艇
で
す
か
ら
時

H一
げ
ま
せん
が
、

抑
仰
の
郡
川
の
載
ら
な

さ
か
ら
邸
機
制
酬
を
獄
蹴
し
え
な
か
っ
た
艇
は
特
鳴
ら
り
ま
せ

ん
。
燃
、
航
山
町
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
誼
鳴
が
一
一
一
々
で
牒
の
諮
船
を
部
し
め
た
と
争
中
間
仰
な
閉
が
制
限
に

m
mは
っ
て
、
駒
山
冊
で
も
対
秒
間
配
に
な
り
ま
し
た
が
、
あ

れ
ば
拠
し
て
酔
釦
で
は

ス
イ
ス
、
問
材
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1、

τ
品
名
い
だ
ん

*
天
才
は
断
じ
て
な
い

フ
イ
ソ
ヲ
γ
ド
の
抑
制
執
の
腿
い
の
は
川
附
し
て
蹴
郊
で
は
な
い

、

紙
椴
は
も
っ
と

応
い
幼
協
が
あ
る
。
倣
ら
は
、
倣
ら
の
附
織
を
政
ん
ず
る
蹴
枇
、
仙
府
対
を
川
抑
て
蹴

一

っ
て
ゐ
る
。
慨
織
を
事
ネ
概
の
織
敵

、

や
一
脇
の
鮮
が
に
的

Hふ
も
の
が
あ
る
か
ら

一ま
ひ
、

で
す
。

一の
凝
b
、

潟
村
と
か
、
勝
却
の

h
rと
争
ふ
戦
を
必
は
よ
く
骨
ふ
の
で
す
が
持
説
や
猷
却
の

一

a
e

，
府
民I
H
B

む
し
ん

e
v
v

た
加
か
く

ν
老
齢
即h
H
'

E

は
組
問
蜘
叫
に
な
い
と
私
は
信
じ
て
ゐ
る
し

、

私
の
飽
絡
が
鐙
明
し
て
くれ
ま
し
た
。一

般
つ
い
禁
な
ど
と
?
の
が
議
し
て
熔
一
?
な
い
二
一
一
一
一
純
で
す
ぐ
純

一

虚
弱
飽
改

造
の
物
療
器

殺
を
誠
じ
て
は
い
け
な
い
@
川
ぬ
く
と
も
十
舗
や
り
ぬ
く
慾
が
な
く
て
は
、
軍

事
費
目
子
陸
晴
可
文
己
最
芯
住
民
治
団
主
Z
hか

だ
と
邸
中
の
で
す
。

特
許
ヲ

1
+
T

-一
一一日
差

i
b
U
E
β

晶
t
v
副
司
"
否

T

号
民

2
2
E

腔
《

引
相
は
日
常
生
活
に
畿
走
を
あ
て
は
め
て
港
へ
て
ゐ
ま
す
例
へ
ば
問
削
閣
を
好
き

な
山
内
は
、
}
口
問
酔
み
掛
る
と
出
血
め
た
砂
併
は
、
ど
ん
な
に
ね
む
く
な
っ
て
も
蹴
に

な
っ
て
も
そ
れ
に
配
け
ず
に
除
み
伸
る
慨
歓
を
し
て
ゐ
ま
す
が
、
織
艇
の
蹄
抑
制
が

掠
る
艇
に
き
う
し
た
時
腕
川

町
臨
も
蹴
抵
は
鰐
ル
に
指
般
h
r
h
府
るm
mに
な
っ
た
純
は

ス
ポ
ー
ツ
鰍
献
の
m
r対
な
舵
へ
だ
と
よ
ろ
こ
ん
で
ゐ
ま
す
。

働
総
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
川
織
の
蹴
除
融
制
鰍
を
町

r
M制して
猷
ん
で
ゐ
ま
す
。

な
く
、
縦
の
的
対
が
携
っ
て
ゐ
た
か

ら
で
静
廿
ぬ
が
な
い
の
で
す

。

却
し
時
対
漉
制

き
〈
せ
ん
で
》
汎
.
、

が
三
川
引
で
脱
線
し
た
ら
や
は
り
あ

h
し
た
策
般
に
削
る
で
せ
う
か
ら
、
彼
ら
が
故

丸
町
に
鵬
除
し
た
と
は
ス
ポ

l
y
マ
y
と
し
て
械
は
伐
じ
た
〈
あ
り
ま
せ
ん
。

も
う
一
郎
却
の
m
m疎
対
倣
を
叫
附
し
て
鰍
抑
制
殺
し
ま
す
。 石

崎
・
萩
原
・

長
涜
三
階
率
博
士
推
奨

-
P
4

定
償
一
閃
サ
銭

1
明吋
川

崎
店
料
内
地
十
肉
銭

l

寸
凋
1

代
引
一
間
五
拾
銭

蟻理

用皐

健

店協

遁

醸

症

動
脈
硬
化
症
、

脳
充
血
、

腕
蹴
血
、
低
血
腿
症
(肺
結
核
、
潜

伏
結
核
、

貧
血
症
、
祭
養
不
良
)
不
眠
症
、

慢
性
の
下
痢
、

め

ヒ
ス

7
9
1

、

榊
経
表
弱
、

常
智
頭
焔
、

府

偏
頭
痛
、

眼
の
疾
患
、

脳
を
使
ふ
職
業
の
も
の
。

二
日
酔
、

説
明
容
進
基

送
料
四
十
五
銭

代
別
十
銭
世
市

川
録
、
線
、
鮮
、
満

、

・
災
刷
れ

定
債
七
回
五
十

銭

委
賀
元

京
市

平小
掻悶 布
替 ノ L.I )11 

5 枇 E
二代 澗
九"I"tn 七
J\ ・5五ノ

長部 四
喧
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昌き 重:

水雲

子E

壷

阪
融
和
か
ら
抑
制
へ
い
叫
し
離
れ
た
鴎
に
、

仙
川
のWと

一昨
ふ
総
統
が
為
り
ま
す
。
こ
与

・か
ら
m
mを
貼
る
と
、
対

離
の
鴫
だけ
し
か
舗
を
仰
せ
な
い
駄
が
あ
り
ま
す
.

仲
の
駄
を
お
邸
の
川
ゆ
と
一
昨
っ
て
同
町
り
ま
す
。

対
留
し、
件
の
駄
に
冗
十
刈
ば
か
り
の
総
脇
が

h
r

ん
で
ゐ
ま
し
た
。
も
ち
ろん
蹴
も、
的
も、
お

総

も
、
お
酔Jもあ
り
ま
し
た。

-」
』
の
刈
滋
は
応
肱
に

政
時
相
ば
か
り
で
、
仰
の

よ
い
俄
で
し
た
。
明
北
対
肱

に
附
協
や
慨
即
削
げ

h
mは
叫
ぼ
〈
、
輸
の

M
Wに
あ
る
お
悦

に
は
鰍
問
、
お
紋
の
執
が
抵
か

→
仰
は
峨
ず
お
税
。 に

停っ
て
砕
り
ま
し
た
。

除
の
お
齢
に
枕
波
かの
一
蹴
の
前
い
、
却さ
な
お

蜘w
pが
邸
仲
の
憾
に
叩
叫
ん
で
仲
り
ま
し
た

@
m僻
へ

に
山
町
る
と
、
仲
に
か
限
臓
が
峠
の
以
に

m
w
き
る
と
、

き
っ
と
ユ
つ
の
お
助
w
pの
山
川
誌
の
印
が
釣
る
と
幌
へ

ら
れ
て
ゐ
ま
し
た
。

あ
る
制
約
か
な
峨
の
眠

、

椴
吋な
椀
し
い
慨
搬
を
ふ
配

せ
た
Je仰
の
仰
な
が

、

あ
わ
た
ど
し
く
一
蹴
の
脱
を
貯

-
Y
F

‘
ふ
例
制

te

い
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。
雌mに
舟
が
止
ま
っ
た
かと

脱
・
ず
と
、

そ
の
娩
は
、

部
し
き
う
な
臨
で

、

「
十
イ
/
\
」
と
嚇
び
ま
し
た
。

m
mか
た
附
だった
の
で
、
川
川
の
山
川
滋
の

敢
に
よ
〈

限
え
ま
し
た
。

「
お
や
併
除
以
山
総
だ
ら
う
」
「
仲
ん
だ

、
あ

の
踏
は
」

と
一
昨
ひ
な
が
ら

、

あ
ち
ら
の
お
利
か
ら

も
、

こ
ち
ら

の
お
認
か
ら
も
、
慨
に縫
っ
て
如
ま
し
た。

そ
の
践
は
、
ハ
ア
/
\
と
鳩
い
峨
づ
か
ひ
を
し
な

〈

る

が
ら
苦
し
き
う
に
、

A
W、
、
静
i
w
e
n
-
h
a
o
­

「
水
丸
信
だ
」
と
畝
M
Wっ
て
ゐ
る
の
で
、
ぬ
の
人

は
、
対
向
山
ぎ
で
お

mね
から
加
と
体
慨
を
ゆ
っ
て
h
rて

や
り
ま
し
た
.
か
ぶ
り
つ
く
槻
に

、

ム
シ
ヤ
ム
シ
ヤ
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2 く
した
たち
。ま

ち
の
う
ち
に
、

す
っ
か
り
不E
ら
げ

し
ば
ら
く
し
て
、
そ
の
暁
は
、
舶
の
戒
に
判
的
き
即

し
、
館
山
仰
を
駒
即
し
て
、
除
け
る

と
、
山
怖
か
ら
は
椴

山
山
な
慨
削
慨
が
キ
ラ
/
\
と
舵
い
て
仲
り
ま
し
た
、
そ

の
寸
つ
を
映
り
山即
し
て
、

倖
服、
と精
密
く
れ
た
店
に

「
柄
艇
う
、
す
っ
か
り

m
vま
し
た
、
お
訟
に
件
れ

を
一
つ
蹴Mま
す
」
と
灘
し
ま
し
た
。

‘
4
i
E

ひ
と

-
F
-
F
a

一

貰
っ
た
ぬ
の
人
は、
ピ
カ
/
\
鯨
い
て
ゐ
る
、
見

凶
た
税
も
な
い
、
裁
し
い
怒
慨
を
て
笥
に
の
せ
て
、
観

山
き
知
ら
も
、
うれ
し
さ
う
に
踏
め
て
詐
り
ま
し
た
。

・

‘
川
市
の
必
滋

・鳥
蹴
き
ま
し
た
。
一
臨
慨
し
に
幅
段
へ

h
や
っ
て
撚
た
の
だ
ら
う
、
醗
制
加
を
椴
此
帰
っ
て
ど

。
う
し
た
の
だ
ら
う、対
肱
な
臨
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
と
そ
の
吸
は
『
制
は
峨
ふ
の
低
に
僻
ん
で
ゐ

て
、
仰
に
や
肋
蹴
な
く
町

制
し
て
仲
り
ま
し
た
が
、
腕
い

。
鴨
川
河
が
耐
り
ま
し
て
、

m
J
m
な
舷
蹴
をU
Wきか
け
て

「
械
を
賊
ら
し
、
蛾

山
閉
ま
で
も
映
り
に
山
市
る
と
仙
附
い
た

の
で
、

却
制
ぎ
で
鵬
械
を
ゆ

H
ん
な
峠
の
蹴
に
恥
せ
て

、

唱
、
っ
と
跡
げ
即
し
て
貯
ま
し
た
、
ど
う
か
し
ば

ら
く

峠
の
以
に
か
〈
な
し
て
玲
さ
い
』
と
踏
み
ま
し
た
。

榔
を
肌
附
い
た
駄
の
店
は
対
慰
問
慨
し
て

、
悦よ
〈

引m
m
w
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
妓
の
一
昨
っ
た
艇
は

銭
く
雌
で、
邸
は郡
山
川
で
お
俄
必
に
郡
山
町
は
さ
れ
て

、

-
-
h
z

・

や
っ
と
蛇
の
ぬ
に
逃
げ
て
来
た
の
で
し
た
。

そ
の
件
以
の
ほ
滋
は
栂
膨
ら
ず
仰
よ
く
蹴

い
て

伊
り
ま
し
た
が
、
銅
山
川
は
到
し
も
働
か
な

い
で
鍬
山
内

鉱
山
仰
を
や
っ
て
は
お
粉
を

m
ひ
、
酔
つ
て
は
齢
る
、

静
き
て
は
伽
み
し
て
ゐ
る
う
ち

.

殿J引
と
概
械
も
併

な
く
な
っ
て
貯
ま
し
た
。
齢
川
川
町
な
く
な
っ
て
勲
る

と
、
こ
ん
ど
は
お
鶴
と
峨
静
へ
た
蹄
臓
が
併
し
く
な

っ
て
貯
ま
し
た
。
い
つ
か
き
っ
と
尉
殿
し
て
や
る
と

卦
ふ
は
が
舟
鯨
に
旭
き
く
な
っ
て
如
ま

し
た
。
ど
う

し
た
ら
、
う
ま
く
聡
践
す
慌
が
仰
知
る
か
と
館
関
税

へ
縦
め
ま
し
た
。

ゆ
め
る
お
苅
仰
の
よ
い

h
v、
将
殿
ら
ず
お
制
刊
に
酔
つ

組
r
u
e

か
怖
が
ん
篭

h

・
、

て
、
鑓
人
が
.
フ
ラ
/
\
と
糊
叫
に
山
て
円
昂
る
と

、

叩
十

ぬ
が
七
、
入
店
お
緋
さ
ん
の
け
川
り
に
叫
っ
て
、
い
附
か

お
慌
で
も
叫
附
い
て
ゐ
る

m
mで
し
た
。
出
和
っ
て
伶
く

e
v

ζ

幅
官

u
--
u
h

と
、
お
爺
さ
ん
の
此
ん
な
判
的
が
耳
に
入
り
ま
し
た
・

a
v
e
-

h
.，

a
M
L
M

回
Md

『
お
血
借
り
に
符
く
あ
の
お
仰
の
お
獅
子
の
日
五
は

ね
、
地
獄
や
ゆ
簡
が
あ
っ
て
、
ル
町
の
駄
が
飽
く
な
っ

た
り
、
必
ゅ
に
な
っ
て
以
刊
が
附
け
た
り
す
る
と
、

き
っ
と
耐
協
の
お
伊
げ
で
、
臥
が
鶴
る
ん
だ
よ

、
だ

か
ら
ね
お
勝
争
の
酢
現
の
蝕
が
獄
っ
た
ら
帥
臼
な
一
織

に
、
線
科
の
部
除
な
ん
か
伊
い
た
ま

aA、

→
階
もm
w
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〈
、
為
の
蹴
ふ
の
限
ま
で
酔
げ
る
ん
だ
よ
』
と
一
昨
ひ

鎚
る
と
、
長
辞
一
階
に
船
ゲ
ま
し
た
.

側
崎
川
崎
は
お
鯨
さ
ん
の
件
の
鵠
を
、
じ
っ
と
除
き
ま

し
た
、
そ
し
て
恕
プ
ラ
/
\
と
磁
ゆ
を
鈍
い
て
よ
一
、

一
-
干
併
も
邸
内
い
た
鴨
、

「
?
と
と
す
て
:
〈
掛
尚
一
葉
抑
制
い
鰐
ひ
釦

を
し
て
、w
mゆ
か
ら
輸
の
方
針
。
酔
し
ま
し
た
・

き
て
、
皆
川
叫
が
お
鵠
の
献
に
や
っ
て
幣
て
除
る
と
、

な
る
ほ
ど
コ
つ
の
旭
き
危
お
跡
や
が
搭
ん
で
倖
り
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
臨
め
て
ゐ
た
能
川
は
、
さ
も
鰍
し

そ
う
な
関
戸
を
し
て
お
誠
に
隊
り
ま
し
た
。

そ
の
峨
結
く
、
皆
川
ん
は
、
燃
側
の
岱
ん
で
あ
る
税

い
械
を
、
仰
さ
く
瓜
〈
、
四
つ
知
っ
て
、
除
服
粧
を

・
為

-
e

・

b
'

持
っ
て
、
お
宮
へ
、
こ
っ
そ
り
と
的
観
け
ま
し
たe

そ
し
て
、
そ
の
掠
い
総
に
砕
服
組
そ
伊
け
て
、
コ

つ
の
お
跡
干
の
幅
減
の
酔
誌
に
鵬
仲
げ
て

・
・
'
u
n
a
'
L
a

ミ
L
G

『
こ
れ
で
よ
し
/
\
、
さ
あ
削
明
日
は
関
白
い
切
に
な

る
ぞ
」
と
旭
町
悦
び
で
、
お
裁
に
隊
り
、
院
に
双
り
ま

し
た
が
そ
の
峨
は
、
仲
ん
だ
か
和
し
部
く
、
時
刻
勝

っ
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
う
か
う
す
る
う
ち
に
、
聡
の
鍔
が
殴
川
勝
。
な

え でさつ えアてはつ
抵抗E 二T..-: しうて袋苦て/ 、波Z て
め~たな雨章{主恩e \減量も策・
まの。、でどりとになま
し滋量 詰~o もんま卦‘小3 いし
たが し降ふよしふ波Z L た
。外2 締りりた笠宮の乞ー ト
滋撃で い出足と 。がバ比“今哲

人企聞き 籾2 し tlU 聞きサえ籾2
r 

r 弓 ;;1.1f

'5)]勺〉

縫"は
らう
れつ
まら

zi 
でじ
して

一V
3
-
4

・
・

/J,/ 

，γ寸二d，

た
。鰐

側
、
恥
侃
の
か
ん
砥
い
臓
が
隙
え
ま
し
た
、

『
お
仇
却
さ
ん
、
お
跡
や
の

m
m
m
叫
が
糠
く
な
っ
た
』

M

-Z

旬
-

t
"

-

b

4・・

と
こ
、
一一
一
僚
聞
え
た
か
と
思
ふ
と
、
犬
人
の
駆
け
似

し
て
伊
く
脱
税
が
し
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
跳
か
に
な
っ
た
か
と
邸
中
と
、
除
も
な

く
、
横
川
叫
な
川
底
叫

W
M
M
の
プ
ウ
/
\
と
一
昨
・
ゐ

r
総
問

か
ら
関
川
し
〈
斡
い
て

h
rま
し
た
、
す
る
と
畿
に
、

臨
か
だ
っ
た
紫
、
伊
る
察
特
く
く
お

ぶ
臨
、
宇
併
の
住
之
晴
、
対
肱
な
臨
ぎ
に
な
り
ま
し

た
。
議
す
る
と
限
び
一
腕
怖
か
に
な
り
ま
し
た
-

m定
は
「
ゃ
れ
〈
」
る
き
品
ら
う
と
す
る
と

除
け
て
勲
る
思
叡
が
隣
ぇ
、
そ
れ
が
断
ま
る
と
院
が

サ
ア
?
と
あ
い
て
、
脱
却
訟
で
ゆ
街
に

「
き
あm
wく
こ
の
助
か
ら
、
抑
仰
滋
と
一
階
に
按
げ
る
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ん
だ
、
知
胞
が
山
町
き
る
、
俗
い
拘
く

t

よ
と
ゆ
ひ

んrて
ま
し
た
が
館
山

川は
ゆ
'
ヲ
/
\
と
線
砕
い
て

「
そ
ん
な
税
は
あ
り
ま
せ
ん
よ

、

な
あ
に
対
必
日
常
で

す
よ
」
と
骨
ひ
ま
す
と

、

「
い
や
き
っ
と
伊
に
か
珍
き
る

、

お
梅
干
のmv五
が

穂
く
鎧
っ
た
、
さ
あ
明
く
/
\
」
と
館
も

せ
き
古
て

ま
し
た
、

館
山
ん
は
し
か
た
が
な
さ
さ
う
に

「
で
は
仰
向
も
密
げ
ま
す
が

、

儲
さ
ん
寸
周
知
き
に
侍

っ
て
玲
さ
い
、

鶴
町
仰
を
帰
っ
て
悦
あ

と
か
ら
山
町
野け

l
z
z喝
の

v
a

ま
す
よ
」
す
る
と
ぬ
の
人
は

「
い
や、
既
械
は
ど
う
で
も
よ
い
、
鈍
が
対
m
v
だ
、

警
は
邸
た
け
で
潜
る
の
だ
、
明
く
く
」
こ

れ
そ

仙
附いた
慰
問川は
一
腕
淑
酢
い
て

「
お
越
へ
/
\
』
と
卦
っ
て
住
た
う
と
も
し
な
い
の

で
、
川
明
の
刈
も
、
し
か
た
が
な
〈

「
で
は
伊
な
舗
に
伶
く
よ
、

m
wくお
砂
げ
な
さ
い
よ
」

と
撒
協
に
一
昨
っ
て

、

除
け
山
附
し
ま
し
た
。

「
ゃれ
く
、
こ
れ
で
し
め
た
も
の
だ
」
と
黙
は

賊
苧
を
静
み
な
が
ら
椴
び
ま

し
た
。

僻む
い
h
rを
こ
す
り
/
\
牒
印
刷
に
川
町
て
貼
る
と

、

慨
能か
の
般
に
、

即
日
ん
な
蜘
っ

て
、
機
約
で
も
し
て

ゐ
る
僚
に
、
四
・
も、

五
も
の
砂
で
、
ギ
イ
/

\

ギ

一-，Q

イ
/
\
似
の
峨
ι
v航
へ
て、峨
ふ
の
的
に
む
か
つ
て

伊
く
と
乙
ろ
で
し
た

。
総
印
刷
に
は
品

作
創
の
縦
が
一
郎

縦
し
き
う
に
あ
る
だ
け
で
す

。
肢
を貼
れ
ば
必
勝
寸

つ
も
ル
え
な
い
鵡
し
い
以
で
す

、

鶴
は
傑
〈
、

和
し

綿
い
織
で
し
た
。

「
き
て、

ぼ
つ
/
\
佐
慌
に
か

L

ら
う
か
』
と
お
裂

に
双
り、対
き
な
鍬
を
脇
山
町
し

、

一
蹴
/
\
ゆ
・
ヲ
ゅ

う
と
双り
匙
み、
酢
ぼ
し
い
榔
は
伊
な
誕
の
日
刊
に
ル

れ
、
川
叫
へ
h
rた
階
よ
り
は
椴
峨
の
も
の
を
、
際
艇
を

艇
ひ
な
が
ら
、

鍛μ円、ι慰
み
山
町
し
ま
し
た
。

総
ん
だ
鵬
は
、

総
燃
の
お
蹴
に
斡
み
匙
み
、
お

U
m

は
踏
ん
だ
伽
で
蹴
ぽ
に
な
り
ま
し
た
。

『
ゃ
れ/
\
こ
れ
で
結
旭
併
収
を
し
た
わ
い

、

以

・
9
6

ほ
か
・
・

の
奴
絡
は
山
内
腿
ば
か
り
だ
、
き
あ
山
川
相
別
け
よ
う
か
、

あ
っ
と
、
ま
だ
鵬
が
肥
っ
て
ゐ
た
わ
い

、

こ
れ
も
酔

み
匙
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
」

と
w
m仰
を
鶴
川
と
僻
ん
で
お
認
に
た
り
、
剛
山
山
掛
川
内

ほ
E
-
"

・
L
L
・h

・

利
を
削
割
っ
た
か
とm必A
と
、
く
ら
/
\
と
足
下
が
絞

ら
宮
、
か
つ
て
ゐ
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
ザ
イ
ギ

イ
お
い
剥
が
紗
り
縦
め
ま
し
た
。
際
か
ら
蝕
引
な
山
慨
が

的
市
ち
縦
め
ま
し
た
。
ゅ
の
院
か

ら
貯き
却
げ
ら
れ
る

鴇
な
怖
が
し
ま
し
た

。
総
が
館
協
に
な
っ
て
、
臨
へ 縦

め
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
ミ
日
/
\
と
お
将
が
舵
け

る
訟
が
し
た
か
と
帥
い
か
と

、

苅
加
山
伊
仙
町
ち
て
、
旭
き

な
慌
が
販
の
猷
り
に
掛
町
ち
ま
し
た
.

品
市
町
智
伊
村
で
も
が

い
て
も
、
対
き
な
組
が

帰
っ
て

ゐ
る
の
で
艇
け
ま
せ
ん
、
「
蹄
け
て
影

れ
」
と嶋び
ま

し
た
が
、
も
ち
ろ
ん
必
は
臨
も
酢
り
ま
せ
ん
。

そ
の
う
ち
、
総
の
放
か
ら
ゴ
ウ
/
\
と

倣
鍵
い
慢

が
際
え
てh
wま
し
た
.
お
総
の
慨
鮮
も
あ
る
問
問
な
旭

蹴
が
鈍
か
ら
/
\
m
m
宰
せ
て
貯
ま
し
た
。

と
う
/
\
件
の
肢
も
旭
蹴
に
静
ま
れ
て
齢
ひ

、

加
納

店
も
と
う
〈
誌
に
すれて
敵
ひ
ま
し
た
.

こ
れ
か
ら
峠
の
倣
も
地
ん
で
一
特
に
一
砕
し
か
昨

日Wを
b
せ
な
く
な
り
ま
し
た。

川
叫
の
ω川
滋
は
山
判

く
聞に
砕
い
てm
wかり
ま
し
た
。

磁
的
で
、
蹴
脳
血

T
似
闘
に
倣
悦
蹴
い
、
駄
の
川
滋

は
、
船
山
川
が
峨
な
た
〈
ら
み
を
や
っ
た
時
と
は
此
は

ず
に
、
知
恥
町
り
術
協
や
側
胞
の
お
略
た
と
叩
叫
ん
で

、

一
瞬
仙
悦
漉
く
、
政
院
に
脱
し
て
、
砂
げ
て

h
pた闘

で
、
m
mび
特
和
な
執
が
』
な
酢
を
躍
し
ま
し
た
。

議
く
部
川
の
艇
か
ら
即
た
時
に
な
り
ま
し

た
。

一
特
に
一
昨
し
か
除
え
な
い
お
幽
の
駄
に

、

蹴
な

鵡
酷
い
お
部
が
あ
っ
た
の
で
す
。
ハ

を
は
り
U
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い
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J

小
倉
市
岬
組
問
惣
口
ι

…

同
新
制
制
根

水
回

一
:
'

.

づ
吋
}
a
TZ
失

…態
臓
の
献
み
に
除
き
ぬ
掌
の
栂
…事
ば
み
な
酔
う
て
酔
り
蹴
第
一

e
h
'

一

酔

…

敵
訪
町
久

郎
仲
闘
機

山

東
京
問

中

鏡
子

剛

一什

χ
?

を

す
京

一

蹴
協
議
総
仰
に
け
の
計
一
鑓
の
峨
備
に
せ
界
川
喜
一

醐
・

4
AV
へ

・鎖
倒
に
せ
ま
る
峨
あ
り
悦
服一
除
慨
に
峨mH
f、

，
け
山

山

1
1
d
託料J

一

和
田
献
山
自
殺
叫
宮
崎
子一

恥
一
例
川

Z

矢
似I

R

吟
石

山

一
東
京
鈴
木
内
岡
山w一
鰐
此
の
句
に
善
が
な
け
れ
叱
つ
ま
ら
&

一さ
み
だ
れ
や
問
う
つ
蹴
の
?
に
ご
り

一き
ざ
は
し
に
畿
の
掛
仰
を
き
ざ
み
け
よ

醐
t
t
t
p
c

‘
t

…
方
の
倒
。
旬
官
金
唱
え
約
時
刊
が
晶
つKら
笠
岡
一
下
閥
側
野
公
暗

部

一

背
務

M
W調
印

口
許
叩

協
同
一
品
鍔
誌
微
妙
れ

1
2・
一袋
縫
い
ド
れ
ぬ
け
が
い
明
…勲
慨
に
肱
へ
ば
憾
の
蹴
け
た
り
…
鑓
よ

り
も
間
た
や
鵬
なく

一

晴

晴
助
言
酬
明

Z
Aに
酬
耐
えth
E
e
相
ね
な
胞
の
…
中
川
公
開
滋
新
総
申
「
山
叩
外
相
悼
秋
」
を
兄

t
h
E

…

熊
本
市
牛
ぬ
淋
卒
-
品

V

鍛
滋
・
品
汁
地
帆
樹
子
叫

山
部
と
利
倹
ヲ
℃
鮒
d
a
n
刈
吋
い
渋
沢
叩
い
は
刊
お
り
鴻
替
の
若

g
f
z
締
句
母
子
守
じ
t
e

…
制
剛
山
山
の
炉
の
妙
に
つ
け
あ
る

も
よ
か
・1

…

，

吋
門
町
一
緑
川
崎
お
の
世
か
も
知
札
制

…

1
2

は
な
る7
作
ら
な
いm
z

…富
島
も
一
度
榔
し
窓

m
h
L
東
京
芝
紫
総
叩

コ
務
挺
諮
問
加
山

一
一
時
制
約
五
日
吋
は
い
砂
な
い
と
ま

…郎
総L怒
り
門
ひ
げ
M
M三
郎
す
み
まW
J
L

即
な
か
っ
*
・
掘
削
〈
し
て
集
札
お
で
あ
ら
う
・

一

一
議
院
仰
は
桝
削
以
側…

双
山
長
則
三
野
総
張
。
カ

1
テ
γ
を
ひ
け
ば
附
れ
ゐ
て
鰍
の
加
畑
山

庄
熊
山
崎
市
内
海
一
寸…
一
時
磁
器
申
旬

一p
yタ
酌
け
ば
隣
き
齢
み
砥
勤
務
一

端
円
必
管
内
川
嶋
一

一
砂
き
ぬ
れ
し
干
の
つ
か
み
た
る

p
p

一
綿
織ω側
一
奈
良
合
秋
郊
震
に
は
断
て
を
り
ぬ
砲
の
脱
一

山
市t一
一
一
一
日
刊
引
い
お
山
仰
い
い
同
制
日
山
岨

…
一
m
m
z

…
際
船
峨
抑
制
く

h
rゆ
る
や
税
岱

一

双
政
管
理
宏
子

4

…
大
人Z
撃
っ
た
ら
M
M
m
t
f
a
喜

一

一
側一
同
制
抑
制
…
票
制
町
久
保
闘
綴
…
椴
燃

み
剣
山
腕
か
な
り
酔
静
の
砲
叫

一
一
一
服
部
間
円
高
伎
役
一
部
協
は
せ
る
匂
…
栂
の
鑓

d
dて
際d
石

…お
議
抑
制
脱
刊
鵬
れ
て
山
口
日
日
一

一
郎
れ
れ
同
日
俳
誌
は
刊
ベ
的
作
詩
一
%
削

m
q

…
猷
郎
の
m
u
?を
み
な
か
な

-
f
t
時
間
金
深
川
明
山
男
一

四
て
叫
叩
へ
主
主
山田
ふ
宏
、
事
三

山

一
切
字

一が
ニ
~
円
以
上
事
志
向
利
一
同
戸
村
田
岡
正
『
ヴ

…川
俸
の
容
と
な
り
た
る
蕊
か
な
凶

酬
は
凶
伐
は
…
同
一
戸
川
政
切
に
割
前
を
符
ヲ

…

一
助
〈
句
一
蹴
縦
や
腕
臓
の
蹴
臨
時
ζ

一
‘
凱
味
安
武
輪
陽
子
一

也
で
あ
り
、
霊
お
い
て
1
い
は
な一
一
閥
抗
叩
特
例

m
E

一

撃
的

M
m明

き
桐
一
ぁ
・
刀
つ
き
に
少
し
見
て
ゐ
し
輔
の
ゆ
め
…

…
に
な
争
、
4
d
t民
品

一
-

M
q附
し
て
き
餓
ま
せ
る
護

…側
器
て
紗
へ
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蹄
の
う
ま
さ
か
な

一艇
がh
T
b紛
れM
F磯子
一

昨

Z
m
A

護
霊

一
此
2
2
(

を
か

A
h

な
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が、
之
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紳
衆
川
洋
朗
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一

波
京
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野
洛
銘
消
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一
献
…
Mの
縦
燃
き
ま
で
が
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ら
れ

し

…川
河
一
山
口
広
守
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す
る
感
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の
動
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三
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か
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七
、
鹿
ケ
谷

草
庵の

-
内
'

n
‘
.
'
歳
定

川
町砕
か
はか
う
し
たこ
と
が
あ
ら
う、
と
は
息
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
が、
依

り
に
も
明
く
脆
う
て
m
wた
脱
で@め
っ
た
.
ぬ
と
し
か
腿
へ
な
い
の
き
拘
る
.

ひ
と
L
き
献
の
斡
峨
は
こ
ん
な
も
の
で
は
な

か

っ
た
。
続
脱
税
姑
が
ぎ
っ
し
り

と
詐
め
か
け
て
臨
伊
の
m慨
に
く
れ
て
ゐ
た
の
だ
1
|
そ
れ
が
伎
はh
v
M
滋
コ
却
だ

け
が
と
り
服
され
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
勲
蹴
か
総
し
山
即
け
て
川
町
た
山
内
排
除
郎
、
つ

い
知
町
官
ま
で
な
つ
か
し
く
紡
勝
慨
に
取
し
て
ゐ
た
の
だ

l
l
そ
れ
が
仲
貼
へ
術
、

部
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ら
う、
担
服
さ
れ
た
徹
也

W般
に
は
協
も
な
く
、
わ
他
は
慨

さ
れ
、
対
は
こ
ぼれ
、
昨
削
げ
山
町
・
ち
た
術
、
如
、
そ
れ
句
作
か
い
く
つ
も
の
十
肢
で
蜘

み
血幽
さ
れてゐ
る
の
で
あ
る
。

仇w昨
ま
で
晦
い
て
ゐ
た

と
て
慨
、と
な
ら
う
、

川
山
畿
は
剛
山

ひ
撚め
て
蛾
紫
践
を
ふ

り
蹴
っ
た
。
.

「
踏
猷
ー
と
の
!
』

守
中臨も
も
ど
か
し
く
、

つ
』
と
際
に
かけ
酔
って
持っ
た
。

品
川
が
狐
っ
た
の
か

、

も
の
L
W
に
即
応
か
れ
て
ゐ
る
の
か
、
一
明
知
成
の
雌
限
は
か

っ
と
ル
蹴
か
れ
た
ま

h
で
あ
る
.
h
w
ら
さ
れ
紛
ら
さ
れ
た
側
勝
慨
を
ば
跡
し
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
き
ら
り
/
\
鱗

げ
泊
四
ち
る
の
は
搬
の
誌
だ
。
蹴
除

し
て
ゐ
る
の
で

あ
る
“
山
川
町
四
の
戸
か
飴
か
に
ぬ
へ
や
・
伸
び
て
ゐ
た
。 句

4
h・2
w

宅
ゐ

'

『
器
商ど
の
、

何
と
な
さ
れ
た
!

』
句
。
仇
ん

g

・v

・
-
F

j
s

j融
健
g
g
o

「
あ
り
が
た
い
・
』
と
で
ご
ざ
る
わ
、

伎
必
ど
の
、
午
う

m
mき
れ
よ
、

阿
煽
陀
仰
、

臨
時
饗
体
一
一
一
舵
の
臨
で
ご
ざ
る
わ
。
繁
は
れ
ぬ
禁
の
袋

、

制
叫と
伽

る
鑑
自
の
泌
，

、
将
う
討
す
れ
よ
、
こ
れ
鐙
ど
の、
怒
ど
のI
」

「1
1
1

」

『
お
滋
へ
略
し
て
印
さ

れ
、
間
総
ど
の
、

ぉ
、
お
創
備
で
ご
ざ
る

わ
I
」

わ
な
/
\
と
は
の
あ
た
り
に
蹴か
た
せ
、

臨
さ
へ
齢
縦
に
ふ
る
へ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。川

山
地
は
印
刷
れ
山
川
批
が
狐
っ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
脱
っ
た
。
臼
叫
鍛
蹴
の
こ
の

や
う
な
誠
を
貼
る
の
は
抑
制
め
て
ど
あ
っ
た
。
取
を
硲
ひ
、
仰
を

m
mひ
句ら
、
村
総

の
そ
ば
に
飴
り
容
っ
て

mmい
た
。

間
臨
ん
刷
伽
V
ωの
叫に
総
司
た
。

「
こ
の
}
材
、

創
備
にmmげ
ま
を
す
わ
」

「
併に
な
っ
て
燃
か
な
こ
と
、
m
mより
m
m飢
創
備
に
限
げ

た
こ
の
や
峨
の
蹴M
W

ど
も
に
臥
し
て
な
る
も
の

か
1
」

「mfを
駒
山
時
に
か

つ
て
、

一
此
献
を
限
ると
特
し
枠
っ
た
の
う
、

齢
の
信施νり
や
。

m
M引
の
悠
に
繋
が
あ
る
。
史
認
郁
仰

と
も
判
官
し
仰
っ
た
.
総
し
叫
が

鉱

山
町
加
に
蛇
録
制
の
訟

を
は
い
た
か
・
時
間
一
材
品
川
の
郎
、
部
川
の
倣
ず
る
獄

を
設
い
て
ゐ
る
ば
か
り
ぢ
や
!
」

「
さ
うVり
や
@
件
の
引
の

、

あ
ら
ゆ
る
九
ゅ
の
慌
化
は
、

m
w滑
れ
昨
悦
と
た
お
川
幹
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般
の
叫
に
山
め
ま
れ
て
ゐ
る

の
ぢ
て

伸
静
除
似
」
そ
鉱
山
凡
の
お
燃
で
な
く
て
附
で

あ
ら
う
.
燃
併
に
似
の
伊
川
町

が
あ
る
と
ふ
ひ
枠
る
の
ぢ
や

l
」

「
伽M
M川
も
仰
せ
ら
れ
た

わ
、
品Wい
貯
の
叫
ん
鵬
は
撒
恨
の
抑
制
を
隠
さ
ず

、

た
ど
創
M
m

R
ゐ
包
・
守
品
湾

内閣

の
行
者
を
の
み
崩
し
た
ま
・
占、

と
の
う
。
」

吋
引
い
仰
の
砕
締
は
舟
鰍
に
階
ま
っ
て

』か
っ
た
。
刊
以
獄
が
蛾
っ
て
コ

い仰
の
慨m
mをか

き
がて
た
の
で
あ
る
。
μ別
紙b
E
m
w

げ
山
附
し
た
献
に

は
慨
砕
も
抑
制
総
も
な
か
っ
た
。

湾
都
も
ぬ
誌
も
な
か
っ
た
@
ム
%
ま
で
は
院
と
し
て
骨
ひ
山
叫

ん
で
ゐ
た
地
情
・
付
制

限、
政
祝
僻一附
加
の
椴
縦
b
E、
こ
れ
か
ら
の
似
遊
説
燃
は
倣
峨
も
な
く
蹴
じ
て
伊

。
問
川

電

2

・

2
t

専
向

1

2

a
g
a
­

〈
の
で
あ
る
@
借
問
に似
て
は
治
行
く
人
LK
を
斜
め
、
砲
に
飾
つ
て
は
議
義
と

mm讃

に
ゆ
け
騰
す
。
銃
併
せ
ず
に
は
仲
ら

れ
な
く
な
り、
代
ω
r
b
r献に
は、
笠
間

の
い附w
d
り
も
れ
に
減
る
俗
臨
も

、

内
即
時
郎
村
に
は
品

配力
ら
な
く
な
っ
て
伊
く
。
間

般
の
「
俄
獄
」
た
る
と
こ
ろ
、

晩
鍛
の
「mM鍛
」
た
る
減
蹄
踏
附
叩
の
拾
い
除
か

、

こ
の
凶
器
の
が
品
目

け献
の併
に
既
日
ツ
蹴

め
た
の
で
あ
る
。

「
の
う、
間
般
ど
の
、

あ
り
が
た
い
・』
と
で
ご
ざ
っ
たわ
e

峨
はこ
の
溢り
に
婚

さ
れ
、
獣
に
は
桜
ひ
お
ら

れ
て
体
材
慌
の
働
協
も
な

い
。
け
れ
ど
悦
と
い
ふ
あ
り

が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
ら
う
の
う、

郡
川
は
一
恨
の
句

、

能
い
伸也wb
r船
般
の
倖
院

院
を
ゆた
の
νり
やl
」

a
z
--
内
海
ふ
陥

r
-
wb

LT
，
、
官

「
器
削
凹
ど
の
、

し
か
と
/

\
躍
に
殉
ず
る
の
句
附
ぢ
や
l

』

p
u

-
-、

.. ‘

ぽ
恰
守
ほ

主
事
ゐ

E
p

a，

}
汎月
雨
に
時
る
鹿
ヶ
谷
の
山
ふ
とこ
ろ
、

符
色
泊
ひ得
る
崎
鐙
の
一
隅
で、
ニ

仰
は
しっか
り
と
一
切
の
苧
市
そ
船り
し

め
た
。

• 

八

そ
の
秋
の
一
議

,ag' R
が
冴
え
て
ゐ
た
e

細
川
町
と
併
に
憶
え
る
織
の
知

、

援
には
一
山
川
の
鴻

も
な
か
っ
た
。
砂
き

ず
だ
く

蛇
の
様、滋
く、
溺
く、
械
のm剛
容を
砂き
ゆ
か
す
蹴
引
の
m

H
邸
は、
か
け
ても

め
た
り
の
防
け
さ
を
勝

-V
て弘
、
寸
M
m蜘
鰍を
総
め
て
伊
く
も
の
で
あ
る
.

崎
の
悼
の
期
間
川
い
が
胤
山
怖
の
叫
で

、

問
削
叫
は
却
の

・
』ゑ
を
肌
附
いてゐ
た
。
叫
骨

hrの

肱
部を
加
し
鍛
っ
て
か
ら

、
も
う
ど
れ
ぬ
な
械
が
紗
っ
て
ゐ

る
の
か
、

蹴
附
市
に
低

い
脱が
判
苅
に
献
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
た
。
一
山
貯

は
と
ろ
/
\
と鵬
り
に
砂
ち
て

和
っ
た
の
で
あ
る
が

、

h
T
m
rり
悦
鮫
脱
の
・
」と
が
静に
か
h
っ
て
鴎れな
い
の
で

あ
っ
た
。
織
れ
な
い
ま
h
に、
倣
は
地
刊
の
倒

、

孤
に恥
た
蛾
の
ことを
此
ひ
っ
"、

T

た
.

m
ω滋
で
は
臨慨が
す
だい
て
ゐ
た
.

総は
峨
の
叫に
ぽ
っ
か
り
μ
付
般
が
眠
い
て
ゐ
る
や
う
な
脱
却
駅

b必
ず
る
の
で

あ
る
.
地
く
静
ざ
し
た
蹴
の
叫
で
は
、
川
町
に
貼
た
却
が

U
AJと
館
野
ん
で
ゐ
る
。

践
の
や
う
な
却
の
鵠
で
あ
っ
た

.

w
L

レ
.
，
管

H
m

‘

n
o
，

ー

離
に
知
っ
て
ゐ
る
容
の
丸
だ
、
き
うmuふ
だ
け
で
煩
を
つ
か
む
や
う
な
も
の
で

あ
っ
た
。
白
川町
き
駅
、

?
伊M
mの
郎
、
ほ
っ
そ
り
と
紳
で
乃
さ

れ
た
は
の
縦
か

ら
、
も
の
甑
駅
し
い
智
伊
の
純
蹴
に
、
仲
齢
と
な
く
抵
叫

泳
ら
ぬ
紛
の
砲が
や
え

て
ゐ
た
。
炉
肌
剛
の
肌
測

は
一一一十
四
百
と
も
加
え
た
が

、

敵
齢
な
桜総
の加
減
と
も
み

悼
と

2
M

司
令

j

慣
用
民
鴇
み

・

れ
ば
以
抽・千
円
十
に
湿
し
て
ゐ
よ
R
P
か
と

も
忠
は
れ
た
。

そ
の
女
の
擦
が
ま
だ
耳
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に
つ
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
.
臨
だ
け
が
酸
っ
て
ゐ
て

、
き

て
腕
のM
Wで
慨
を
限
り

h
rっ
た
の
か
、
そ
れ
す
ら
脱
ひ
訟

T

』
と
が
仰
貯
な
か
っ
た
。
慨
に
つ
か
へ
て
二

十
傑
続
、
阪
険
制
に
は
ぷ
可
に
も
以
期
金
揃
い
て
み
た
、
』
と
も
な

い
mm畿
で
あ
る
。

そ
れ
が
脱
ひ
も
か
け
ず
、
な
や
ま
し
い
部
館
の
誠
に
蛾
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

「
的
被
と
も
あ
ら
う
も
の

が
、

p
d
L
に
と
ら
は
れ
て
ゐ
る
な
ど
!
」

か
っ
と
m
rを
膿
い
て
酔
怒
り
を
作
つ
。

限
静
静
る
民
の
獄
が
滑
川
町
と
酷
か
っ
た
。
そ
の
脱
獄

に
院
な
っ
た
蹴
鍛
勝
の縦

艇
が
恥
え
る
の
で
あ
る
。
備
に
紘
仰
向
と
附
を
山
町
て
ん
仲
っ
た
き

り
、
続鍛
蹴
は
ま
だ

殴
っ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
っ
た
.
こ
ん
な
こ
と
は
蹴
併
に
な

い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

れ
だ
け
に
殺
ぜ
ら
れ
て
な
ら
ない
の
で
あ
る
.

時
和
抑
制
艇
の

m
M幣
か
、
と
り
か
け
て
件
の
腐
は
船
ケ
舗
の
あ
た

り
そ
慨
僻
し
て

ゐ
た
。
職
邸
側
州
艇
の
照
材
と
い
ふ
こ
と
除
備
に
、
も
っ
と
蹴
郎
な

m
w枇m
m
w
を
m
w

g
t断
さ
う
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
た
.
す
で
に
出
制
服
必
の
加
は
滋
る
も
の
も

な

い
似
の柄
捌
。
で
ひ
ろ
ま
っ
て
ゐ
る
・
倣
併
に
は

、

そ
れ
そ
ど
う
嚇
と
め
る
こ

と
も

川
町
釈
な
い
の
で
あ
る
.
航
路
間
主
総
の
秘
殺
は
、
す
で
に
勲
勝
也
縦
断
せ
ら

れ
て

宮

M尾
崎
。
同

w

・
内

n
e
e

来
た
.
打
依
し
よ
う
と
し
て
は
、
そ
の
僚
に
返
っ
て
ぐ
ん
/
\
と

棚
か
れ
て
来
た

や
う
な
践
で
あ
っ
た
・
酌
町
蹴
と
し
て
は
動
の
作
ち
ど
こ
ろ
も
な
く

、
か
と
卦
っ
て

鰍
磁
の
抑
制
作
る
蹴
慨
を
ど
う
殴
酌
す
れ
ば
よ
い
の
か
・
伊
川
町
り
砂
た

ね
ば
な
ら
ぬ

の
だ
、

ど
の
や
う
な
劫
践
を
も
っ
て
し
て
も
、
邸
側
の
肌
州
市
を
滋
ら
ね
ば
な
ら

ぬ

の
だ
、
i
i
字
し
〈
・
み
え
さ
を
器、
こ
誌
に
昭
和
諜
の
篠
弘
て

る
m
m
m
mが
ら
っ
た
の
で
あ
る
。
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「
鎚
附
ど
の
、
h
mに
、
作
し
ゃ
附
溺
ひ
が
あ
り
は
せ
ぬ
か
い

・
が
叫
山
な
駄
ひ
が
帥
聞
い
て
く
る
の
で
あ
る
@
あ
の
甘
品
目
汀
献
の

h
v険
料
、
州
出
械
は
脳

路
ね
ら
れ
て
、
伎
で
は
が
の
ぷ
に
ま
で
、

ι町
内
略
か
蹴
っ
て

h
rてゐ
る
の
で
あ
っ

た

鵬
ら
う
と
し
て
酔
を
蹴
れ
ば
郊
の
，

W
M
L
に
か
ら
れ
、
却
の
翻
が
悌
え
て
伊
く

と
、
掛
町
紫
勝
の
こ
と
が
綬
ぜ
ら
れ
た
。
か
う
し
て
御
が
慨
砕
か

m
w怒
り
を
か
っ
た

と
き
の
こ
と
で
あ
る
.
あ
た
り
せ
わ
し
く
す
だ
い
て
ゐ
た
蹴
の
ザ
が
、
は
た
と
凹

ん
で
し
ま
っ
た
.
腐
は
ず

W
'
m
Z
捺
し
て
ゐ
る
、

之
、
般
を
跡
む
備
か
な
勲
ず
れ

が
滋
づ
い
て
帯
た
.

『
お
政
店
協
l
』

砕
き
除
れ
ぬ
却
の
W
み
砂
っ
た
臨
で
あ
っ
た
.

「
え
っl
』

倒
掛
は
取
を
胞
は
ず
に

m
r
b
れ
な
か
っ
た
。
山
部
醗
ど
の
が
鰍
っ
て

h
rたの
だ
、

e
 

と
こ
闘
に
思
ひ
込
ん
で
ゐ
た
の
が
、
外
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
仲
間
も
こ
の
夜

本

'
E
Z
l

E
け
に
女
の
勧
4
い
を
み
よ
う
な
どh
は
砂
さ
ら
に
厄
ひ
も
か
け
ぬ
こ
と
で
あ
っ

た
@「

昨
砂
の
鵡
と
お
殿
山

v
凡
さ
り
ま
す
る
か
』

再
燃
か
ら
郊
の
踏
が
仰
向

Jヤ
る
の
で
あ
る
.

槌
は
ず
に
ど
う
し
て
静
ら
れ
よ
う
。
鉛
は
ど
う
甑
紙
し
て
よ
い
の
か
さ
へ
地
ら

な
か
っ
た
.

「
静
し
、
お
M
M凡
さ
ま
、
お
除
き

h
rれ
尽
き
り
ま
せ
.
ま
こ
と
却
に
針
み
ま
す
対

• 必
で
ご
ダ
』
り
ま
す
.
こ
の
お
的
に

、

他
も
却
の4.却
材
ひ
、
お
隙
ド
'
を
貯
け
ま
す

る
の
も
館
山
町
に
ご
ざ
り
ま
す
れ
ど
、
炉
鰍
あ
つ
て
の
御
側
ひ
に
ま
ゐ
り
ま
し
た
る

税
、
ど
う
ぞ
砂
倣
じ
日
き
り
ま
せ
」

こ
ゑ
に
こ
も
る
陀
鰍
な
献
が
、
俄
砥
の
悦
を
臨
か
す
の
で
あ
っ
た
。
鰍
を
附

臨つ

て
、『

お
僚
ち
な
さ
れ
ど

一
昨
ひ
も
あ
へ
ず
間
取

押
の
鋭
に
か
け
た
致
皆
、
持
、
慨
を
叫
刷
め
服
し
て
動
特
く
誌

を
島
町
ち
は
じ
め
た
.

「
お
伊
ち
な
さ
れ
ど

『
あ
り
が
た
い
こ
と
に
ご
ざ
h
手
品
す
る
」

「
た
ど
俗
お
除
け
伊

c
う
磁
に
』

『
ハ
イ
」

チ
、
チ
、
チ
、
況
と
況
と
の
勝
悌
ず
る
官
。
ピ
チ
ピ
チ
と
い
即
械
が
と
ぶ
。
そ
の

胞
に
の
べ
ら
れ
た
こ
つ
の
必
配
が
鵬
る
の
で
あ
る
。

円
刊
の
榊
山
は
ば
っ
た
り
と
い

ιん
だ
。
が
、
崎
弘
首
は
域
の
ま
与
の
川
崎
一
一
出
。
併
で
は

"
し

h
u

-
-

内
定

出
以
の
品
u
が
以
前
に
も
m
し
て
か
ま
び
す
し
か
っ
た
・

銅
山
くmwけ
た
九
円
の
阪
怖
か
ら
、

J
e
mに附
い
別
総
が
さ
し
住
ん
だ
。

『
お
品
店
さ
ま

1
』

き
う
一
昨
っ
て
、
っ
・
ご
と
か
け
幣
る
却
の
紛
に
、

M
m
m
叫
は
蹴
は
ず
g
dょ
っ
と
し
て

併
をm
wか
ず
に
は
酔
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
い
併
も
、
枕
を
脚
り
な
が
ら
、
必
り
ら
つ

と
誠
にbた
対
を
婦
い
た
。
そ
の
坊
が
併
は
蹴
蹴
に
磁
は
れ
て

h
rてゐ
る
の
で
あ
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る
・
容
に
あ
ざ
と
き
挑
に
診
却
の
穏
で
あ
っ
た
・

し

ば
ら
く
は
都
〈

箆
幣も
あ
ら
ば
こ
そ
、

h
pじ
ろ
ぎ
も
せ
ず
却
を
島
つ
め
た
。

『お
っ
l

そ
な
た
は
践
鰍
ど
の

l
」

緩
い

ふ
ょ
う
と
す
る
嘉夫
ぐ
っ
と
す
匙
ん
だ
鐙
は、知
臨
に
鰐
川
町

し

く
院bE
Pて
き
っ
て
し
ま
っ
た
。

レ
茸
恨
ん

「
お
L
J人
さ
ま
!

』

政
ひ織
っ
て
幣
る
踏
を
、

M間
磁
は
静
に
叫
附
い
て
ゐ
た
。
院
を
制
叫
に
仰
曲
て

L
m掛
ろ

に
島
限
い
て
ゐ
る
跡

、
そ
の
惚
艇
に
悔
い
付
脱
加
齢
聞
の
慌
が
ち
ら
つ
く
の
で
あ
る
・

二
十
一
明6悦
の
加
仰
山
で
あ
る
。
そ

れ
が
鰍
ら
し
く
主

即
時
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
た
.

職
情
ケ
腿
で
の
版
刷
が
附
げ
て
ナ
ダ

、

刊
ゅ
のh
mをか
〈
ま
は
れ
た
どw
mの
一
鈷

が
ら
り
/
\
と
m
mんで
彩
る
の
で
あ
る
。
M
m
m
ひ
の
、

山
町
る
酔
な
い
航
ごL
ろ
を

繊
い
て、
m
U叫
怖
の
鹿
川
し
い
誠
を
蹴
帥
み
た
り
、
慌
に

A
M
L

を
撒い
て
峨M
i
m
w

け
挺
し
た
あ
の
路

、

径
と
中
ば
れ
て
ゐ
た
制
哉
の
践
の
紗
慨
が

、

呼
し
〈
認

か
ら
持
へとく
り
慌
げ
ら
れ
て
持
っ
た

.

レ
官
民
ん

『
お
上
人
さ
まl
」

「
ーー
ー

』

「
お
政
刈
さ
ま
、

お
除
きh
rれ日
きり
ま
せ
。

併
砂の
縞と
お
町
九
世
し
向
き
り
ま

す
る
か
。
瓜
を
し
う
椛
じ
ま
す
る
』

即即け
駆
け
て
あ
は
れ
を
C
ふ
却
の
こ
ゑ
、

叩
仰
に
除
た
の
も
臨
時
と
の
で
あ
っ
た

か
l
l
除
問
は
仰
般
と
て
も
服
郎

、

一
昨
叫
が
に
慨
織
が
か
き
が
て
ら
れ
て
伶
く

の
で
あ
っ
た
.
けれ
ど
、

倣
の
砂川酬は
燃
し
てが
け
て
は
ゐ
な
か
っ
た
.
ぢ
っと

、

磁
び
縦
へ
る
こ
と
が
印
船
た
の
で
あ
る

.

「
慨
とmvは
れ
て
も
、
こ
の
艇
舟

'お
除
け
ま
を
す
わ
け
に
は
ま
ゐ
ら
ぬ
I
」

「
慨
と
仰
せ
ら
れ
ま
す
る
」

m
m輔
の
山
州
安
旭
き
く
鵬

い
て
馳
に
伸し
が
て
た
と
み
る
と

、
わ
っ
と
対
は
艇に

抑
き
く
づ
れ
た
.

間
般
の
胎
た
m
vに
は
.
撚
，
が
な
か
っ
た
・
一
一
+
斜
ゆ
献
の

、

あ
の
忠
利
し
か
っ

た
鰍
磁
靴
で
は
な
い
.
併
は
尽
の
酔
の
鰐
慨

に
、
も
ま
れ
静
まれ
て
さ
い
な
まさ

れ
た
伐
の
縦
苧
守
政
め
よ
う

と
、
h
h蹴り
の
散命
を混
んで
、
→h町
駅
ケ
縫
市
川
町
助

企
d
z

・
-
・

5
-
e

を
防
ね
て
来
た
耐
火
科
で
あ
っ
た
。

-

m明
い
織
舟
'
一

r
や
取
へ
て
、

MWは
m
J
，

蝕
に
m
rりつ
ぶ
され
て
川
町
り
、

R
m
m
に

は
山
川
が
帥
く
除

っ
て
ゐ
た
@
こ
の
蹴
り
が
っ
た
日
間

と
併
で
、
仰
般
と
m
M靴
と
は
加

問
団

"
・

46

b
‘
.
悦

v
a
ι、

別
な
も
の
惣
ひ
に
耽
り
な
が
ら、
お
に
冷
K
と

す
る
一
夜
を、
ま
ん
じ
り
と
も
せ

ず
に
明
し
た
の
で
あ
る
。

慨
引
の
臨
酌
ど

L
ろ
に
、
か
つ
て
はh
m-L
Mし
な
が
ら
恥
均
っ
た
か
ん
刷

、

そ
の
や

伊
は
か
ら
ず
も
読
が
船V
T
p
p
m
て
ふ
た
の
だ
、

縫
い
縦の

鰍
ぼれ
だ
、
仰
般
は
さ
う
剛
山
ふ
の
で
あ
る
。
偽
し
そ
こ
に
は
伊
織
の
仲
織
さ
も
な

か
っ
た
。
態
川
だ
け
が
践
…
備
を
僻
っ
て

ゐ
る
の
だ
、

践
隊
と
の
は
ザ
俄
惇
も
「
低

酸
」
も
飾
っ
て
ゐ
ょ
う
鵠
が

な
い
。
こ
の
間
離島
敬
す
ら
僻
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。
慨
は
俄
憾
で
は
な
い
@
併
は
鴨
此
間
的

ω備
に
蜘mA
'る
憎
磁
蹴
だ
、
慨は
俄
恐
邸

だ
、
|
|
似
は
悦
酢
・
も

M削
除
も
『
慨
は
鍛
滋
」
だ

と
い
ふ
こ
と
を
、
・
住
献
し
て

ゐ
る
問
にm
mつの
で
為
った
.
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容
も
す
が
ら
雌
が
砂
い

て
ゐ
た
.

判
例
付
対
続
、
十
周
械
伊
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

九

起
請
文
連
名

か
う
し
た
こ
と
が
ら
っ
て
か
ら
二
十
伊
鎚
り
が

す
g
寄
っ
た
.
そ
し
て
獄
に
は
溺
ら
し
い
裂
の

酢

が
貯
た。
十
一
郎
七
伊
の
こ
と
で
あ
る
。

一
一
一
一
一
同
紙
か
ら
際
き
結
ん
で
ゐ
た
峨
お
ろ
し

、

騰
に
隠
椛のす
る
担
闘
で
あ
っ
た
。
が
ち
こ

め
た

怨
蹴
の
械
が
、
隅
即
・
も
→
昨
即
日
も
邸
が
し
く
静

れ

て
ゐ
た
.
知
山
町
り
誌
を
加
叫
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
る
。

隙
は
附
ぐW臥
も
船
せ
な
か
っ
た
.
織
を
わ
た
る

除
ぽ

h
p

・
金
，
、
プ
'

岡
崎
の
す
さ
ま
じ
さ
、fI
Y
と

一
云
ふ山
疲
れ
の
や

う
な
，
拙
.
、
そ
の
邸
に
朕
誌
が
さ
つ
と
時
九
円
に

ぶ

つ
か
る
の
で
あ
っ
た.
h
wち刑
制
つ
て
は
ざ
ー
っ
と

M
Mり
砂
ち
る
増
、
そ
れ

J
D鈍
ち
郎
し
い
取
に
腿
ら

れ
て
、
蹴
似
の
慨
仰
切
に
似

し
て
し
ま
ふ
の
で
あ
っ

た
:Ii 忽宮う
プ号 』ま. , 
寸t ずむ
も安ま 』
吾作祭T
き E彦5
院J& tま

たす
戸と引。

のい
臨た
か
ら

き
っ
と
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-
』
忽
ゆ
傘
ふ

ζ

・
・

飢
初
忽
が
吹
き
込ん
で
来
た
の
で
あ
る
。

「
税
ろ
しい野
市wり
やI
』

「
ぢ
や
と
一
昨
う
て

、
こ

の
ま
ふ
叫
蹴
と
は

し
て
ゐ

ら
れ
ま
い
。
明
日

7
の
う
ち
に
、
わ
ざ
/
\
の
体
協

魁
を
山
町
一
け
な
が
ら
、
ど
う
し
て
こ
の
ま
与
に
倖
ら

恥

• 

俊 一一

れ
よ
う
」

『
務
飾
、

淑
鋭M
M九
の
鈴
川
u
m」

『
さ
う
ぢ
や、

政
ひ
や
ら
れ
て
危
ら
ぬ

わ
」

「
依
陥
ヨ
織
の
儲
伽
ど
も

、
慨
に
叫
町
一
磁
ふ
こ
の

掛

m
mぢや
I
」

伊『
解
し
かね
る
こ
と
ぢ
や
I

」

ほ
ぽ

S
R
K
L

‘
，g
a
E
，
‘
ト

認
し
合
ひ
な
が
らも
、
す
で
に
須
は
育
水
の
顕-

憎
令

6
2

・
4
g

・

v
・

L
w
r

店
へ
と
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。

小
銭の
触
を
ま
く

り
上
げ
て
刊
に
紡
び
つ
け
、
附
晴
朗
胤

か
に
宇
野
り
H
Yげ
て
は
鵬mmを
は
く
の
で
あ
る
。
溜
蹄
に
で
も
似
て
伊
く
や
う
な

が
泌
《
で
あ
・
っ
た
。
関
蛾
き
が
出
品
批
に
総

り
、
た
め
に
鳩
山
ザ

の
蹴
守
秘
ら
う
と
す

る
締
ま
でが檎
か
なをの
h
き
を
肋
せ
る
の
で
あ
っ
た
。m
r
に
L
航
機へ
川
町
て
静

く
や
う
な
絡
が
す
る
の
で
あ
る
。
砕
し
ゃ
、
股
が
一
の
こ
と
だ
、
肢
が
ペ
抗
日
刊
の

m
m紳
み
匙
ん
で
都
跡
淑
街
此
必
に
→
併
で
も
膨
れ
て
み
よ
、
こ
の
川
同
法

m
m
m
w

昨

.
ぽ
に
ゆ
愉
り
つ
い
て
〈
れ
る
ぞ

|
1
館
は
ゐ
のE
M汀
献
の
併
の
渡
部
川
と
、
山
川
ゲ
の
猷

枇
と
を
脱
ひMMせて
M
U
A
J

と
な
ら
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
.

隅
m
Vの
純ま
だ
き
慌
の
こ
と
で
あ
っ
た@
廊
崎
対
蹴
強
の
臨

に
、
院
な
ら
ぬm
m

の
ず
か
震
と
駅
昔
、
蹴
っ
た
・
議
訟
の
館
で
あ
る
.

仰
向
み
つ
峨
は
伊
忌
っ
た
。
廷
か
を
静
う
て
撃
の
踏

に
す
説
ず
る
器

滋
の
紛
が、峨訟
に
榔
れMrひ、
そ
れ
が
寸
つ
の
統
制
に
な
っ
て
ど
よ
め
き
勝

れ

て
侍
っ
た
.

ほ
の
や
はmm
h
w

に
肘
ま
な
か
っ
た
。
「
一
対
酔
に
溜
ひ
な

ど
慨
も
跡
ら
ぬ
恐
い
織

的r滋
は、
取
につく
掛
川
た
る
川
町
の
が
に
、
ん

w
w
m
郎
新
し
て
燃
b
E貯め
る
の
で
あ

る
。
宇
に
宇
に
h
mち
川
片
し
た
婦

、

即
断
双
を
、
伊
たら
に
h
wち
鈴
り
な
が
ら
艇
部
の

苅
臨
へ
山
仰
れ
て
伶
く
の
で
あ
っ
た

.

「
俄
だ
?」

主E

、-

と

、、

口、

• 
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「
悦
だ
l
」

.
‘

w
a

忽
M
F

，
、
‘
晶
、
‘

0

・
・

似
合
ひ
叫
に
ひ
し
め
き
乍
ら
U
K
に
叫
び
合
っ
た
。

ゐ
訟
設
備
限
必
の
勝
一
蹴
ぢ
や

l
」

「
駒
山
料
館
併
の
隊
配
ど
も
に
、
制

'
m町
、
』
そ
→
停
を
総
ち
く
れ
る
の
ぢ
や

l
」

『
政
除I
」

L
 

「
ぷ除
l
」

か
う
し
て
錦
町
制
い
続
出
怖
が
ド
、
、
、
と
掠
い
峨
の
ゆ
慨
を
蹄
み
熔
し
て
←
か
っ

た
。野

践
は
獣
か
の
鰍
山
間
も
な
く
慰
め
争

れ
た。

設
問
臨
か
ら
俄

μ引
舟
務
が
法
ば
れ
て
叫
山
静
に
税
り
、
そ
の
縦
潟
が
「
務
部
の
郷
町

V」

に
か
け
ら
れて
←
か
っ
た
。
灘
よ

り
m
mむ
鰍
腐
の
他
府
側
で
あ
る
。
総

J
aい仰
と
し
て
殴

腕
ず
る
械
も
な
か
っ
た
.

「
聡
倣叙
併
の
飢
間
前

そ
m
m必
す
べ
き
こ
と
.
比W椛
あ
ら
ば
叫
さ
れ
よ
l
』

協
慰
問
磁
を
、
叫
判
断
の
→
ぃ
仰
が
限
刈
と
叫

V
4
Mげ
て
ゆ
く
と
、
献
な
る
蛾
一
泊
が

J
S

J
d加
を
ま
と
め
て
伶
く
の
で
あ
っ
た
.

『
拠
俄
ご
ざ
ら
ぬ
か

l
』

「
お
う
l

』

『
蹴1
」

阿
川
川
町
に
漉
せ
ら
れ
る
嚇
び
が
府
き
抱
む
獄
隙
に
お

く
ら
れ
て
、

知
怖
か
ら
術
へ
部

隠
と
町
民
怨
し
て
静
え
て
ゆ

〈
。

こ
の
ま
郡
山
せ
ら
れ
た
の
は
総
て

r
当
時

, 

一
、
設
備
/
賊
閉
山
総
タ

m
m山γ
滋
ル
ベ
キコト

一
、
お
怒
川
呼
航
ト
イ
2
2

ト
ュ
ゲ
テ
/
総

て

聡
齢
ト
職
シ
、
町駅
ヲ
除
砂
シ
、
和
総=
低
セ
テ
叫
m
m叫
ヲ
倣
グ
ル
ヨ

ト
ヲ

訴
ス
ゆ
瓜
・

こ
の
こ
とが
酔
付
出
防
蝕
対
胤
山
政
に
山

町
っ
て、際
ち
に
前
仙
仰
の
縦
腕
へ

m
mへら
れ

て
貯
たので
あ
る
。
それ
が
m
m
h
v

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
心
吋
の
h
vはも
う
砂
れ
よ
う

と
し
て
ゐ
る
。Z
P
T

つ
惑
のも
と
へ
時し
〈
遺
品
け
ま
は
っ

た
、

l
l
働
問
腕
則
自
の
伊
に
仰
向
て
。

が
を
礎
ら
せ
て
再
燃
に
川
町
た
ほ
砥
と
諸
般

は
、

も
う
霞
勲
な
ど
鈴
し
て
は
伊
ら

れ
な
か
っ
た
。
泌
す
ら
鰐
へ
ぬ
ま
で
に
陪
り
拠
っ
た
段

、

問
叫
に
か
く
れ
た
随
甑
に

静
み
討つて
は
ど
っ
と
即
時
れ
た
こ
と
も
こ
酔
や
一

一
一
政
で

は
な
か
っ
た
。

h
w
き
お
ろ

す
齢
、
勝
き
且
げ
る
浪
、
そ
の
た
び
に

m
m
wの鍛
が
時
た
く
仇
仰
れ
る
の
で
あ
る
.

伊
山
叫
が
つ
ま
っ
て
し
ま
ひ
さ
う
な
野
純
で
あ
っ
た

。
針
批
舗にま
み
れ
て
掛
らぬ

侃
み、
持
た
け
が
仰
向
つ

.

て
ほ
々
の
破
防
へ
と
ん
で
ゐ
た
。

除
り
し
き
る
治
で
、

問
}
九
附
も
山
砲
の

肌
却
炉
け
ず
ら
つ
か
な
い
の

で
ある
.
そ
の

餓
帥
い
叫
に
、

知
川
町
と
峨
の
邸
側

Wど
も
が
総
い
て
ゐ
る
や
う
な
脱
政
を
倣
え
る
の

で
為
る
。
民
同
川
の
駒
山
附
に
ま
で

m
mが
っ
て
臨
芯
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か

、
き
っ

と
か
す
か
に
す
ぎ
る
鵬
は
し

い
川駅
前砂
l
《
依
〈
〉

• 
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「
本
側
へ
咽
質
問
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
氏
名m
m
m
J

f
の
よ
俗
的
抑
制
蹴
係
先
の
ζ
ι

総
ム
阪
名
陪
珂
」

新・

願2

と

~B~ 

数:

対
J
r茅
察
成
婦
と

か
、
蹴
一
般
.
叫
が
鵠

μぺ
を
搬

出
恥
に
W総
評
叙
す
れ
ぽ
猷
品
開
撰
抑
制
で

Z
H
hち
事
曹
ゐ
酬
や
事

あ
る
と
き
ミ
ま
す
が
、
今
日
公
然
約

怒
綜
戚
ど
、
情
説
説
的

と
か
誠
ひ
は
戦
時
m
w鋭
、m
w
w
府
炉

事

t

苦
f
t

，
，b
A
華

C

か
慎
吾
え

等
々
が
凸
叫
ん
q
m
w
w
m

的
、
同
・
滅
的
に
紳

M
m
kし
て
、
略
さ
れ
て
?
?

脱
ひ
ま
す
が
、
ζ
の
燃
側
総
械
は
柳

川
町
で
せ
う
か
.

利
減
対
列
島
釘
か
の
間
以
は

れ
ま
す
が
そ
の
町
山
脇
に
砕
い
て

w
m

mm
の
椛
を
伊
邸
ひ
し
ま
す

ハ
氏
協
定
〉

勺

然
孫
子
嬰

M
m
w

(色
目)
e
E
;

空
会

衡
と
は
、
松川
体
が
大
健
治

三

e
A
主
ぎ

ひ
ま
す
し
、
ま
た
偶
人
的
な
も
の
で

掛
川
府
川
崎
か
弱

W
憾
で
な
い
か
に
似
て

(働)

W
M
U
S

・'
L
4
F

ま
た
大
き
な
鈴
が
あ
り
ま
す
‘
然
し

v
a
3
e
つ
ひ
と

S
O担

'
A
E
e
h
vん
気
事

紳
仰
と
人
と
の
問
に
災
祈
願

ー

を
中

Mれ
す
る
絞
ゆ
げ

の
ぽ
ず
と
か
即
断
株
主

は
A
υ

ち
か
い
b
b
#
h
H
L
9

か
が
あ
る
均
合
は
、
米
関
時
代
の
宗

川
町
シ
ヤ
I
T
孟
ズ
ム
の
が
彫
り
で
、

桃
山
明
な
対
仰
と
は
昨
へ
ま
せ
ん
。

ヤ
んL

ヤ
んし
与
や
げ

，

ま

た
毘
制
め
柑
山
口
刷
で
な
い
か
綿
欽

u
o
h
z

-
M
b
A
一F注
目-
e
'hV

4
V郷
設
で
な
い
か
は
、
側
人
的
放
に

な
附
鉱
山
の
あ
る
お
に
、
f

の
で
す
か
ら
、
そ
れ
が
務
純
純
で

あ
っ
て
も
昨
ち
に
m
w叫
抑
制
と
慨
が

.
‘
，
、
，

、
岬
凶
・
り
υ

し
て
は
似
の
潟
な
ゐA
Wも
あ
り
ま
す

ま
た
別
椀
対
的
の
怖
に
も
が
似
に
が

凶
y
r
L
V

川
崎
-
e
n
v

つ
て
は
将
利
の
あ
る
得
合
も
あ
り
ま

ià~ せ
~ひ 人見う
さ IIIIZ ・
せの

た溺F
旬、l!!Iif
溢躍を
る←鋼Z

品者会
主ie \
で 〈臼
も ま主主
主主主を

し
て
し
ま
っ
た
リ
、
紙
似
な
併
叫
仰
を

対
ヂ
2

リ
す
る
で
?
な
も
の

は
、
?
もm
w務
で
す
。
成
，

て
w
d
f
鶴
脚
"
を
ザ
っ
て
酌

w
m
m
を
.
脱
ひ

き
せ
ず
時
前
此
鉛
し

て
宇
る
と
厳
戒
し

て
伊
る
雌
き
は
、
が
り
も
し
な
い

V

M
の
斜
地
を
刑
M
Aりす
る
も
の
で、

蹴
品
開
た
る
を
ま
ぬ
が
れ
ま
せ
ん
@

で
す
が
、M
m針
必
の
健
へ
ば
椛

d，

さ
ん
の
吋
犯
と
か
、
対
は
た
で
も

主
主
堂

-
B
E

教
の
銭
人
の
怨
に
な
る
宇
う
な
人
の

減
，
併
と
か
を

W
叫
し
、
持
&伊

川
叫
な
戦
略
を
W
M似
す
る
と
?
宇

う
な
が
同ω俸
は、
学
時
ふ

艇
に
憎
げ
る
も
の
で
、
時
向
断
紛

糾
d

だ
つ
み
い
併
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
そ
れ
を
川
町
て

m
w税
制
附
な

m
m
w
だ
と
す
る
と
と
は
げ
が
ま
せ
ん

鵬
はM
M山
内
の
耕
一
時
猷
げ
そ
れ
に
が
る

叫
向
叫
税
叫
と
昨
ふ
も
の
を

M
Aて

は
'
hチ
向

，
L
'

判
断
し
て
よ
い
と
存
じ
ま
す
‘
つ
ま

喜
多
ア
ふ
長
い
み
い

T

S

，
、

3

り
滋
徳
的
松
山
附
如何
に
依
て
隠
別
ナ

べ
き
で
す
.

備
へ
ば
がる
バ
が
悦
糊
妨
献
を
矯

み
ゃ
う
よ

m
J

む
と
し
ま
せ
う
か
。
n
A採
に
依
て
は

b
ヤ
ヤ
向
山

・

し

泣
か
だ
と
云
ふ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

枇
し
が
し
川
畑

山
叫
が「
付
時
計
対
が
舵

き
縛
〈ζ
と
が
r
が
る
の
は
、
お
苅

た
う
綴
の
げ
臓
だ
。
お
て
ん
た
う
艇

梢
舵
う
椛
じ
ま
す
」
と
鱗
ん
で
伊
る

な
ら
ば
、
刻
一
昨
な
.

』

か
る
で
あ
っ
て
減
し

て
紙
悦
で
は
な
い
と
山
内
へ
ま
ず
や
う

に
、
純
砂
な
付
鰍
だ
け
を
似
て
ば
し

〈
践
と
か
桝
と
か
一
刻
づ
け
て
蹴
紙

r
-

・
甲
ん
'

す
る
の
は
少
し
危
険
で
あ
り
ま
す
‘

、
・
・

1
X
6
v，

hK
4
星
。
"
。
，
よ
事

ま
た
糾
一
前
は、
内
相
欽
の
仰
耐
川
拘
凶
叫
怖
を

H
b

申
ゐ

同
仏
政
ナ
る
ととる
か
ら
来
て
府
る
も

の
で
あ
り、
耐
崎
山
げ

は
叫
例
川mmれ
か
ら

世
ゐ
'
凍
て
肌
削
る
も
の
で
す
e

一
一
郵
船
般
の
狩
ち
が
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b
'
'
u
'仁
事
上

Z
と
巳
内

d，
、-
o
b
b

(問
)
y
mの
叶
徒
が
点
持

I
I

象
を
乎
に
持
っ
て、
仰
稼

を
械
む
階
は
、
時
附
と
も
叫
仰
の
宏

ω

に
肌
い
て
低
吟
す
る
の
か

、

時
は

械
，

W
の
掛
目
地
を
が
い
仰
の
岬
械
に
即

け
て
斜
辺
，
す
る
の
か
、
銭
安
を

m
m
て
配
黙
ナ
る
政
し
き
が
蹴

t
z昨
日4

W
4
に
て
箆
へ
品
川
ま
す
。

ハ
朝
鮮
一
一
信
者
〉

i
ー

に
。
，
、
，Htゆ
p
z
b
s

(答
)
N
E
f
wし
上
初
る

迄
も
な
〈
、

n
b
Aの
怒
っ

た
椛
忽
議
み
を
す
似
の
も

の
で
す
か
ら、
配
献
す
る
嚇
3と
か、
併

特
す
る
併
と
か
は
、
腕
のな
い
鴎
で

を
か
白
骨
乙
&
電
@

ず
が
、
他
へ
低
〈
m
も
州
旅
ま
せ
ん

の
で
、
よ
み
阪
は
坊
の
誌
に
か

け
て
のrり
ま
す
け
れ
ど
も、
が
燃
か

ら
誌
が
る
祭
、
M
n
か
ぽ
、
が

都
の
怒
と
袋
協との
暗
に
域
，

w
L
矢
崎
ち
叫
帽
の
が
m
w
M
は
般

の
川
市
Y
M
H
M
の
腕
の
坊
に
な
る
〉
蹴

m
の
哨
は
、
叫
川
の
ヂ
だ
け
を
は
づ
し

て
総
ず
は
、
坊
の
懇
で
は
き
ん
で

伊
ち
な
い0・
う
に
し
て
離
し
主
す
。

'
Z
F
Vャ
3
h

-
a，
t
Oは
e
μ

民
台
市
ポ
で
は
「
桁
泳
法
}
と
・Aっ
て

H
為
f
r
、
‘
.
か

h
h

が
」
々
な
持
ち
か
が
あ
り
、
押
し
も
む

艇
も
あ
り
ま
ナ
。
川
和
政

ω山
総
ド
か
M
W

L
9
e
，J

，
い
今
骨

A
壬
ι

悉
地
制
と
か
d
ふ
特
典
に
は
、
そ
の

か
ち
放
が
貯
る
し
て
あ
り
ま
す
。
叫
ゆ

れ
一
む
ゆa
v
z

h

・
岳
砂
墨
必
ず

し
二
議
象
地
怖
は
曲
附
に
申
し
た
摘
出
り
鮫

繰
り
腕
の
も
の
で
そ
れ
で

W
る
と
骨

ふ
m
γう
な
ζ
と
は
肱
し
ま
せ
ん
.
叫

判

守
φ
事

'
a

す

個
別
の
時
、
よ
〈仰る
こ
と
が
あ
り
主

す
が
、
あ
れ
ば
}
織
の
m
M
M
"
で
す
か

ら
、

こ
披
蹴
が
で
は
総
し

i
せ
ん
け

れ
ど
も
、
山
内
に
似
て
は
柿
鑓
せ
で
叩
明

主
会
ほ

a
o
p

で
氏
正V
AJ

m
す
る
第
一Hも
あ
り
ま
せ
う
@
m
w設

に
が
り
主
す
と
以
泌
が
餅
が
問
吋
で

終
曾
@
，
ゃ
，

e
9
v
a

，
h
L
-
v
h

h
w
担
問
の
附
酬
鋭
を
し
た
時
、
節
也
引
が

M附

間
り
を
し
て
似
て

、
対
前
附
一
闘
に
な

め
ゆ

っ
て
も
日
を
さ
ま
さ
な
い
の
で
、

止

む
を
伊
ず
ザ
ラ
ザ
ラ
一
炉
し
も
ん
で
管

た
&
帆
し
ゆ
っ
よ
事

M

怠
H
a
v

tz
立
て
「
込
山
m
な
」
の
一H闘
を
し

H
官
ム
，
.
，
，

た
と
と
か

ら
蛤
ま
っ
た
と
山
叩
しま
す

だ
か
ら
一
制
刊
紙
般
の
山
崎
に
は
m
m
に
刈
W

W
の
川
町
姉
も
あ

P
ま
せ
ん
船
、
叩

wつ

お
と
た
す
こ

E

て
挽
川
を
必
て
る
の
は
少
し
何
う
か
と

脱
ひ
ま
す
。
創
刊
献
の
併
叫
押
し
な
ら
す

の
は
M
r
u
t
似
の
釘
肘
が
あ
る
の
で

と'It
Pド2・う
待寺が
の .

2持~ ~.t 
lま'f!Z
分窓宗旨
P の
ま 人E
叱t 1こ
ん本S
. ね

な
ν、

阻
ん
よ
守
ま
宮

a
f
曹

念
例
申

す
時
の
こ

h
!
"

主

9

・
E
S

-
T
ろ

へ町
)
怖
を
巾
句
、
け
に

/
L

、

助
け
給
へ
と
底
ひ
て
口
に

m
m
M
町ω円W
W併
と
税
へ
る
悦
は
伊
ん

だ
か
一
一
叫
に
な
ら
ぬ
?
ヲ
に
収
は
れ

て
い
け
ま
せ
ん
。
.
叫
に
鵬
け
純
へ

と
収
ふ
悦
は
、
叫に
鱗
へ
る
叙
併
が

.
刊
に
仮
し
て
伊
る
や
う
に
時
は
れ

ま
せ
ず
れ
何
時
の
絞
併
ば
か
り
に

て
は

‘
￡
事
も
じ
ゃ
曇

'
z

泌
よ
り
往
必
の
業
と
は
な
ら
ぬ
の

.
、
‘
る
冷

で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
ら
、
心
に
も
出
川

む
晶
み

e
M
・9

拘
‘
え
轟
今
む
品

無
M問
M湖
陀
品
w
k
m
品
ひ
口
に
も
裕
無
劃
円

み

だ

ぷ
A
V
主
な
い

か

掴
鳩
陀
仰
と
務
へ
て
は
如
何
な
も
の
で

畠布
り
ま
し
ょ
う
か
ハ
千
楽
専
披
)

、F

緩
ふ
が
い
ま
ナ
。
M
W

戸
A
d
z
』
草

e

-
1

4

し
い
い
や
う
に
し
て
ゆ
し

《
起

3
H
Z
U
ゐL
・
畠
む
ん

A
ん
ぷ。

て
下
さ
い
‘
法
品
川
上
人
も
「
念
偽
の

Z
&
@

い
く
正
田
宮

ゆ
し
い

い
宇
う
に
し
て
必
前
し
な

ろ

!b字れ 45t でも.とができ
いて-~も {(tよかよ '11& ぃ
苧府b r' 不必乏:2、 It し 。
う ま ;h mz の まれな-~
tこ ナど止の'起きたは さ人'
し'11'ぷ 11持るは火E いの
てらまで n:;$ ...，タぷ ，3z 方管
巾E 、三 も で安事で !:12 が
きあとーも:2:f.op 1T~よ
れなな切ま散見ゐ一りが け
たたどか徹￡起き なあれ
らのとまするきっぽ
紡包 11ii昔、はる除喜いた-~
格言 しはず HUで」 方哲 人'

で
す
。

そ
し
て
.
叫
に
W
W附
v
m
m
M
m

と

脱
ひ
叫
に
制
問
伊
川
門
m

mm
m
M
T
織
へ

る

の
は
特
に穫
で
、.
tの
ず
な
い

椛
俄
の
停
鋭
併
で
す
。
叫
ん
慰
問

問し
〈

局
、思

ひ
ま
す
@
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明3

相:

と

m
M
M再
燃
の
ヰ
ρ
で
す
W

た

4
2
5
2
2
5
Z
E
e

多
刻
中
御
仰
山
中
上
ま

れ
a
'
i
cと
傘
帆
L
や
ろ
￥
e
a
bと
る

u
a
T

す
が
官
相
官
申
大
淀
扮
年
同
制
よ
り
、

m

uu州側の
蹴
川
切
な
山川
によ
リ
航
料
の
川

撃
に
か
て
設
さ
せ
て
総
書
、
、

与
の
W
4
時間も
h

様
さ
せ
て

い
た
，
み
禽
・

4
た
か
ん
量

頂
け
る
印
聞
の
桁
鍛
さ
を
ほ
結
じ
肘
り
ま

す
が
時J
m願
時
間
品
目
対
的

の
p
i
m
，
時
の
、
ダ
イ
ヤ
モ
y

P
L
F，

a
，
，
，
、
。

9
9

苦

ド
の
光
よ
り
兆
し
き
採
な
の
が
、
時

村
P
λ姉
崎
のm
m，
仰
は
き
も
に
般
じ

e
S
ん

p
e
a
-

内
制
分
が
噌
仲
桝
帽
に
さ
わ
相
、
か
で
あ
り
ま

す
・
城
僚
制
倣
に
必れ
は
制
悦
ザ
あ

る
と
や
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
日

u叫
引

の
例
制

，

で
せ
う
か
、
対
艇
の
併
時

み
た

L
-
z
r
L
a
v

な
q
z

が
比
え
て
訟
の
知
き
敗
者
も
が
深

〈
録
免
官
へ
の
誠
』
ぴ
を

m
rナ
俄

ね
J
9
b
，

υ
'
e

で
し
ょ
う
か
御
仰
小
し
ま
す
。

a
ん
ぶ
ヲ
ル
晋

b
φ備
す
る
仙
吋
ピ
均
ツ
と

時
限
雌
な
対

一v
m蹴
ず
る

(蘭)(答)
'. 

大t

悲ひ
司隠の ::nえはもと
で念:2の司Z 依主宝寺・
ナがム 「勝t !Jふ

埼守主拠点な ま ll~î 
す泌氏 ζ ずは
な綴2 とが、
らに で 、 人E
ば 315 、 少ttζ
、軍ナそしも
餓亙るれま時イ火よ
lこ 平j~ ，こ心k リ
車tR3 録主 依2 な~J!~
鱗き さ て 人E除t
な L... 1暗にに

そ
・μ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

い
マ
，
、
=
げ

HH
W
4

せ
ん
。
ま
だ
/
\
W
X
な
御
鈍
織
も

r
て
が
る
と
と
と
椛
じ
ま
す
。

P
M

b
b

ほ

8
υ

そ
れ
は
阪
を
つ
ぶ
っ
て
日
的
る
帆
場
合
に

剣
〈
殿
じ
て
伊
ら
れ
る
も
の
と
椛
じ

'
X甲
ゐ&
3
h

ま
す
が
、

そ
れ
が
瞬

{

問
ば
か
P

で

q
a伊

包
帯

ι
Z膏
ひ
樹
首

な
〈
、
長
いu
m
+引
か
ら
衣
へ
と
か

記
官
臥
軍
〈

a
'
史

e
“F

蕊
か
ら
お
へ
と
か
繰
返
し
/
\
泌

れ
る
炉
備
も
あ
り
、
ジ
ツ
と
艇
か
な

い
で
が
ま
っ
て
ゆ
附
る
が
何
も
町
て
抑

'
h
"は
・
刑

Z
J
1
wu

ま
す
‘
大
き
さ
に
し
て
も
段
々
大
き

〈
な
り
場
は
一
蹴
吟
の
峨
坊
、

坊
は
話
一
併
の
紙
り
を
般
ず
る

駅
付
も
財
川
町
野
配
制
に
な
る
と
と
で

す
。

M
M
Pも凱
吟
主
義
川
町
.
的

{揮者つる云ゐ・合否しつが と
がたのつもてた、か
さ ~I~~ でた UIでま中揚ほ JXJ，
うに ナ鰻Eてたう合香 山花
し i~毛C が除史*曹 111六なに 1 11 
たつプがま n~ 司J.î 1l{;色を
叙2 て rnJ!あせ開t もてと‘
磁波し促成るうfIをあはか
のまはか九塑土り m号が
司王i つ何liおら 私引凶ま E12 平や‘
f~ てだ 'IJ~ にしせ lIi~だ、さしもなう sam
けおう上事さい .とで
に乏:2:ïミ4・げう J!，iJlそ云μ ナ

l:t怠いナ Iまるな
如Hl 。かのつ
茶色徐t さ P がて
搾れまう求Þ r~" し
か品なめしま
溢i'.; るる〈ふ
おき よしと ~て ζ 
に詫ま錦上う策混と
し fT::Z lこしで
て :Li'I なみナ
下主主念宣るで 。
さ 1・働者と とき
るそのとれう
で~l. J!lk でをな

せ
う
か
ら
、
と
ち
ら
と
し
て
は
そ
れ

が
が
か
っ
た
ら
鮮
か
っ
た
で
語
、
び

、

与
昔
、

あ
っ
た
ら
あ
っ
た
で
将
ぷ
宇
う
に

し
て
伊
き
た
い
も

の
でナ
。
椛m
m一m

r
駅
.
野
崎
町
時
と
?
っ
て

ま
す
(
修
し
る
と
す
て
伊
ら

れ
ま
ナ
。
殺
な
ど
で
も
ご
川
町

総
」
と
明
白
っ
て
一
勧
の
限
目
と
も
卸

h

事
?
・

っ
て
民
主
ナ
・
つ
重
リ
そ
れ
を
呼
ぶ

港
Z

モ
-
z

t

，
ゐ

i
z
z
s

係
り
拠
出
島
に
止
ま
っ
て
日
附
て
品
川
髭

'
Z
Z

ぺ
ん

の
遊
歩
が
な
〈
な
る
か
ら
で
す
.
抽
問

・
~
いL
や
'
ほ
ん
い
別
配

祭
上
人
な
ぞ
も
一
丸
っ
て
肘
ら
れま

し
た
.
山
川
め
は
ヂ
併
に
桝
川
加
を
鰭
へ

る
宇
う
な
も
の
で
、
郎
総
仰
向
も
段
般

山
川
な
も
の
を
お

m
mへ
な
さ
る
が
、
日
同

，
g
、
乙

Z
‘.
h
n
隠
‘

r
m，

ん
吋
子供
が
大
き
〈
な
る
と
モ
ツ
ト
却

し
白F，

.. 

仰
な
も
の
が
併
し
〈
な
る
宇
う
に
、

川
側
も
崎
川
叶
臨
む
と

M
M
M
V
M

な
M
M

M川
が
鯨
脱
さ
れ
る
や
う
に
な
る
と
.

芳
帥
;
M
a
、
守
帥
噌

品
加
しf
i
e
ゐ
ムe
t
'
hへ
R
F
へ
ら

れ
た
対
抑
制
鰍
縦
で
あ
り

、
そ
れ
に
似

て
般
初
期
が
郎
総
慌
が
の
似
を
和
し
て

伊
っ
て
る
の
で
す
か

ら
、
怖m
m一
叫

に
航
船
内
側
へ
叫
川
伊

の
.刊
を
縦
ん
で

e
a
L
{
'
 

下
き
い
‘

l:tのか
『、 E突き知L 童
夢Ji りま i L 
羽I~ で 三唄吃
」'it 宇佐を
のあっt の
とりぺztf.î

E 5 12幸俊
E、 ?ZV の

??主のど宅2
・ 。..... ， 、

てそ m・あ
あれ悩芳る

っ
た
の
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
.
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同
川
泌
が
慌
が
と

、

百
.
崎
明
品
川
同
モ
ウ
時
制
可
の
宇

う
な
畷
宮
廷
で
あ
る
。
が
の

V
Mは
ま
だ
、
付
時
の

?
?
な
椀
併
に
似
叫
引
な
、
桃
川
町
忠
則
町
も
慨
に
も
町

が
て
ゐな
い
V
Mの
と
と
と
て、
崎
十
.
吋
ず
い

ふ
掛
川
惜
の
叫
同
一
織
も

、

肺
料
や
肘
燃
の
炉
低
で

、
一

ぅ

L
a

む
た
ぷ

つ
ペ
ん
に
秘
ゑ
て
了
ば
ね
ば
な
、b
な

い
。
従
つ

・

E
O
ゐ
'
'
か
う
ち

て
匂

関
舗
が
A

れ
、b
れ
る
と

な
る
と
、

そ
の
耕
地

に
時
憾
の
あ
る
百
略
的

r
、
ど
ん
な
錦
川
ふ

り
附
し
て
尉
け
炉
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

'
た
ぬ
孟

-
n
g
z

そ
れ
だ
か
ら
、
そ
の
側
紘
の
販
さ
と
い
っ
た
ら、

ま
る
で
刊
に
一
昨
の
伊

m
pが
が
た
伊
う
だ
つ

ミ
タ
吋
京
、

時
し
い
そ
ろ
ひ
の
宇
品
川
、

そ
ろ
ひ
の
隣
必
も
抑
制
う
て

、

そ
し
て
誠
、
し
訟

の
的
認
が
い
つ
も
対
蛸
に

f
っ
た
。
七
十
の
川
柏
崎

ま
で
、
♂
ば
か
り
は
W
T
m
い
崎
に
か
へ
っ

た
?
?
なW
何
で
、
叫
仙
の
山
川
い
収
碍

m
m山
のM
mの

M
Wへ
が
い
八
る
の
だ
っ
た
@

&

3
Z

く
も
ん
・
革

ァ
、

ァ
・
・
・
・
』
突
然
、

出
向闘
の
諜
を

あ
げ

る
と
、
例r伊
鯨
さ
ん
は
、
の
け
ぞ
る
?
?
に
峨

'・

s
dぞ
き
，

o
'
a
2
f
z
a

m
の
併
に
倒
れよ
う
と
し

た
.
修
で
、
美
し
い
穆

「
ア
ツ
、
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を
あ
げ
て
隠
っ
て
ゐ
長
崎
の
お
械
が
、

「
あ
れ、

お
鯨
さ
ん
が
、

:
:
」
と
炉
麟
に
ザ
き

か
か
へ
て
〈
れ
た
の
で
、
そ
れ
で
も
似
の
吋
へ
線

る
の
だ
け
は
場
ど
。
川
町
十
山
川
の
峰
子

、
V
F

E

-
-
ζ
b
z
s
E

，
、

a
m
y
­

犯
り
で
川
働
い
て
ゐ
た、
手
に
不
足
は
な
い
、

作
兵

伊
都
さ
ん
が
儲
吋
み
れ
た

、

そ
れ
、
と
=
一
削
減

B

S

E

T

 

の
絞
い
も
の
が
時
を
う
っ
き
ず
爺
さ
ん
&
織
へ

て
、
患
を
r
て
、
材
料
の
惣
う
つ
し
て
〈

-μ
た
。

羽~~感い
だ 司自ー与だ
。 もが

子会
思苦今瓦
:;l川2

2 ゑ
lま で
tF は
らな
れい
ぬ、

俳幸し

村乏か
のも

は
や
食
品
"
て
ら

「
オ
I
ィ
、
早う
総
か
お
守
へ
い
っ
て
か
う
・
・
・
・
」

n
a
d
聖

7
・
h

信
m
u
a

切
問

前
総

-

後
ー

の
ま
L

微
か
}
人
か
け
併
す
も
の
が

あ
っ
た
。

み
ず
込
町
内
側
、
時
総
都
船
は
、
誌
が

"
=
-z
s

b

・
が
‘

o
c
p

、

始
っ
た
と
き
い
て
、
配
も
臨
時
ら
ぬ
の
に
岬
ー
を
一
泊
一

に
時
叫
ん
で
、
鰍
の
材
械
を
が
腕
に
鮒
へ
て
、
?
』

て
ら
で

b
E
る

ξ
ζ

、
書

の
と
と
寺
を
出
る
山
崎
だ
っ
た
。
総
出
品
へ
似
せ
き

ザ
っ
て
附
け
M
Wけ
た
娘、

が
あ
る
@

a
zし
o
aヲ
さ
掌

「
お
L

利
内
問
様
、

作f

mEZZ 
El:1T.:家
警l' さ，..

2 ん
ふごが

子議
室で

御
鹿
え
ま
す、
Z
ッ
、

ナ
だ
・
・
・
・
」い

ま
哩
書

、
事

「
よ
し
f

1
、

A
V出
か
げ
る
出
品
ぢ
宇
」

1
1
.
2

君
主
宰

?
2

鍛
十
分
の
後
、
念
日
制
で
ま
っ
官
に
な
っ
て
ゐ
た

例
r伊
鯨
さ
ん
の
締
俄
が
、
怖
か
に
燃
が
を
も
り

か
へ
し
て
が
で

、

川
町
婦
が
鮒
♂
と
、
統
さ
ん
は
よ

た
晶

F
s
d

た

.

る
/
\
と
起
ち
ょ
っ
て
、
い
き
な
リ
、
側
に
立
っ

て
ご
と
針
お
ろ
し
て
ゐ
ら
れ
た
時
繋
船
の

-v

Z

&

a

u

'

E

 

衣
の
輸
を
つ
か
む
と
、

そ
の
ま
と
べ
た
ん
と
尻
も

p
c
a
t

・
志V
F
3
b
T
9

歳
臣
家

ち
を
つ
い
て

、
併
に
も
い
は
ず
刊
ハ
合
一欲
し
て

-

一
以

晴A

担
い
a
u

を
下
げ
た
、

老
の
限
か
ら
は
ポ
タ
/
\
と
浜
が
倣

っ
た
。

L
由

ι
v
HらS
し
み

隠
9
c
，

俊
{

淑
老
師
附
は
、

そ
れ
を
H
Aる
と
銘
謝
し
て
、

血
管
事
掌
$
〈
ぺ
抗
才
噂
仏

「
よ
い
/
\
納
っ
た
か
、
作
兵
術
さ
ん
、
少
し
冷

尚
"
ふ
令
書

ω

え
な
す
っ
た
ぢ
申
、

l
p
v
什
は
純
一
と
う
す
骨
格
い
で
の
、

ぢ
e
g
ゃ
う
占
当
時
・

4

持
病
も
ち

は
以
付
け
ん
と
い
か
ん
、
今
日
は
そψ

。
め
て
お
き
な
さ
れ
」

さ
う
い
ひ
な
が
ら、
料
品
川m沿
っ
た
科
航
を
甘

n
ぃ
，

A
O

住
宅
・

銃
一
'
に
布
に
〈
る
み
了
へ
た
e

-
置
よ
・

2
・8

事
主
且
乙
惨
さ

制
問p
ニ
サ
り
集
っ
て
ゐ
た
、作
兵
衡
の
子
や
孫

ゃ
、
松
臓
の
時
錦
、
ほ
ん
た
う
に
協
側
回
紙
ら
れ

た
宇
う
な
鋭
が
の
腕
を
併
で
弘
、
〈

9
か
へ
し

〈
り
か
へ
し
付
慨
を
の
ペ
て
、
ぞ
ろ
(
と
詳

婦
へ
か
へ
っ
て
い
っ
た
。

m
N
J
婦
に
よ
ら
ず
、

叫
が
械
に
よ
ら
ず
、
伊
う
し

た

r
r手
喝

9
・
・
客
、
る
を

-
-
z
-
z

た
多
人
掛
院
の
集
る山
曲
、
き
っ
と
築
山
崎
に
は
病
人

ι
v
m
r
r

u凡
が
山
酬
が
た

、
それ
が
悦
が
の
お
村
川
町
、

的
懇
附
の
燃
料
に
よ
っ
て
脱
さ
れ
た

、

だ
か

ら
鋭…r
、
続
的
即
時
っ
て
も
炉
つ
で
も
儲
を
炉
、

除
う
轟
み
で

川
町
粧
をH
Aに
山
同ら
れ
た
。

み
ず
の
僻
偽
装
僻
と
い
ふ
と
、

抗
告
ら、

伊
紙、
銃
磁
へ
か
け
て
、
ず
っ
と
問Wに
刈
る
ま

で
、
ヂ
慨
問
的
の
伊
加
舶
の
滋
か
ら

、

日H併
の
前
刈

を
断
献して
、

い
た
る
磁
の
時
ず
が
て
あ

ひ
と
偉
い
包

ι

る
い
た
l
A
で
、
い
は
V

か
〈
恥
た
海
人
で
あ
る
、

誠
い
ふ
と
な〈、
お
科
線
、
お

料
刑
問
と
附
ぴ
な

a
a
，
し

ら
さ
れ
た
、

そ
れ
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
老
師
が

い
た
る
将
議
を
坊
へ
て
い
っ
て
、が
の
憾
の

れ
い
や
晶
や
毒
事
企
は

B

第
一水
を
も
っ
て
、
約
を
紅
し
た
か
ら
だe
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吟
税
制
保
税
が
蕊
は
、

-

w
静
m
'で
、
嶋

崎
か
ら
問
ツ
お
械
、

ζ
と
に
純
一
監
の
が
.
計
部

仇
事
晶

'
H・
s

・-
U
A

の
裂
だ
と
か
、
深
川
の
木
場
だ
と
か
に
は
、
お
氷

山m
m
m
の
舵
川
内
は
械
の
雌
〈

M
m
m
m

さ
れ
C
ゐ
た
の
で

あ
っ
た
。
叫
ゆる
に
懇
の
足
は
、
一
茶
に
概
略

，
擦
と
し
て
詳
は
い
た
が
場
に
なる
か

錦
ら
な
いず
れ
均
し
さ
を
舵
っ
て
、
吋
は
此
よ

〈
、
か
ね
て
椴
喝
の
あ
っ
た、紙
品
川
-
F
Z
削
減
十一
脱

却
す
の
批
総
川
町
の
蹴
き
に
断
じ
て

、
和
郎
M
mと
.
仕
の

将
帥A
Tの
総
悦
の
紙
へ
宇
っ

て
が
た
の
で
あ
る

。

P
Wの
、

蹴
紙
椛
似
の
誠
M
M使
、
ザ
は
る
L
ま
与

に
射
を
拠
っ
て
、
十
一
劫

f
m
m
十
九
似
の
似
的
を
つ

、
，
f
.
.
.
 

しu
v.e砂僻

必
川v刊
内
仏
川

。
俄M
r
刊
はq、
M鯨
叫
}
川
抑

Wの
山
肝
H川
似
川
の
駅

d材川

を
川
叫
山
て
倣

H吋
叫
をmし
主
て
〈
れ
2
る
伊γり
縦
さ
で
あ

る
え.
叫
特
刊
つ
て
お
料
訴

r
似
炉
の
が

r
は
、
さ
な3がζ
h訟
猷
裂
耐
服
制

の
み
僻
嘗
が

r
に
諜
掛
枇
T恥
京
が
裁
ま
し
(
し
た
?
な

ひ
V
き
が
あ
っ
た
・
紛
が
4
W
M
M

な
獄
似も
悦に
も

叫
州
ら
な
い
服
時
伊
の
持
品
に
、

m
m似
の
舵
刈
が
ど

れ
砂
前
町
み
を
た
れ
た
か
は
紛
憾
に
あ
ま
り
あ
る
・

• 

-
h
z
b
h

属
品
S
'
b
'

総
し
、
か
ね
て
江
戸
の
内
川宥
注
は
、
抑
制が
あ
っ

a
v
L
W
a
，
・

h
z
z

‘
E

、
，
、ε

っ
か
ひ

た
ら
利
仰
を
江
戸
へ
呼
ぴ
民
さ
う
と
、
幾
度
か
侠

-ZL
,,
aL

‘zz 

を
よ

ζ

し
て
ゐ
た
の
で
、
和
内
川
も
併
に
何
度
と
い

-
ゐ
E

マ

h

っ
て
江
戸
へ
仰
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、

な
が
ら
附
と
い
っ
て
も
緋
併
そ
の
も
の

h
A
Tう

な
崎
伊
の
山
内
一

部
の
縛d
，
を
部
れ
る
と
と
が
r
府

、
苦
し

Z
H

危

な
か
っ
た
の
で
、

m
の
す
み
衣
筑
さ
っ
さ
と
、
江

z
t

主
こ
d
t
o

一
u
t
b
k
h
k

戸
を
立
っ
て
、
紋漬
か
ら
野
-
H
N
の
渡
し
を
絞
っ
て
、

事
MT

h

で
主
主
，

S
I

草
島
事

a
w

縦
抑
制
れ
へ川
る
と
、
夜
が
夜
小
で
も
日此
ζ

す
り
此
町

む
ほ
宮
内
，

u
'

を
越
え
て
内
初
へ
か
へ
る
の
を
常
と
し
た
@

￡
z

b
う
を
治
会
主

此
の
江
戸
位
相
棋の
な
す
が
ら、
お
L

お
水
採
が

ル
ま
み

4
・電L
，
a，

b
匝

泊
ら
れ
る
、
お
也
市
和
仰
が
泊
ら
れ
る
、
と
い
っ
て

'
おA
a
Z

包
ι

時
基
v
-
-
9

・8
巳

織
に
な
A
γむ
老
人
一、
作
品
約で
ひ
き
仔
げ
た
小
川そ

そ

h
v
'
e
E
ん
・
主
宰
主
主

拠
の
他
山
刑
人
に
限
リ
は
な
い
が
、
い
た
る
山
崎
乞

巴

&
ι
τ雪
置
い
・
4

は
る
、
ま

L

に
、
よ
し
/
\
と
、
内
側M
m
"
の
暗闇

サ
b

・
・9

そ

V
や
る
く
す

4
8

孟

A
R
e
-か置

水
&
以
て
兆
の
州
市n
を
放
っ
た
こ
と

凡
そ
叡
限

き
り

り
も
な
い
ζ

主
で
あ
っ
た
。

と
し
《
瓜
を

L
-'A
3

ひ
と
，
・
h
Z

た

あ
る
年

・

の
彩
、
利
仰
が
一
人
江
戸
を
立
っ
て
内

と
ち
吾
み

終
か
ふ
申
。

幼
へ
か
へ
ら
・
科る
念
中
、
緩
い
冬
の
日
のζ
と
と

白
の

u
z
b
k
O

〈

'
z

て
、

野
山
の
波
し
が
そ
ウ
日
が
暮
れ
て
了
っ
た
、

へ
叫m
d
Mが
あ
っ
た
の
で
、
山
川
も
つ
け

ず
テ
タ

L
'
t
'
W

ふ
b
e

テ
ク
と
此
こ
す
り
峠

ー

へ
か
h

る
と
、
鎗
か
ら

t
q
g
aヨ

れ
ふ
L
a
z

幽
田
山
帽
を
か
つ
い
だ
殺
削
と
必
づ
れ

に
な
ら
れ
た
@

れ
み
し

み
事
-
E
L
-
-
'
L

獲
幅
岬
も
お
水
利
仰
の
と
と
は
知
っ
て
ゐ
た
も
の
と

肘
え
て
、
い
ろ
(
税
制
み
し
て
援
を
梢
つ

事
長A
J
E
Z

明a
d
uゃ
う

C

句
・
・8
m
憎

た
ら
し
か
っ
た
。
恰
波
山
以
上
を
穆
え
て
樹
側
~

'
b
R
f

，
‘
』'
』
側
診
。

下
ら
う
と
す
る
と
、
こ
ん
も
り
と
し
た
杉
の
木
立

t
b
a
Z

盈
鴨

w
e
Z

骨
月
号

の
中
へ
、
い
つ
も
兎
が
山
川
る
必
へ

k
x
m
躍
り
夫
れ

た
に
し

a
y

事
車
内J

ら
し
い
何
や
ら
ぬ
い
動
物
が
う
ご
め
い
て
ゐ
る
の

b

日

年
M-
L

，
r
E

，、
.
7W愉
多

が
般
に
刈
っ
た
、
税
制
仰
はω
山
間に
鈴
織
を
か
ま
へ

念

、
@
'

て
、
獲
物
を
し
と
め
よ
う
と
し
た
‘

寺
内
比
岬川

庶
民
お

仙
川
有
料
に
はk
F
A
V
ら
凶
阿
に
ひV
〈

も

の
が

あ
っ
て
、
日
だ
雌
に
総
附
の
似
附
を
附
川
へ
て
、

t

』
量

Z
内
9
a
3曹

『
少
し
符
っ
て{
れ
、
あ
れ
は
お
仙
川
市
周
で
は
あ
る

ま
い
ぞ
」

s
e・
炉

匁
み
し

h

波
宮
引
に
型
的
はム
ツ
と
し
て
、

-

e

S
F

な
ほ

n
z

-
w

「
此
の
砂
哉、
何
を
ツ
」
と
酬
明
取
ま
で
山
川
た
が
、

-
z
i
r

。
，S

島
「
ゐ
AS
‘
・
ら申
，

骨
骨
山
ぬ
は
か
ね
て
か
ら
承
知
し
て
ゐ
る
御
水
利仰

ル
ァ
、
号
制

号
明

の
徳
で
、
誕
の
ま
L

恐
れ
入
っ
て
、
い
や
あ

っ
ゆ

か
た
も

同
湾
S
Z

食
品
ゆ

-
zL
串
，

に
k

ら
れ
た
形
で
法
然
と
件
む
と
、
モ
ウ
利
的
附

' 

• 

仁
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島
z-
-
h
i

p

ば
柿
持
品
局
に
は
ゐ
な
か
っ
た

a

間
似
た
が
の
?
な
い

一均
予
の
叫
い
が
れ
怖

に
読
す
る
と
、
そ
時
い
と
主
だ
っ
た
、
そ
れ

民
証
言

E
t
9

・
宰

h
-
g
Z
&
A
五

・

は
i

兎
一
で
も
動
物
で
も
な
〈
、
混
に

ポ
民
正
絡
の

主
も
T
，
、
・
5

し
畠

-
z
'
a

た
M
V

L
A
P・a・-
，

Uへ
附で
孤
も
ぬ
い
行
衣
を
ま
と
っ
た
銭
。
・
修
行

L
W

ζ

除
草
げ
雪

印
U
O告
守

み

和
だ
っ
た
。
此
の
舵
叶
で
俗
的
が
似
た
と
比
・
え

て
、

昨
ん
だ
や
う
に
な
っ
て
例
の
が
の

W地
に
う
づ
〈

ま
っ
て
ゐ
た
の
だ
っ
た。
時

.

m
p
g、
恒
三

.
般
の
叫
叫
刊
を
ず
絞
し
て
川
町
の
誌
を
併
主

せ
た
。
M
W郎
両
へ
き
い
ぜ
ん
の
総
附
も

a
Tっ
て
が
て

，

コ
《
'

昭
雄
崩
して
ゐ
た
。

「
あ
え
わ
し
が
一
山
崎
で
よ
か
っ
た

、

ζ
と
に
針
。
惣
を
す
ヂ
川
町
だ
っ
た
わ
と

m
m慨
も
、
総
叫
Wも
、
蹴
同
川
も
ぷ

μ
ら
が
の
が
燃

と
鳩
山
臥
・
と
を
よ
る
と
ん
だ
艇
が
る
つ
も

ι。

a
z
'
e
z
z

u

危

E

と
ん
な
此
だ
っ
た
から
殺
の
合
時
、
江
戸
か
ら

=
掃
の
十
棋
が
へ
倒
的
問
す
る
船
山
町
に
あ
た
っ

h
艇

で
は、
お
惑
は
お
付
誌
と
い
へ
ば
、
予

昨
日
山
総
の
や
う
に
店
が
叫
ね
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

も
Z
Y
J主

E

主
，
、W

宮
島
f
、

一
か
を

舎
守
，
，

hw鈴
江
戸
の
徳
化
も
中
々

に
お
〈
、
災
の
前
凶
凪

す
ん
で
の

を
側
慨
す
る
の
あ
ま
り
か
や
と
な
る
も
の
も
ペ

〈
な
か
っ
た
、
村
で
も
山
知
的

r
m
F
み
討

，

T5

た

て
い
9
ん
に

ご
と

r
'

ぶ
を
山地
てた

・

内
HF
尼
の
如
き

は
と
〈

に
勝
・4
た

nzs'
 

-
人
だ
っ
た
e

刊
の
制
強
す
の一
城
掛
訴
は
、
母
〈
一
昨
の
特

漁民
仙
仰のが
品加
淑
川
町のけMMr
-科ぬ
附
叫
ん

m，

悦
叫
引
の

蹴
品
川
で
あ
っ
て
、
か
税
い
間
山

一備
の
炉
で
、
断
。
必

耐
を
減，
織する
占
で
の
が
約
は
お
よ
そ
域

対
て

M
E
 

い
の
も
の
で
な
か
っ
た
と
と
は
、

よ
〈
肌
仙
ひ
干
る

と
と
が
山
山
が
る
。
枇
し
そ
れ
も
、
伊
始

m
m
m
と
し

て
の
、
す
働
総
訟
の
餅
が
あ
っ
た
れ
ば
と
そ

だ
。

か
{
て
お
貌mw
，

は
、
郡
山
=
砕
の
十
梅
若

唱
し
ぶ
ん

S

W
曹
n
t崎
句
む

ぷ
ん
し

ゅ

弟
子
分
の
慾
滋
利
仰
に
ゆ
づ
る
と
、
自

分
は
主
主

-
h
z

a

￡
e
z
s

r
、

aT

Z
Hv
-
F，

し
て
江
戸
に
踏
み
止
ま
っ
て
、
後
ム内務
水
化
訓
"
に

HV

た

阻
ん
u
，

e
い
《

弘H9

悼
uv

乙
れ
E
Mも
足
ら
な
い
繁
忙
な
生
前
に
入
っ
て
ゆ
か

れ
た
。

。
a
'
4

の
う
g
a
v
a
，
L
'

阜
市
市
ん
げ

4
ぜ
ん

一
院
に
老
病
死
と
い
ふ
け
れ
ど
、
人
間
の
裂
前

の
が
締
は
峨
と
い
っ
て
も

ω川
市
別
で
あ
る
、
成
概

m
t

p
u
z
z
'
均

M
T
-
.
，
、

ほ
や

ζ

"
v
-
F
a，
，
、

の
大
部
長
は
・
剣
粋
で
あ
る
、
平
〈
か
ら
此
の
州
市
口 -

可
ろ
さ
い
民
る

う
れ
L

，
令

官
￡

救
済
の
た
め
に
仮
た
μ
た
、
お
水利
内
川の
州
側
き
ほ
、

Z
A，
円

?
G
J

6
F

S
'
E

包
ι
z

A
L〈
野
の
mn人
4
へ
は
桧ー

の
m時
人
と
で
も
い
ふ
・
へ

き
急
だ
っ
た

祭
出
ず
の
みd
v
d耐の
傾
き

を
し
て

・
う
ん
に

も
かr

膏

は
、
た
ま
/
\
岨
可
伸
子
山
川
町

恋M
出
に
力
を
渇
へ
ら
れ

サ

た
も

の
で
あ
っ
た
に

過
ぎ
な
い
。

か
う
し
て
川町
怒
r
、
が
に
ふ
み
が

陀
'
'

Z
A
V品W

2
L
b

A-
2
L
e

一"
'

織
に
時
制
す
る
と
と
七
十Mm、
別
総
九M
m

・

i
M

一-
T

与
色
、

L
・

F
J，

e
Z
HMv

s
e
a
b
'
d

ヤ
札口
‘
総
本
hJ
刷
出
品
門
のAH築
計
繋
が
さ
ん
/

\

と

レ
￡
h
U
A

a
p，
e

車
か

私
事"
耳

鳴M
L
τ

ぃド
ラ
'
内

初
・
以
の光
り

に
師
陣
〈中
に
、

必
仰
以
な品冊
子
氏
辺

山
町のね
ん
ど
る
な
抑
制
を
う
け
つ
ヘ
七
十
問
低

会
ろ
抗
・
・
‘
9
v
ι

e
'
h・4
，

包

O
凶F
柑
い

S
J
V脅
論A
d
y

L司
事

の
前
倫
を
以て
腕
配
地
球
品V摘
出
内
一
切M
m輪
以

に
蹴
鋭

、

せ
ら
れ
た。

。
，
も

か
つ

9

w
z
u

通
知
に
よ
っ
て
駆
け
付
け
た
、
三
浦
十
幼
守
の

M
W
M
冒
b
も
自
由，

。
，

L

ゐ

ぶ
9

h
w陪

叫
慾
訟
和
判
例
は
、
老

M
Wの
お
白
骨
を
政され
た
が
、
そ

定

時
長
ん
で
あま
り
あ
っ
た
、
そ
し
て
よ
〈

即
れ
ば
仰
の
崎
川
の
ど
れ
に
も

ζ
れ
に
も
、
埼
寸

っ
と
し
て
抑
制
餅
の
艇

が
よ
っ
て
持
母
・
え
た
脱

税
の
献
り22
2

な
い
、
呼
ち
お
材
料
似

の
桜
と
め
戸
、
み
主
の
対
り
に
眠

U
Fぬは
な
か
っ
た

と
い

ほ
れ
た
・
〈
鯵
〉



( v.n 1 生一一命の飛一一限

借 ・ 随 ・ 仰・ 43

ど
ん
な
に
部
し
い
一
銭
で
あ
っ
て
も

、
ど
ん

な
に
燃
輔
の
m
mそ
肋
た
に
し
て
も
、
部
い
焼
か

い
は
さ
て
静
き

、

税
問
献
が
動
の
吋
船
内
い
か

L
は
ら

ず
川
内
の
一
銭
と
い
・
か
も
の
が
、
鎚
れ
る
こ
と
に

織
ま
り
貯
ぬ
こ
と
に
縦
り
札

γか
げ
る
も
の
と
し

て
、

誠
一
蛾
齢
だ
け
が
駆
践

と
抑
制
け
ら
れ
て
そ

れ
ル
併
含
隙
み
な
い
必
滋
に
と
っ
て
は
『
鎚
れ

る
』
『
m
rぬ
』
と
い
ふ
こ
つ
の
部
批
を
郵
く
政

殴
蛇
の
抑
館
の
や
う
に
税
へ
て
ゐ
る
ら
し
い
の

で
ゐ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
柵
減
ず
る

m
m邸
付
叫
な

酔
帆
仰
と
す
る
誠
に
慨
ら
の
賂
ひ
を
撚
ま
な
い
の

が
和
島
川
町
総
収
慨
に
一
郎
し
た
時
間
ら
し
い
の

生:

, 

L当』め

'Pllぃ

の

飛ひ

で
ゐ
り
ま
す
-
m刊
は
そ
ん
な
惣
慨
に
拠
隠
さ

れ

た
税
へ
放
を
寸
中
織
れ
て
械
を
骨
っ
て

bた
い

の
で
あ
り
ま
す
。

『
店
限
一
件
と
し
て
の
俄
は
砂
脈
の
十
胞
を
峨

務
脱
と
し
て
酔
川
町
た
く
即

m
rの
晶
を
砂
げ
た
・

そ
れ
か
ら
砂
蹴
穂
町
の

M
fを
鰍
組
り
に
も
部

し
み
出
して
は
叫
附
似
協
の
一
舗
を

m
mみ
綴
っ
て

僻
徐
に
・
ぽ
そ

w
m
w
っ
て
倣
はmrんで
停
っ
た
悼

牒
静
の
必
滋
は
と
の
山

m
m
M
倣
な
砂
踏
を
紗
惨
と

し
て
『
あ
の
店
は
附
械
も
ゆ
め
り
ゅ
伽

J
m山
川
仰
山
血
管

も
勝
っ
て
ほ
と
し
て
の
戦
部
献
を
鵬
ひ
っ
く
し
た

斡
耐
な
刈
で
し
た
ネ
』
と
も
骨
ふ
で
せ
う
し

、

耀?
橋

麟

瑞

司
あ
ん
な
に
蹴
践
し
て
骨
ふ
も
の
も

会
へず
隙

創
作
怜
や
械
と
航
ひ
つ
ど
け
な
が
ら
限
て
は
砂

獄
の
ドγ肢
に
叩
怖
い
だ
が
そ
れ
が

一
低
限
の
ほ

岱
で
せ
う
ほ
ん
と
に
悌
れ
な
ば
で
し
た
キ
』
と

も
魯
ふ
で
あ
り
ま
せ
う
・

こ
ん
な
こ
と
で
刈

Mむ
を
酸
識
し
船
椴
ず
る
服

そ
刈
附
と
れ
附
け
ら
れ
る
ば
滋
の

m
m
mに燃
て
滞

。
均
忽

'
"
-
F
h
L
'

む
街
は
加
円
で
あ
り
ま
せ
う
@
場
へ
て
え
る
ま
で

も
な
く
附
艇
で
あ
り
ま
す
。
脈
る
附
艇
な
必
儲

に
は
此
の
仙
川

M
Wだ
の
仰
の
刈
川
町
だ
の
と
印
刷
船
か

し
く
hが
ひ
按
てる雌m
m
も
な
さ
さ
う
で
す
・
そ

れ
は
職
、
勝
を
似
け
ゅ
ん

rを
絡
さ
傍
砕
を
船
餓
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し
き
へ
す
れ
ば
礎
物

O
K
な
の
で
あ
り
ま
す
。

か
う
し
て
舟
ん
で
品
川
〈
だ
け
の

こ
と
に
し
て

肋
ると
刈燃
と
い
ふ
も
の
も
椛
制
あ
っ
け
な
い

。
.
・
2

ゅ
・9
・
r

も
の
で
あ
り
、
明
耐
と
い
ふ
こ
と
が
細
川
あ
っ

け
な
い
と
い
ふ
険
制
に
な
り
ゃ
う
は
併
さ
き
う

で
お
りま
す
。
つ
まり
、
M
斡
り
枝
蹴り
船
訟

し
て
伊
く
は
川
町
附
滋
を
鶏
砂
耐
伊
慨
に
漏
起
し

て
伊
中
け
ば
上
い
こ
と
に
な
り

、
い
は
r
地
動
艶

た
糊
脚
凶
設
で
し
か
あ
り
憎
ま
せ
ん
。
こ

れ
を

h
mし
陀
附
だ
と
す
る
な
ら

ば
、
'
M
m
械
や
川
町
山
仰
や

仰
向
伊
を
秒
る
刈
滋
は
そ
れ
で
も
一
服
い

L
と
し

て
、

そ
ん
な
も
の
さ
へ
静
ら
札
な
い
で
ゐ
る

R

艇
の
刈
蹴腕一
蹴
の
続
抵
は
一
邸
側
の
野
県
が

ゆ
め
る
の
で
せ
う
。
制
限
店
内
制
限
に
峨
慨
す
る
刈

滋
の
ナu
Jパ
ー
を
川
市
れ
た

オ
ー
ル
ス
タ
ー
に
お

織
の
臓
と
配
町
の
附
械
を
山
町
ぎ
た
〈
も
な
り
ま

せ
う
。
偽
し
そ
ん
な
澱
や
問
機
が
山
附
し
て
聴
い

こ
と
だ
と
は
腿
っ
て
ゐ
な
い
の
で
す
が
、
制
的
は

ε

そ
ん
な
和
恥
で
の
ぬ
き
な
郎
さ
よ
り
も
、
も
っ

と
関
対
縦
な
れ
保
で
店
内
田
阪
の
惚
柿
錯
砂
に
時

し
て
は
川
蹴
の
働
か
ら
艇
れ
た
封
ゆ
で
お
織
も
し

設
叫
も
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

府
側
の
助
か
ら
め
れ
ば
こ
そ

、
日叫れ
た
と
い

句
‘E
L

麗
E
R
'
憎
・
一
・

h，
.
』

b・

ふ
桝
引
で
一
佐
が
紛
ま
り
、
死
ん
だ
と
い
ふ
引
で

一
銭が
蹴
る
こ
と
に
な
る
の
で
せ
う
が

、

即
吟
し

て
そ
れ
だ
け
の
も
の
で
せ
う
か
。M
M叫
は
も
っ

と
も
っ
と
賂
っ
て
bな
い
・」
と
には
椛
慌
の
こ

と
は
鵬
ら
な
い
の
で
は
な

い
で
せ
う
か
。m
m船

に
慨
し
て
凶
踏
と
い
ふ
茂
除
が
あ
る
や
う
に

、

そ
れ
ぞ
れ
の
附
鵠
も
潜
っ
て
ゐ
る
怖
で
は
あ
り

ま
す
が、
そ
れ
な
ら
ば
一
舵
伊
駐
が
俄
臓
と
持

駒
と
の
慰
問
か
と
溜
対
し
て
島
る
と
阪
と
し
て

倣
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
も
の
は
刈
脳
が
勝
宇
に

悌
め
た需
齢
で
あ
っ
て
、

民
的
あ
り
ゃ
う
は

、

税
船
主
劫
船
と
が
補
断
械
は
付
し
た
蛾
に
あ
る
と

腐
は
れ
ま
す
・
抑
的
は
臨

M
m川
し
い
慨
税
へ

て
ゐ

る
こ
と
な
の
で
す
が
鎚
れ
て
恥
る
ま
で
の
『
必

儲
助
隊
“
と
、
鈴
れ
て
か
ら
舟
ぬ
ま
で
の
隣
諸

『
刈M
m
h
と
、
m
rん
で
作
っ
た
似
の
『
刈
付
川
市

• 

能
』
と
が
一
つ
の
縦
に
協
な
っ
て
ゐ
る
砂
錦

、

な
ぜ
必
ぽ
だ
け
が
粧
鰐と
仰
け
ら
れ
て
併
鰐
俄

に
邸
内
似
僻
さ
れ
な
が
ら
、
そ

れ
妙
蹴
と
ル
倖
と

が
則
的
とMHけ
る
即
日
似
め
か
し
た
船
泣
か
ら
関

川
刑
さ
れ
る
の
で
せ
う
リ
情
附
の
械
を
出
仰
れ
る

-puhrhMtu--

‘ •• 

‘w

令

-
r

晶
、

仙
沼
は
訟
即
日
動
と
名
け
ら
れ
て
ゐ
る
が
地
球
を

依
む
僻
般
に
勝
れ
て
撚
儲
する。
倣
が
燃
儲
ず

る
限
の
み
が
慌
し
v
t
m
蜘
の
税
抵
で
は
な
い
。
問

』
色

e
-
-
h

明J
3ζ

ほ
よ
り
と
も
な
く
飛
ん
で
来
て
何
山
崎
へ
と
も
な

く
和
ん
で
却
る
。

燃
削
除
制
も
鰍
川
削
除
守
も
釦

r

g

q

t

'

 

資
た
り
仰
る
障
刊
で
は
な
い
か
。

M
M
Uは官
同
除
・
』
の
綜
れ
て
慨
蹴
す
る
砕
繊
の

や
う
な
も
の
で
は
な
い
の
か
。
織
に
川
勝
る
際
備

に
し
て
も
蹴
脱
が
あ
る
や

う
に
m
mへ
る
の
は
島

る
仙
の
印
船
が
郎
防
を
却
っ
て
ゐ
る
だ
け
の
悦

で
は
な
い
の
か
・
店
慨
が
腿
ら
れ
た

M
M出
だ
け

を
蹴
邸とし
て
聡
路-b
cほ
、

制
問
邸
の
鰍
傑
や

館
閣
の
脳
同
僚
に
山
町
る
蹴
鰍
だ
け
を
ゆ
鴎
と
し
て

駒
峨
ふ
のと同じ
m
m較
に
紛
っ
て
ゐ
る
ん
で
は

な
い
か
と
山
酬
は
れ

ま
す
・

' 
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と
こ
そ
地
獄
の
怖
同
僚
を
か
指
ゐ
ら
し
め
る
か
協

か
の
昨m
wで
あ
っ
て
、
械
が
の
総
へ
は
踏
に
幅

柑
対
附
臨
を
縦
断
に
栴
除
ず
る
も
の
で
あ
り
ま

せ
う
。
そ
れは
倣
ず
る
税
に
は
邸
付
惜
し

、

叫
ゆ
ら

ざ
る
識
に
は
惑
し
な
い
や
う
な
繋
純
弘

砥
m
v邸
で
は
な
く
し
て

、

紗
く
ま
で
舵
蹄
憾
な

Mm併
の
撒
腕
に
蹴
ず
る
も
の

で
お
り、
ま
た
さ

b
a
品
、
必
炉
心
百

&
mh
h

乞
ん
必
喝
い
''・

M
m
Aに
同
期
う
し
た
考
へ
ぶ
か
ら
人
叫
だ
け
が

嶋
一
の
時
低
で
な
く
、
山
川

M
mル
ザ
献
も
山
川
円
四
肋
除

法V献
M
f
n
m

川
こ
そ
沼
山
ryζ
鵠
H
O臓
が
あ
る、とし

て
も、
そ
こ
に
蹴
と
し
て
郁
概
す
る
獄
併
の
継

れ
は
m
w
d
b

ず
る
こ
と
はV
ぎ
な
い
で
せ
う
。
静

〈
抑
制
へ
て
侍
る
と

、

M円
鳴
対
悔
の
鵬
鉱

h
w蹴
の

邸
き、
蹴
俄
日
間
の
鰍
軒
、
現
山

間
似
蹴
川
町
帯
び

、

い
づ
れ
も
が
殴
酪
の
櫛
き
と
し
て

m
m膨
ら
れ
一
一
一

阪
の
獣
践
を
峨
ぷ
な
〈
倣
航
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
号
。
慨
-
bに
山
川
は
山
口
れ
た
こ
と
の
帆
に
ゆ

が
何
擬
さ
れ
て
伊
り
ま
す
。
そ
れ
が
蹴
鯨
の

h
r

蹴
で
あ
り、h
w献
の
部
隊
に
蹴
て
山
間
似
仲
臓
の

四
m
mは
ぬ
砂
で
あ
り
ま
す
。

h
w
m
m

ナ
る
が
搬
に

こ
そ
腕
び
も
あ
り
織
し
み
も
あ
る
。

h
w即断
す
る

が
憾
にR』
そ
郎
ひ
は
ぬ
の
糠
ひ
で
な
く
離
し

み

も
除
の
放
し
み
で
は
な
い
。
そ
の
静
観
の
慨
に

m
w・
中
山
山
倣
そ
し
て
紙
織
の
細
川
り
と
し
て
蹴
る
べ

今
、
精
鋭
の
静

一
織
へ
刻
一
附
し
紗
る
か
散
か
ど

m
m
m

の
限
蹴
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
ぜ
ん
。

こ
の
対
訟
の
昨
織
へ
加
階
し
砂
る
と
い
ふ
こ

う
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
お
り
ま
す
@

法
は
一
般
は
が
ら
り
と

ωー
ま
で
部
匙
ん
だ
悦

駅
り
や
は
概
へ
や
淑
叫
叫

ん
は
知
機
や
偲
臓
や
仇
械

を
除き
ず
で
、

税
勲
一Hに
な
っ
た
一
泊
料
知
の

九V
Mに
叫
抑
制
齢
っ
て
除
る
こ
と
で
す
。

M
b併
の
材
縦
と
し
て
蹴
る
べ
き
将
獄
の
か
織

へ
焼
跡
し
仰
な
い
税
の
抑
制
く
慨
は
地
郎
官
犠
を

z
z
b
Z
F

ら

E

草
川
献
じ
は
し
て
も

、

締
局
そ
れ
は
地
臼
だ
け
の

も
の
に
紛
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
や
和
抑
制
に
撚

る
貯
の
隙
間
が
『
貯

b
と
し

て
の
み
蜘
る
か
、

臓
は
獄
併
の
一
対
蜘
仰
と
し
て
の
鉱
俗
の
榔
?

恥
る
か
は、
以
内
識
の
佐
織
へ
放
慨
す
る
か
識
か

で
忠
ま
る
も
の
で
、

m
r山同
部
伊
的
械
の
お
加
に

金一一命の飛fl11 ー-

よ
-
-
依
っ
て
定
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

に
は
脚
、
掛
川
.
と
し
て
般
競
に
都
ず
る
践
が
あ

り
、

m
mの
時
雌
は
脱
蛾
閉
山
を

m
v
r
T
」と
に

k
'
h

H
め
叫

依
つ
て
は
じ
め
て
快
例
な
も
の
が
あ
り
ま
せ

う
こ
れ
は
つ
ま
り
偽
似
の
附
却
と
い
ふ
こ
と
に

な
り
ま
す
が、
m
m
M
均
し
た
倣
鰍
の
刈
に
ほ
帥
ら

紙
特
をh
wけ
仰
た
櫛
の
や
う
に
総
ぜ
な
伽
燃
が

版
蹴
さ
れ
て
、
そ
こ
に
は
m
m
m
の
忠
勝
し
縦
い

酷
般
の
愉
燃
に
制
民
ず
る
こ

と
も
あ
り
侍
る
も

の
に
m
m岱
あ
り
ま
せ
ん
。

M
m減
械
の
い
ふ
蹴
般
の

h
mと
い
ふ
は
雌
時

制
併
す
る
鰍
燃
と
は
銀
側
服
役
も
の

で
す
が
。

献
に
秘
は『m
r』
の
般
し
み
を
『
俄

M
m』
の
抑
制

び
に
卸
き
掛
へ
た
般

併
の
鋭
僻
叫
仰
の
怖
か
ら

、

低
般
か
ら
制
民
し
得
た
店
と
し
て
織
に
時
帥
〈

断
つ
梢
般
く
悩
め
ゆ
る
必

の
刊
に
峨
鉱
山
跡
静

を

島
峨
し
ま
す
・
鱗
約

一般
鉱
山
出
悔
は
紳
腰
な
時
脳
的

凪

棋
の
な
れ
の
即
刻
て
ど
お

り
ま
し
た
が、
総
燃
は
品

川
九
の
獄
へ
を
臨
も
野
純
に
却
や
れ
て

、

M
M
U
の

、

. 
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, 

m
u恥
町
山
川
協
を
取
締

m
fの
ゆ
仰
山
に
一
税
問
貯
し
〈

恥
ぎ
た
腕
胎
椛
だ
と
秘
は
邸
ひ
ま
す
。
臨
時
酷

か
ら
山
川
倣
し
た
微
で
あ
り
ま
し
た
が
、
総
の

w

m
Mれ
協
は
雌
仲
を
m
rて
、
府
か
も
一
相
似
仲
を

少
蹴
に
悦
川
底
し
仰
た

船
時ひ
の
仙
川
川
山
を
船
似
し
た

→
却
で
し
た
。
取
の
伊
る
伊
も
縦

ら
ぎ
り
け
り

と
限っ
た
倣
に
は
、

鮮
総の
取
のh
Tじり
を
は

&
罰
、

-
a

凶
n
e
-
-
3

・
「茸
M
E

ね
返
す
鯨
以
上
の
鈍
が
あ
り
ま
し
た
。
浄
土
に

也
市
刊
の
胤
仰
と
や
山
山
政
ず
ら
ん
と
除
侍
し
た
倣
の

附
慨
は
鶴
艇
と
し
て
政

W
LL和
紙
を一
節
す
る

4A7L-

euuc 

倒
ひ
に
蹴
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

げ
に
船
主砲
F
…
伊
し
き
も
の
は
あ
ら
じ

L
瓜

蜘
脇
に
蹴
慨
し
た
眠
時
な
倣
の
慨
特
に
は
陀

刷
粧
を
将
む
る
ぽ
憾
な
か
限
よ
り
伽
に
な
か
っ
た

怖
で
ゐ
り
ま
す
・
川
町
は
縦
断
砕
慨
鰍
什
七
の
似
引

を
織
〈
衝
に
僻
よ
り
も
町
君
の
慨
を
蹴
る
も
の

は
倣
の
俄
山
羽
織
で
あ
り
ま
す
も

『
制
対
税
制
入
府
に
挫
岱
は

、

峨
制
ご
肘
入
山
町

山
問
中
村
山
'

ぺ
し
糾
す
院
も
し
作
一
枇
ゐ
ら
ん
必
は

終

り
て
ル
るべき
。
ト

よ
し
を
路
聡
臨
概
略
の
和
に

加
を
がて
さ
せ
た

微
でL
た
。
法
服
の
時
慨
し
た
読
勲
で
一
?
?
と

k

，

iω

2
1
Z‘L
 

「
却
の
務
罰h
で
あ
り
主
す
。

そ

れ
が
哨
援
も

W
に
和
利山し
民
除
雪へ附
加
し
た
腕
に
略
へ
ゃ

う
の
た
い
知
町
さ
が
あ
り
ま
す
。
齢
叫
そ
の

mv

が
h
r空し
た
が、
『
中
町
の
俄
附
m
M
z
m
肌
せ

り
。
縛
る
九
m
m問
慰
問
ず
封
殺
を

芯
ぐべ
し
。

そ
の
h
r舵
阻
あ
る
べ
し
』

と
獄
に
跡
取
川
裕
な
憎
も

の
附
取
を
・
ば
し
た
の
で

け
ん
t

uz
，
、

m
A
m

あ
り
ま
す
が
、
問
k
お
荷
の
中
に
お
っ
て
も
、

縦
組
制
は
悦
の
こ
だ
は
り
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
『
援
のふ喝
あ
ざ
け
りをた
し
て
志
へ

っ
た
ぷ
に
忌
お
笠
静
を
わ
ざ
な
り
』

と
腕u
い
た
の
も
無
静
は
あ
り
ま
せ
ん
。
偽
し

般
的
の
叫
r
w叫
に
は
目
白

ひ
は
鰍聞か
っ
た
の
で
あ
り

ま
し
て
、
断
翫
の
時
間
は
制
制
御
航
に
は
税
総

に
敵
さ
れて
あ
り
ま
す
。
仇
山
政

、

一
一
山
町
一
一

一
酔
献

に
貯
を
幣
妙
ず
る
ぽ
は
鈍
い
。
総
し
特
蹴
も
七

ケ
削m
dも
仰
向
の
こ
と
を
帯
託
す
る
と
い
ふ
や
う
な

こ
と
は
、

蹴
ル
町
小
山
坊
に
な
し
ゆ
る
も
の
で
鮮
か

• 

• 

ろ
う
し
倣
の
争
中
日

向〈
『
静
紗
川
町
総
の
館
協
に

約
E

よ
り

」「て
司ま
っ
た
く
私
の
は
か
ら
ひ
に
あ
ら
ざ

る
』
は
和協
で
お
っ
て、倣の
惜
敗
が
縦
紙
の

鰍
般
と
ゆ
削
船
し
た
も

o
r
-m
m
f
為
り
ま
せ
ん
.

仰
に
は
鰯
に
『
貯
の
船
内
』
は
除
制

し
て
『
M
U

併
の
一
対
動
燃
』
と
し
て
の
俄
封
が
あ
っ
た
だ

け
で
そ
れ
は
鶴
す
し
に
和
紙
が
一
つ
の
獄
酷
で

為
っ
た
酪
ぽ
で
も
あ
り
ま
せ
う
。
駆

Wは
ど
4

で
も
よ
い
臨
の
や
料
品
川
叫
の
俄

都に
は
艇蹴
郎
防
防

h
Vり
や
へ
か
ら
ざ
る
純
で
あ
る
と
嫌
に
峨
々
が

政
刈こ
の
鯨h
wを
湿
りゆ
る
も
のとは
骨
へ安

せ
ん
が
、

h
r
m
m

M
m磁
枠
制
な
儲
似
に
船
り
山
側
い

m
m
Mに
は
務
底
壊
ま
れ
き
う
も
な
い
俄
山
羽
織

の
や
う
に
政
ひ
ま
す
・
出
仰
向
山
山
山
川
の

脱
へ
は
悌

に
こ
の
川
町
併
の
也
知
般
に
配
す
る
蜘
似
の
蹴
聞
で

あ
っ
て
、

取
艶
の
併
脱
出
に
日
山
町
附
す
る
店
内
む
や

静
仰
向
の
摺
獄
踏
で
あ

り
、
部
滋
と
終
的
仰
を
伸
酔

砂
備
の
対
酔
艇
に

よ
っ
て
強
制
す
る
一
裁
の
帆
一

般
た
ら
し
む
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に

M
W似の

和
附
が
何
泌
さ
れ
ず
に
は
仲
ま
ぜ
ん
・

• -
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鐙
仰
運
動

ニ
ュ
ー
ス

七
八
月
の
お
盆
を
迎
へ
て

川

崎
伊
土H披
大
運
動
に

奮
起
し
ま
せ
う
!

m
mいも
手
記'T
m依
し
な
い

本
a
wは
数
回
貯
の
仲
間
口
の
約
と
な
っ
て

ゐ
る
が
、
い

λ
は
対
川
町
が
吋

k
ピ
ツ

タ
り
と

一
致
し
て
品
開
い
て
ゐ
る
か
ら
で

あ
旬
。
バ
滋
か
の

m
p
p
w
v

-
で
あ
る-

y

げ
れM.
A
吋

じ
r

絶

除
リ
し
な

.
l

』貯
附
の

が
、
こ
の

-

1

・

に
、
京

司白

川に
粉，

時

F
，
-
ぞ

一
凶
門
に
起

が
き

L'
E

傾
注
は
撚

と
給
付
いatw 

り
な
い
年

ー

の云川IJ1

?lt~へ1行j
恭助21TEK
Jhへと
訟のな
おぞ思しつ

T4エペ
で抱授与i.匀!g!.':1l! .lr ~ 
LL に

移行b
íEiζ は

鹿
児
島
谷
山
支
部
の

民
剣
会
信
仰
座
談
令

締雪長(ぷ川'し空 ~，_. .-r. 
fiúし日刊B ， w 先 -LJ' VJ

~ II略的，1J，口 上初jmE
C が ildtzL 人EJ州事
て H1喰}忽そ dpzki ，、
は来句1U~~il. ぷg よ史- ~ 
J1Ei.たし令官にのり叫 橋

て炉 麟

瑞

氏

出

盛ら、刊号 Fes Z帯
、 PR;献悲し

• 

膏
森
市
の
正
覚
寺
て

新
曾
員
獲
得
運
動

E
‘
.
し

L
-
r，
僻
《b

舵
4
f

v
u
h
森
市巾
の
混
提
寺
で
は
紘

一

事
争
L

L

耐
に
ん
し

昨
m
ht
も
任
と
な
っ
て
支

レ
、
間
服
二
十
況
叫
に

は
七

町
を
礼
服
し
て
、
刈
い
に
P

. I

・
事
A，
，
苫
私
室
内

'
b
v

，
、

m
Hカ山
中で
あ
る
が
、
脇
村
に

偽
で
は
令
併
.
V援
を

ゐ
4

e

わ
h
e
a，

た
9
e
い

日
を
勧
誘
し
、
そ
の
趨
成
の

r
T
M
m
m
吋
時
を
艇
併

刊
し
儲
せ
、
m
V駅
併
に
叫

t
z

'

E

F

 

判W
V
で
あ
る
。
恕
-
b
〈
タ

山
川
を
川
村
て

、

邸
対一な
剛
山
バ
榊
ぃ

T
に
制
-
す
る
制
限
び
と

な
ら

中
村
理
事
の
・
近
況

山
昭
篠
山
即

M
V
M
m
m
m
m
'

ド
し

刊
行さ
れ
る
「
法
品m
m
m
m

&
東
証
μ
民
事

刷
、
絞
恥小
々
あ

る
が
、
と

-
U

や
A
F
E
U
-
b

ヒ

同
に
し
た
ら
よ
人
の
法
m
e

対
に
純M
m
m
u〈
か
と
特
へ

泳
法
協
ふ
怒

川
お
側
挺
の
也
同
胞
な
僚
と
で
A

言
明
さ
れ
たもの
で
、

一
a

も
脱
川一川
聞
の
…
rF
将
一
鴻
せ
ら

れ
て

ゐ
る
向
鉱
則
一
伎
は
削ー

決
さ
れ
て
、

鴨
川
町
に
併
r
v
wに
が
敵
，
附
さ
れ
て

ゐ
る
。
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の

V
時
下
新
織
の
健
m
仰
令
伶
械
の
他
行

採
釜
身
元
気
随
峰
山
川
粗
利

の
楽
幻
を
以
て

批
A
W
8化
の
た
め
h
w税
制
F

き
る
前
引
を

感
憎
開
設
し
て
凪
伯
り
ま
す
。
か
ね
て
捌
き

及
び
居
p

ま
す
が
、

幹
郎
岬
の
方
々
に
ほ

別
に
何
等
の
報
酬
と
て
は
な
〈
般
名
佼

蜘W
K伊
同
酬
の
傍
ら
此
の
償
仰
令
の
伐
に
、

ω
ち
時
代
認
戊
の
光
伐
と
し
て
御
務
関

下
さ
っ
て
M
mる
乙
と
は
、

私
共
前
向
鯵
の

叡
訟
と
時
凶
川
心
と
を
感
ず
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
先
な
る
山
川
、
設
然
と
し
て
他
・
}

年
に
し
て
彼
〈
べ
か
、υぎ
る
大
間
仰
令

と
な
り
報
低
調げ
土
は
愈L
R除
却
さ
れ
内

総
も
次
第
に
先
・
災
し
ま
し
て
、

浄
土
公

表
を
鮮
明
す
る
砿
凶
聞
と
し
て
は
一
大
体

力
た
る
を
艇
は
な
い
も
のであ
り
ま

す
・
然
し
雑
箆
の
表
紙
が
ど
う
も
掲
げ
土

宗
風
を
盗
殺
に
顕
は
し
て
な
い
綜
に
忽

は
れ
ま
す
、
円
犯
は.K守
山
Jべ
〈
し
て
仙w
h

六
ケ
愈
い
問
鎚
主
回
路
ひ
ま
す
が
、
ム
戸
川

M凪

を
表
現
し
て
然
も
時
代
泌
総
に
設
仁
た

も
の
に
一
時
も
平
〈
穴
泌
を
お
句
致
し

ま
ナ
。
此
の
山
川M叫
必
加
すm、
納
付
に
掲
げ

土
公
民
な
る
幾
行
年
米
の
淀
川
両
を
必
制

す
る
取
は
殺
も
大
切
な
事
と
m
bひ
ま

す
・
表
紙
に
あ
る
「
浄
土
」
の
中
は
公
民

を
よ
〈
犯
し
て
M
的
り
ま
す
が
、

此
の

• 

一
「
浮
上
」
の
下
と
細
作
・

h
rの
が
必
必
で
は

な
い
か
と
忠
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
品
部
に

私
は
m
m上
初
縫
よ
り
一
い
れ
も
品
開
さ
ず
読

破
し
て
以
前"t
r

が
、
中
に
於
て
中
川
村

輪
開
出
掛
制
の
一
牧
u
d
火
、
U
A附
哨A，
o

一

部
帆
小
抑
制
山
品
。
御
同
州
持
は
必
〈
削
の

m
­

m
ぬ
よ
り
遊
山
川
た
る
も
の
で
あ9
、
又

骨
骨
の
ん
ポ
か
と
し
て
も
・
伐
に
秩
序
る
る
内

解
の
上
に
御
市
内
辛
を
待
め
ら
れ
た
る
事

を
察
し
符
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
­

m
の
御
節
義は
最
も
家
殺
と
し
て
廷し

〈
品
川
も
ぷ
に
も
終
日
開
に
仰
る

J
楽
を
以

て
稼
紳
に
必
ら
れ
て
ゐ
る
取
を
以
ふ
の

で
あ
り
ま
す
。
制
舶
は
ひ
そ
か
に
令
心
の

J
ぴ
を
惣
ず
る
品
円
で
あ
り
ま
す
。
多
段

A
W
H
H
の
内
に
は
私
と
川
忠
の
方
も
多
々

お
作
り
の
恨
と
削
船
ひ
奮
す
が
、
ど
う
か

ω
の
仰
凪
岬
花
は
時
一
-
一
味
潰
し
て
こ
の
布

J -
hい
生
き
た
如
・
伐
の
骨
H
を
味
は
れ
ん
事

を
訴
・
で
由
も
の
で
あり
ま
す
。
感
嘆
の

ま
%
に
曾
き
綴
リ
ま
し
た
門
院
山
州
市
・

涼
光
院
文
部
令
以
・
山
野
麟
=
一〉

マ
答

・
本
合
に
脅
す
る
深
い
御
園q

u
mと
御
支
援
の
御
れH
U然
低
一
品
尚
一
哲
学

務
H
1
0・
仰
を
打
ち
山
節
減
に
を
の
、
か
せ

邑
し
た
。
か
h

"。
合H
H
Hが
あ
れ
ば
こ

そ
、
ド
h
Hも
今
日
の
附
峨
を
祭
〈
柑Fが

川
来
た
Aリ
マ
す
。M川
点V
A，
は
と
も
御
家

後
倒
、
織
の
引
を
切
に
お
側
ひ
山
叩
ヒ
げ

ま
寸
仰
久
紙
に
放
て
は
食
品
叫
の
如
〈

本
却
に
て
も
抑
荷
符
心
を
玖
ね
て
ゐ
ま

す
が
、
t
F
A
W
に
初
出
取
し
い
も
の
が
未
だ

ω
ら
れ
ド
符
々
山
械
に
山
・
3
な
い
と
作
じ

て
ゐ
ま
す
。
今
後
A
W
Uの
方
々
と
山
崎
力

し
て
立
悼
酬
な
も
の
を
作
り
た
い
と
念
闘

し
て
ゐ
ま
す
・

v
+
4
8六月
械
を
お
枯
渇
品
川
孤
き
ま

a

て
ぷ
だ
内
曲
作
ば
界H品
数
し
ま
せ
んが
、

た
紙
を
見
た
瞬
間
に
何
か
ハ
ッ
ト
清
新

な
1
・
に
打
た
れ
ま
し
た
。

き
っ
と
中
に

は
税
の
心
を
打
つ
記
事
が
あ
る
に
塗
ひ

な
い
と
ぢ
ふ
感
じ
で
し
た
。
何
時
も
表

紙
に
は
御
菅
心
の山側、
感
治
し
て
を
り

ま
す
・
旬
以
傍
点
俗
の
釘
糾
刊
か
仰
向
な

る
凶
作
に
あ
っ
て
も
川
し
な
い
力
、

同

泌
な
人
協
の
完
成
に
制
打
っ
て
F

き
る

や
う
々
心
切
を
切
削
思
しE
す
。
へ
ポ
ぷ
・

K
M
m
F的
ι
s
v

守
谷

h
ハ
川
械
の
H
K紙
&
、
お
究

め
に
預
リ
、
紛
糾
部
一
例
な
い
ん
で
ゐ
ま

す
。
内
川
伽
抑
A
m剖
れの
如
き
記
事
は
紛
総
務

で
も
絶
え
ず
求
め
て
ゐ
る
も
の
で
、
綿

々
努
力
し
て
必
ず
羽
根
致
す
考
へ
で
す

V
寂
内
中
待
ち
に
待
っ
て
庇
り
ま
し

た
「
m
w土
」
六
月
鋭
、
悔
し
〈
持
見
殺

し
ま
し
た
。
五
日
焼
は
チ
供
か
ら
、
ぉ

父
チ
ヤ
y
A，
H
M
は
ウ
ス
イ
ね
、
来
月
へ
六

月
俊
〉
に
な
っ
た
ら
も
っ
と
滞
〈
な
る

か
も
知
れ
な
い
れ
'
o
'

と
骨U
は
れ
た
山
吋

引
執
は
心
制加、
な
り
ま
し
た
@
刑
執
は

、

〈
，

H
n
は
そ
れ
お
山
〈
知
刑
制
院
〉
で
=
一
上
人

様
の
御
法
忌
で
忙
が
し
い
か
ら
よ
、

と

山
中
し
て
お
さ
ま
し
た
が
、
活
し今
月
鋭

角

h
h川
崎
叫》
が
縛
〈
て
川
療
が
・
・
・

な

ど
と

思
っ
て
大
周
波
心
配
を
致
し
て
応
，

ま
し
た
。
チ
併
に
は
山
ソ
y

が
巾
・
さ
れ
主

せ
ん
か
ら
。
と
こ
ろ
が
本
日
大
後
に
仰

世
帯
ゅ
よ
い
えHH般
を
受
取
り
宣
し
て
お

は
ホ
ッ
ト
激
し
ま
し
た
。
と
れ
で
子
供

へ
O
山
中
探
も
た
つ
て
自
問
し
〈
存
じ
て
ゐ

ま
す
。
編
斡
の
方
に
は
惇
〈
大
限
の
盆

よ
り
御
総
中
上
げ
ま
す
。
次
に
訓
舶
の
希

望
を
二
三
巾
上
げ
ま
す
と
、

、.

、
.
、
.
、
.

、.

、.

A
W
H
H
O
方
々
へ
・-
-
-
A
W
U一
人
に
務
し

〈
玄
人
}
人
を
A
W
μに
入
れ
て
は
如
何

が
で
す
。
せ
め
て
主
き
款
の
鰍
却
の
つ

も
り
で
、

、
、
、
、
、
、

制
品
開
に
つ
い
て
と
』
伐
材
に
行

き
呪
っ
て
ゐ
る
「
・
米
の
光
』
は
・
六
回
宮
に

安
〈
ハ
一
一
十
銭V枇
の
伐
に
な
っ
て
Mm

り
ま
ナ
。
州
繰

る
だ
け
『
浮
土
』
も
傾

向
〈
製
品
軒
し
て
下
さ
い。ハ
ニ
〉勾
お
や

紛
を
多
〈
入
れ
て
下
さ
い
。
紛
宇
む
良

が
多
〈
あ
り
ま
す
と
太
田
震
に
祭
し
み
易

〈
、
吸
い
で
ヲ
に
存
じ
ま
す。
a
み
艶
聴
い

闘
い
山
障
は
特
に
お
峨
ひ
ゅ
よ
げ
ま
す
。

、
、
、
、

.
、
、
、

ロ
仰
利
減
納
に
就
て
・
・
穴
刈
織
の
曲
賞

チ
と
し
て
え
ん
刊
の
虎
で
、
『
開
唱
に
似
人
的

関
係
ば
か
り
で
な
〈
此令
的
凶
・
以
的な

腕
い
凶
問M障
を
ず
で
・
人
m
t
m
w
m
o
使

命
・4
L
q」
は
M闘
に
術
総
〈
押謝
致
し
ま

し
た
。
ハ
大
阪・
山
中
日朝泳
三
印
刷
〉

マ
制官
はYれ
の
紛
〈H
で
絡
し
ま
す
。
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話h俗ぺ

道
重
上
人
の
苦
息
子
時m
w

線
香
の
明
り
で

川
山
一
岬

M鉱
山
一
位
は
滋
作
際

胸
骨
献
や
秒
間
、
臨
ち
駆

砥
の
峨
瓜
腕
ω
r
b
w

和
の
酪
加
に
、
続
蹴

一
一一 一城
昨
岡
山
刊
の

臨
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
.
似
拘
俄

b
z陪
h
U幽と一昨
ひ、

開
W
A
M
続
十一一
一
抵
の
邸

、附
械の
品
市
秘
義
一
郎
一
野
砲

敏
郎
防v
に
m
vや
たり
し
、
静
蹴
川
村
山
昨
倣

M
M
M
W

か
ら

一
争
時
脱
し
て
仲
を
俄
制
的
と
締
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
倣
出MWの
町
下
に
慰
す
る
服
和
船
り
は

、
山
肌

燃
と-
rが
よ
り
明
ろ
働
側
凶
ま
り
な
い
も
の
で
あ
っ

た
.
そ
の
ほ
俄
舶
の
腿
即
応
は
お
加
に
な
ら

ぬ
ほ
ど

の
健
部
品
だ
っ
た
。

跡
慨
は
山
町
針
一
蹴
の
仰
の
紗
を
鍛
じ
て
ゐ
た
。

こ

れ
は
宇
鰐
巡の酔
眠
か
ら
の
似
品
川

Vを
限
れ
た
臨
も
あ

っ
た
が
『
そ
れ
よ
り
も
情
儲
に
牒
ゐ
る
砕
椛
蹴
を
蹴

，
と
か

砂
晶

位

定
に
w
Hへ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
.
質
問
は絶
え
ず

臨
時
や
能
動
に
砂
は
れ
る
、
磁
は
酷
似
品
に
殺
し
む
わ

け
に
静
か
な
い
、
倣
っ
て
紛
争
滋
は
総

M
Mを
償
え
る

た
め
に
は
、
ひ
そ
か
に
蹴
鶴
の
隙
り
を
牒
ゐ
た
り
、

用
品
貯
の
と
き
は
減
獄
の
縦
雌
で
沼
の
蹴
り
で
舷
蹴
し

た
。

批
判
、
船
山
町

・
鵬
協
の
偽
隙
は
川
川
町
鵬
、
縦
却
の

h
w

m帆
や
制
服
の
抑
の
附
干
の
跡
服
も

mき
れ
な
か
っ

た
.
齢
る
に
は
附
隊
撤
山
時
か
一
惚
き
り
、
そ
れ
を
こ

っ
抑
に
し
て
そ
の
仰
に
も
ぐ
り
匙
む
だ
け
だ
.
制
は

一
一
恥
問
一
仰
に

m引
き
越
さ
れ
、
叫

m有
の
や
う
に
山
町

り
骨

め
た
純
弘
鵬っ
て
純
山
町
嶋
、
域
紛
か

ら
酢
砂
ま
で
山
町

内
側
併
す
る
、
そ
し
て
即
て
つ
い
た
除
燦
@
臨
し
に
ま

で
伽
ひ
や
ら
れ
る
。
だ
か
ら
宇pd
.
P
酔れ

品
っ
て
刈
献
に
昨
せ
な
い

や
う
に
な
っ
て
し
ま
ふ.

般
加
の
齢
慨
は
め
づ
ら
し
〈
な
い
が
、
そ
れ
も
敏

尾
、
に

-
a
g
s
事
必
俳
島

j
M

自
炊
く
と
紛
が
劉
に
な
る
と
い
ふ
の
で
一
一
一
骨
仕
を
一

蜘
昨
に
恥
W〈
.
れ
坊
は
附
み
た
慨
ば
か
り
を

市
町
ぺ、邸
は

ぬ
る
ぬ
る
静
脈
し
て
崎
町
貼

m
b
bく
慨
を
市
町
べ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
附
時
伽
は
略か
お
極
り、
慨
に
脱

却
仙
の
こ
つ
も
時
へ
ら
れ
与
ば
砂
鵡
で
あ
る
。
静
備
の

お
俄で
臨
弘
前
に
伊
け
ば
も
っ
と
ご
砂
裁
が
川
町
る

。
し

か
し
そ
の
ご
勝
越
は
蹴
の
ぷ
で
貼
る
ば
か
り
で
、
倖

際
だ
け
は
安
べ
る
こ
と
を
賊
さ
れ
る
が
、
山
側

m
wや
鶴

の
山
慨
に
諮
る
ま
で
、
伽
備
の
併
と
一
舶
に
織
に
山
臨
ん

で
静
ち
獄
。
、
峨
献
の
獄
蜘
と
し
て
鵠材
で検
出
に

も
炉
け
てこ
れ
を
骨
ぺ
、
ま
た
鵠へ
創
郎
総
の
猷
山

町
に

も
蹴
が
げ
る
酷
縦
で
あ
る
。

が
、

か
う
し
た
偽
情
も
靴
ル
り
の

h
vμ他
都に
は

が
に
な
ら
な
か
っ
た
.

倣
守
』
の
仙
似
の
蹴
似
に
よ

っ
て、
「
恥い
も山
町
た
る
机
仰
は
慨
を

m
r料
に
し
て
は
な

ら
ぬ
』
と
い
・
ざ
と
を
ま
づ
概
び
と

っ
た

晶の
で
あ

る
.
た
v
m
m
m
明
叫
に
勝
え
が
つ
倣
蹴
に
と
っ
て
域
対

の
和
町
駅
は

、

鰍
慨
に
俄
ま
れ
る
斜く
の
紙
鰍
の
や
怖

を
m
m断ず
る
のに
鵠
に
や
崎
一
腕
も
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
伽
似
の
即
榔
に
の
み
蹴
ら

巳

h
￥
咽
.
，

h

崎

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
そ
の
口
援
の
線
色
の

，
，
、

少
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
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成:宛《
官官?成主
・と ‘、

悌
の
歓
喜
に
藤
岡
す
る
も
の

11、

治.

，弘 f

議.

義

(其
六
)

中

村

燐

康

• 

• 

S
A
ぷ
A
7

占Y
ゐ
ほ
ん

f
h
'
h町

三
仰
の
推
挽
と
歓
喜

高
み
だ
ぶ
つ
ふ
し
で
宮
前

f
-
-
S

与

E

噛
げ
ん
か

f

棺
ま
し
ま

Z
h

宰
聖
肯

S
G
Z

ラ

阿
捕
陀
仰
は
不
取
正
党
の
詞
を
成
就
し
て
、
現
は
彼
の
闘
に
在
せ
ば、

定
め
℃
命
総
ら
ん
時
に
は
来
迎し

‘室
与

グ
之
ん

か
z
h

舎
内

b
K
M

b
串e
U

院
な
ち

仲
ん

k
z

給
は
ん
ず
ら
ん。
将
維
は
、
よ
さ
哉
や
、
孜
が
教
に
従
ひ
て
生
死
を
離
れ
ん
と
す
と
初
見
し
給
ふ
ら
ん
。

ぽ
9

し
主
ぷ
ヲ
車

ζ

か
な
わ

h
H
h
E
e
u

す
し
ん
ふ
た
い
草
ど
向

Z

雪

a
き

車
窓

六
方
緋
働
は
、
悦
ば
し
き
品
、
説
得
が
恕
誠
を
ね
じ

℃
、
不
越
の
伊
土
に
往
生
せ
ん
と
す
と
喜
び
給
ふ
ら

ん
と
0

(
和
問
符
鍛
V
【
法m
m妙
五
ニ

和
船
底
部
滋の
悌;

宗主
第三
>>tt 1-
5おk 八
、の

同2 2bLE
lilt 時~i2

l念
日キu 「
宗k 王宮
~・5 本史
の師長
i'J1-tL-' 
i".t と

も
野
は
れ
る
悦
花

、
四
十
八
m
v俄
あ
る
材
脇
村
で
も
一
限
付
付

b
Lな
す
も
の
で
、
併が

け
3

ぃ

-
E
L
5

2
-

E
G

g
s

す
た

h

』

?
2

2
2

品
拡
系の
ぷ
去
は
持
此
第
十

八
臨
に
依
て
成
立
っ
て
閉
山
る
と
去
っ
て
非
支
へ
な
い程
、
骨
川
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俄
備の
能
的
可

• 

• 

で
は
あ
P

ま
せ
ん
。

ω
E
L
ん
て
，

.
Z
3

聖
書

2

，
、
る
包

τ

史
‘

州
側
判
的
な
「
明
る
さ
」
で
ナ
。
山
か
さ
で
す
。
#
び
で
す
.
脅
し
み
の
氷
の
と
け
る
温
か
き
で
す
。

ぷ
ヲ
つ
叫
ふ

'
2
a

令
書
ょ
う

h
E
4
w
h

，
.
、
い
と
g

，
、
し
ん

e
'

品
芯
た
削
門
M澗
陀
俳
の
泣
訟
伸
叫
ん
位
制

w
h作
川
ず
る
・
行
柑
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
内
側
の
議
肢
を
た

k

く
振
動
で
は
あ
P

ま
せ
ん
。

し
ん
a
F
9
C
A

少
智
換
苫
か
ん

f
a
P
a
z
-
F
h
b

守
一

7
t

・
b

・

9

・
a

印
W
の
心
に
明
く
「
山
都
合
」
で
す
。
時
刻
で
す
。
事
説
で
す
。
必
い
れ
燃
料
の
ぬ
さ
れ
て
仔
く

M
Wの
印
刷
で
す
。

L
ん
A
F
a
7
A
w
b

ぃ
、
ゅ
う
ま
う

L
L
a
v
a
'
A

げ
ん
陰
L

だ
か
ら
む
仰
な
き
悦
外
で
兄
伶
る
も
の
で
も
な
く

、

結
雪
作
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
信
仰
間
内
の
も
の
で
す
。

そ
れ
が
ま
た
「
卜
一
刻
池
山
川
」
で
あ
り
「
収
似
際
総
」
で
あ
る
と
と
ろ
の
「
仰
俳
貯
」
の

r
r
r
γで
も
あ
P
ま
す
。

か
う
2
ふ
と
川
は

包
ぷ
ん
・
，
‘
。
官
、
。
品
九
円
鎌
田

d
川
-
A
e

-
-

「
自
分
に
は
阿
甜
陀
の
払
ん
た
ど
ち
っ
と
も
凡
え
な
い
。
そ
し
て
阿
哨
陀
の
波
法
な
刊
と
ち

っ
と
も
問
え
な
い
。
ま

た
よ
し
ん

守
る

z
b
d

ド

‘

。
戸
市
円
青
山

Z
L
Z
a

も
す

は
そ
の
允
が
凡
え
、
そ
の
古
漁W
H川
阿
か
れ
た
と
し
て
も
そ
れ
ば
年
立
幻
説
的
必κ
沿
ぎ
な
い
か
ら
信
ヂ
る
に
是
り
な
い
一

い
れ

v
t

し

と
ま
ふ
人
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん。

k
s
a

だ
ξ

家
-
E
2
1
i
s
z

み
'
。
毛

T
9
b
-・
思

然
し
阿
柑
鳩
町
凡
似
の
』
ん
は
太
陽
や
首
位
の
光
線
兄
た
や
う
な
も
の
て
は
あ
り
ま
せ
ん
科
伊
て
取
舵
ひ
得
る
物
質
的
な
も
の

'・

危
う

Z
A
M

、

川
到
な
も
の
で
す
。
印
ち

p
e
a
u

足

ιヲ

・
・

t

官
官
ど
砂

e
n
u

智
弘
移
雪

E

し
ん
拍
車

R
u
e
-

ぃ
，

，

「
剖
仙が
阿
川
湘
陀
帥
と
なる
叫
が
川
来
る
な
ら
ば

.

何
ん
も
他
人
で
も、

引
仙
と
私の
仰
上
と
を
信
じ
集
っ
て

、

白
仙
の
快
外K
ルh

が
-
-
恥

U
V

&r
u

い
き
い

A
T
a
v
w
J制
ん
Z
3

・
、FE
L
L

ん

れ
よ
う
と
欲
ひ
、
た
と
ひ
ト
広
一
位
と
云
ふ
以
少
限
の
念
帥
で
あ
ら
う
と
も
、
そ
れ
が
誕
の
と
も
っ
た
お
十
一
心
の
も
の
で
あ

t
v
f

・
っ
と
を

n
h
H宇

Z

ト
冷
も

b
E
J
，
、

a
-

一
ぃ

る
限
p

、
蛇
防
箕
念
願
は
契
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
若
し
さ
う
で
伝
か
っ
た
な
ら
ば
、
正
犯
を
斜
て
も
そ
れ
を
完
成
す
る

'
u，4

・
，
.

と
と
な
く
、
怖
と
は
な
る
ま
い
」
と
ま
ふ
の
が
夫
れ
で
あ
り
ま
す
。

-
t
a
-
e
睦
ち
か
包
つ
申
ゐ
聖
骨
た
で
う
ち
か
じ

-
v
w
A

た
ゐ
峰
ふ
苦
う
ほ
っ

そ
し
て
其
大
き
た
汗
ひ
は
質
問
叫
さ
れ
、
共
他
の
何
十
七
傑
の
汗
ひ
も
古
川
悦
さ
れ
た
の
で

、

草
花
一
出
議
帯
陣
で
し
か
な
か

・
ゅ
う
b
，
み
だ
く

4

砕
い
念
み
た
そ
む
た

U

げ
ん
は
う
し
陪
邑
軍
事
《
少
官

a
'
V
O
L
K

っ
た
身
が
、
建
に
阿
嬬
陀
を
完
成し
、
抑
制
加
陀
夫
れ
肉
慌
と
な
っ
て
、

明
κ

十
方
衆
憶
の
上
に
光
と
制
限
と
b
E仲
ぺ
て
仙
仙
ら
れ

る
の
で
あ
り
ま
す
。
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、

の念宮
見1傍若
偽;gP1;

ち"

It 
ー

.・

饗
艇
の
況
。

慌
に
儲
隅
に
傑
て
純
掛
川
の
姉
崎
を
脱
じ

、

服
郡
山
の
仰
向
機
え
伐
じ
保
て

h
vるな
ら
ば、

ル
山
峨km川
艇
をh
uて
伊
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
M
M川
崎
な
銭
で
は
な
い
に
し
て
も
悦
か
し
ふ
殺
の
線
を
俄
じ
て
勝
る
も
の
で
あ
り
ま
ナ
。

州
内
ん
た
は
で
も
「
抗
明
快

m川
和
的
附
似
」
と
即
時
へ
る
附

p
、
服
店
の
敵
隅
の
臨
め

r
k抑
制
じ
て
械
的
恥
を
俄
じ
ゅ
る
鰐
で
す
。

「
掠
臓
」
と
卦
へ
ば
綜
献
の
滋
が
山
町
一
に
悦
ぶ
や
う
に

、

縦
訓
恥
と
野
へ
ば

「
縦
断
恥
の
娘
一
が

h
v
k滅ん
で
よ
い
仰
山
で
す
。

総
し
れ
州
械
に
蹴
ナ
る
都
識
の
附
慨
に
似
て

u
r
k
m
m

ぷ
都
献
がωU
J
引
滋
ふ
や
う
に
、
脱
線
へ
の
俄
隅
の
艇
恥

r
k似
て、
ぺ
叫
に

悦
ぶ
「
脱
却
仰
の
一
時
日

k
m
m
り
が
あ
る
の
は
い

ιむ
を
仰
な
い
と
と
で
す
。
で
も

、

砕
い
か
桝
い
か
、
ω仰い
か
殿
、
い
か

、

h
vm
mか

む

べ
る
も
ひ
お

低
い
ろ

J
、
ベ
ヲ
雪
為
。
骨
量
町
、
王
ナ
マ
け
ん
ぷ

A
J
S
h

、
号

無
相
か
、
小
さ
い
か
大
島
記
い
か、
色
々
た
別
は
あ
り
ま
せ
う
と
も
、
心
w
h浮
ぶ
と
と
共
事
は
既
に
「
兄
飾
」
で
る
p

「
他過

ぷ
つ仙

」
で
あ
り
ま
す
。 現

在
見
併
と
臨
絡
来
迎

ヲ
h
h
z
e
w

ト
ユ
ヨ

p

て
舎

や
る
せ
な
い
迫
思
か

、

は
か
な
い
憧
僚
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
功
利
的
な
前
p

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

地
問
の
鉱
山
叫
悦
を
併
精
し
て
絞
れ
る
鳩
。
そ
れ
は
「
曜
日
川
総
磁
の
倣
」

よ
り
械
に
診
る
慨
が
あ

p
ま
せ
ん
。

L
2
6

い
苦
芝

2
3

3

、
と
ん
古
い
3

市
号
事
み
だ
い
乙
と
ほ

だ
か
ら
「
普
必
接
山
名
法
悲

A
7
4西
ノ
4
K
細川
札
」
と
一
民
会
音
楽
さ
へ
あ
る
く

ら
ゐ
で
す
。

緩
や
削
機だ
っ
て
誌
の
際
の
も
の
で

、

出
均
約
が
あ
っ
て
秘
め
て
城
山
附
し
て
砂
る
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

叙
仰
の
倣
仰
を
縦
し
て
秘
め
て
知
ゆ
る
も
の
で
す
。
品

M
M附
の
叙M
mを
織
し
て
械
め
て
験
き
ゆ
る
も
の
で
す
。

と
ゆ

h
b

，
君
民
自
唱
者

P
沼

9

・

し
か
も
信
4
1る
品
併
に
取
っ
て
は
唯
一
無
二
の
「
カ
」
で
す
。
「
命
」
で
ナ
。
「
規
噂
」
で
す
。
そ
し
て
「
詳
び
の
来
」

脱
が
の
憾
で
は
材
抗
の
俄
隅
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

h
F般の
憾
で
も
椛
叫
仰
の
倣
隅
に
は
な

P
ま
せ
ん
。

ィ
ャ

、

伐
隅
に
は
な
る
か
も
対
れ
ま
せ
ん
が

、

戦
議
駒
山
川
憾
の
も
の
で
す
。
鋭
邸
尚

、

釘
白
紙
を
併
構
し

で
は
恥
〈
れ
ま
せ

ん
。

で
す
。

• 
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, 

凱
艇
腕
V
舵
滋

鉱
僻眼
目
グ
鰍
齢

• 

，

限
炉
川
川
端
綿
花
は

「
あ
な
た
就
が
ほ
に
仲
排
除
備
を
俄
ふ
と
き
附
掛
川
附
慨
は
あ
な
た
放
の
ほ
の

M
h
k苅っ
て
刊
さ
る
」

h

t

 

と
一
去
っ
て
居
P

ま
ナ
が
、

「
似
を
山
町
、
減

b
t…
附
い
て
、
郡

日v
に
ん
加
山
時
に
た
り
た
い
」

と
d
Aふ一
部m
wもあ
り
ま
す
や
う
に
、
泌
を
附

く
と
と
は
仰
向

b
E一
貯
て
酔
る
と
と
で
、
併
を

hん
て
静
る
と
と
は
泌
を
叫
附
い
て
酔
る

と
と
で
す
。

昨
崎
ふ
か

、
岬
句
"
う
も
，
、
て
き
む
包
事

HP
'
e

L

く
レ
葺ea

，

随
っ
て
信
卸
が
傑
く
な
れ
ば
側
教
の
目
的
の
一
で
あ
る
「
無
免
」
と
云
ふ
「
不
死
」
の
舵
龍
し
得
るζ
と
に
も
な
り
ま

む
レ
写
ラ
苫
捻
む
話
会
宮
巳
ん
む
厄
@
匙

8

ナ
。

し
て
見
れ
ば
、
此
の
「
無
生
」
を
得
ると
と

、

即
ち

「
都知生
忍
」
は
、

ま
た
「
無
伎
の
生
」
と
し
て
の
「
往
生
」
を
も

か
山
内
し
ま
ず
か
ら
、
泌
総
成
山
川
の
安
一
ば
れ
た
ご
鋭
に
一
昨
の
的
時

b
t
bて
m
uき
織
へ
る
艇
な
れ
ば

、

対
慨
に
儲
崎
す
る

」

と
宇
治
総
い
蹴
嚇
し
も

ん
伊
般
の
Mい
に
成
っ
て
来
る鱗
で
す
。

総
し一
般
慨
に
は
み
般
都
知
」
の
殿
山
町
が
鮫
い

か
ら
、
一
円借
瞥
幻
の
か
織
を

、

仰
仰
い
怖
町
駅
で
の
「
忠
則
伽
」
と
し
、
臨
紛

の
や
う
な
b
v併
に
総
慨
し
也
氏
琳
の
「

m
M
m
」
を
織
に
「
掛
川
部
」
と
す

b
一
部
取
で
官
ひ
山
地
は
し
て
勝
る
の

で
あ
り
ま
せ
う
。

m
w併
でh
rま
す
と
「
彬
猷
」
と

は
「
刑
制
D
獄
へ
る」
と
と
で
あ
p
ま
ず
。

そ
し

て
伴
駐
へ
料
p
mw応
へ
猷
へ
る
か
と
官
へ

ば
終
が
持
続
の
?
?
?
て
「
縦
燃
の
整
」
品
川
叫
へ
刊
さ
る
の
に

W
ま
っ
て
?
ま
ず
か
ら
、

航
時
は
「
奴
僻
」

b
-
u雪
を
な
い
よ
う

τ
e

ま
世

と

「
往
生
」
と
は
一
つ
に
なっ
て
居
り
ま
す
。
だ
か
ら
内
容
的
に
市
し
ま
す
と

「
賊m
m
」
1
1
財
倣
附
出
向

「
議
」l
挺
筏

と
昨
脱
さ
れ
て
彫
る
と
脱ひ
ま
す
。
悦
郎
し
て
官
へ
ば
、

野
川
山
花
叙
僻ナ
る
臓
慨
は
、

う
と
も

、

祝
日bも
蹴
紙
も
な
く
、
財
似

H
I
府
政1
1

似
性

• 

U

，
，
、
事

自

覚
が
あ
る
な
い
の
差
は
ち
り
ま
せ

. 
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• 

• 

A，L
ん
じ
じ
ゅ
申

9
し
ん
た
己
ゆ
申
。

L
h
A

e

め
ん

ま
量

ゐ
じ
じ
ゅ
ゆ

A
V
U

ぷ
ん
免
い

悌
身
に
「
自
受
用
心」
と
「
他
愛
用
心
」
と
の
雨
商
が
あ
る
と
申
し
て
居
ま
す
が
、
自
受
用
と
は
自
分
に
掛
ナ
る
ζ

と
で

-
U

ゆ
ゆ
今
し

T
d
u
K
L
V

に
ん
げ
ん
し
ん
'
C
B

雪
め
ん

H
5
い

-
A

あ
p

、
他
受
用
と
は
紅
舎
に
劉
ナ
る
と
と
で
す
か
ら
、
人
間
心
理
と
し
て
此
の
雨
聞

が
あ
っ
て
も

よ
い
と
一
臨
一
去
は
れ
得
ま

じ
ひ
号

車
司
巾

草
、

，

包
し
ん
さ
い
し

f
・h
い
さ
‘
ぜ
ん
ぶ
ん

ナ
け
れ
ど
も

、
既
に

「
品崎山
山
部
」
b
L、
む
と
す
る
「
俳
」
で
あ
っ
て
見
れ
ぽ
、
自
身
の一
切
を
一
組
合κ旅
げ
よ
う
と
す
る
「
金
分

p
k
 

の
利
他
」
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

穫
尊
の
知
見
へ
の
随
順

，
、
串ひ

す
ペ
お
な

か

ち

も

h

ぉ
‘

ー
と
云
ふ
具
合
に
、
凡
てが
同
じ
倒
値
を
持
っ
て
居
る
と
忠
ひ
ま
す
。

総
る
に
が
に
は
「
蹴
終
判
制
」
「
限
縦

一般
一
郎
」
を
鵬
ふ
の
は
ま
だ
「
俄

m
mの
泊
中
純
一
郎
」
た
る
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
と

一す
緋
縦

'
h
u
・9
t
百
ら
い
が
令
え
号
哩
を

a
hい
に

よ
ら
い
宰
ま
ま

ん
お
く

も
あ
り
ま
し
て
、

臨
終
必
ヂ
し
も
「
来
週
」
を
耐
火
さ
な
い
と
巾
し
ま
ず
が
、
そ
れ
で
は
一
間
「
如
来
様
」
は
「
十
一
向
億
」
の

蹴
却
に
酌
て
、
J加h
畿
の
似
献
に
は
hv
-
も
か
け
て
刊
さ
ら
な
い
の
か
と
総
ひ
た
く
な
り
ま
す
。

似
し
て
倣
の
け
ム
に
は
「
配
仙

V
U中一都
」
服
ち
臨
r
は
な
い
の
で
あ
り
「
限
絞
の
ほ
偽
耐
え
ぢ
る
」
も
の
で
ナ
か
ら

、

蹴
献
の
隣

だ
け
「
ね
小
一
般
鍛
」
脱
ち
「

m
r
m
μ

似」
と
や
占
の
は
M
hし
総
で
あ
D
ま
す
。

e
っ
と
へ
い

q
J

し
ん
か
う
せ
い
く
包
た
'
ん
じ

9
u

E
晶
ん

も
ん
古
い

h

n
v
k

そ
れ
は
叱
度
不
伎
の
信
仰
生
活
を
そ
っ
ち
の
け
に
し
て
、
時
だ
ひ
た
す
ら
「
臨
終
の
正
念
」
を
の
み
問
題
に
し
て
居
る
人

は
ん
た
い
亭
ゐ
革
命
き
う

k
b前

A
2
a
s
T

こ
か
た

よ
す

恥
M
A
F

4

建
へ
の
「
反
針
論
」
で
はな
い
か
と
想
像
し
ま
す。

陥
っ
て
制
方
と
も
少
し
偏
D

過
ぎ
て
賠
る

信
仰
だ
と息
ひ
ま
す
。

縦
仰
向
比
一応
が
品
川
ず
の
が

m
mへ
つ
か
は
さ
れ
た
仲
苧
紙
の
時
に
は

-
ん
包
る
か
琶
堅
証
ら
い
が
う
止
ま
し
か
必
ん
ぷ
つ
む
か
翁
も

e

ん
じ
う
U
E
6
ん
い

の

「
臨
終
に
必
ヂ
備
は
来
迎
し
給
ふ
べし
。
然
る
に
さ
き
の
念
怖
を
祭
し
く
忠
ひ
な
し
て
、
よ
し
な
く
臨
終
正
念
を
の
み
一
新

る
店
な
ど
の
時
は
ゅ
よ
さ

鰍
胞
に
い
八
り
た
る
較
に
て

斜
。
さ
れ
ば
憾
の
材
艇
を
倣
ぜ
ん

必
は
、
か
ね
て
蹴
紙
を
総
ふ

ζ
A

た
た

AV
U

ま
を
お
ん
ぶ
』

V
L

し
ん

心
あ
る
べ
か
ら
や
J、

唯
だ
常
時
中
さ
ん
念
怖
を
ば

、

い
よ
/
\
至
心
K
ゆ
・す
べ
き
に
て
候
」

品
A
e
z
s

中
袋
止
い
か
け
唖

と
あ
9

ま
す
が
、
と
れ
で
ハ
ツ
キ
り
雨
方
の
考
へ
に
劉
ず
る
僻
訣
が
輿
へ
ら
れ
て

舟
ま
ナ
。

, 
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. 

L
・
9
B
E
'
h
a
，

出
世
の
帽唱車
問

だ
か
ら
「
怒
炉
供
」
は
み
」
た
る
皮
あ
た
ず
か
駅
長
て

、

M
V
m
m
k
は
「
一
衣
川
伊
ふ
てr
m

ら
れ
た
の
だ
と
骨
ひ
、
炉
一
川

出
抑
制
に
は

「
紳
紋
の
対
砂
を
川
町
て
三
船

γ
町
山
総
す
る
が
m
m引に
がに
」
山
問
山
内
し
た
の
だ
と
鈴
っ

て
酌
まず
.

腕
ち
「
一
持
拡
繊
」
と
は

J叫
践
を
し
て
み
伸
一
以
」
を
「
川
町
否
定
」

せ
し
む
る
に
あ
る

、

脱
ち
「
側
」
た
ら
し
む
る

u
hい
じ

n
v

も
ウ
わ
を
し
叩
た
事
之

A
7高
い
止
ま
工
、
そ
咽
怒
っ
岬

l
h
阜
、"
z
e

ぷ
っ
u
・

に
あ
る
需
で
ナ
が
、
そ
れ
は
「
大
慾
悲
」
を
以
て
私
建
を
「
斡
哀
」
し
締
ふ
か
ら
で

、

判
路
に
払
賀
川
唱
法
と
し
て
「
成
俳
州
民
」

と
「
的
選
」
と
が
隊
賦
さ
れ
ま
し
た
織
で
す
が
、
総
六
十

一
恨
の
索
中
r
に
ま
で
仰
さ
れ
た
郡
山
の
飢
脱
出
航
が
、
以
て

く

Z
E
Z
2
z
i
a

，

C
2
2
5
f

ペ
，
さ
い
ん
し
止
、

庇
ー

の
官
職
を
な
げ
う
っ
て
、
大
阪
の
勝
材
貯
に
と
ぢ
ζ
も
り

、
四
十
三
歳
か
ら
十
四
年
も
先
山
市
の
永
緋
法
印
と
一
絡
に
研
先

持
ん
・3

・
5
u

ヲ
S

い
も
ん
苦
い
む
雪

S
9

一
，A
し
ん
土
司
電
舎
は
・
"
担
ん

に
肝
究
&
重
ね
ま
し
た
も
の
の、質
際
問
題
と
し
て
「
成
悌
」
ず
る
瞭
信
に
建
す
る
と
と
が
山
保
歩
、
法
然
上
人
に
泊
っ
て

凶
品
川
か
ら
「
時
慨
は
鰍
し
と
燃
も
川
町
内
町
は

m
v
m
し
」

と
一
昨
ー
は
れ
た
の
が
鱗
粉
と
な
っ
て

、
総κ
m
u
r
M
W

の
m
m
m
M

を
し
て
「
紋
別
即
時
」
に
仰
せ
ざ
る
を
ゆ
な

か
っ
た
や
う
に
、

M
m
m
ゆ

傾
倒
儲
を
し
て
船
る
必
でさ
へ
「
川
似
出
」
は
即日
蹴
と
し
て
は
配
引
い
し
て
.
も

、

幣
て
蹴
破
し
仰
た
は
は
J
1
H
ハ
も
な
く、

間
川
川

能
m
v俄
で
あ
る
「
似
性
総
」
の
み
が

、

や
が
て
「
一
応
炉
附
倣
」
の
伽
以
を
附
除
す
る
郎
防
総
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ν
E
・4・ん
が
A
串
ほ
ひ
ろ
“

r
ト
沙
問
ん
い
す
ぺ

ひ
主
?
，

h
号
レ
雪
u
A
・

・
唱

で
す
か
ら
n
t
の
「
三
界
&
哀
れ
む
」
府
い
大
必
の
「
本
立
」
と
し
て
は
、

凡
て
の
人
に
組
合J
る
「
往
償
法」
b
L以
て
『J
1

s

a
'
み

わ
た
凪

ほ
ん
脅

L

い
h

ち
か
み
色
わ
吋
め

'
b
，
、M
h
h
L

苑
の
恥
を
渡
っ
て
印
刷
後
のm
k
.主
る
」
一
光
地
と
せ
ら
れ
た
却
で
す
。
妙幾
太
師
も

も

伶
電
s
'何
事
足

絢
ほ
み

た
串
山

F且
嘗
い
は
'
も
つ

-
F
h

「
ぷ
経讃
ず
る
所
、
U
Yく
細
川
陀
に
作
り
。
放
に
西
庁
を
以て
一
准
と
す
」

い
陪
"
種
電
・
む
に
主
に
ゐ
世
事

S

ぃ
・
内
崎
作

-
e
A
Y惨
雪
e
b
A
Z
V

雪

と
宏
ば
れ
た
や
う
に、
法
清
純
の
中
に
さ
へ
「
女
人
救
済
」
を
「
阿
粥
陀
悌
の
伊
上
へ
往
生ナ
る
」

ゐ
主

h

居
る
依
で
あり
ま
す
。

だ
か
ら
税
制
引
も
「
俄
時
泌
」

都
は
な
い
で
せ
う
。

た
る
問
山
川
純
慌
燃
の
波
山

加
を
倣ヂ
る
け
川
に
鰍
し
て

よ
舎
か
な

「
普
哉
、
民
舎
か
な

持
品
吠
」

-

ζ
と
と
し
て
砕
か
れ
て

お

畠
き

と
御
詳
び
に
な
ら
な
い

、

..__司・ー



( 61 ) 一一帯電 揃 忠 治 小一一

n
a司
&
9
a
'
a
，
，
、
，

決
船
田の
高
飼

ι
4
p
e，
，
、
拘
ゐ

g

鰭
仰
の
歓
喜

• 

• 

紙
僚
の
訟
費

か
の
「
概
似
仰
向
山
の
「
能
川
伽
は
い
附
排
除
の
悦
ぶ
か
ら
町
山
る
」
と
骨
っ
て
船

る
や
う
に
、
そ
し
て
「
附掛
川
附
鰐
」
の

「
六
切
れ

の
訟
艇
は
仲
な
伊
勝
貯
の
ザ
徽

b
z一
概
秘
し
て
船
る
」
と
予
っ
て
m
vる
苧
つ
に
、
能
川
伽

と
m内情
貯
似
と
は
加
回
っ
て
も

m
wれな
い

，
忌
山
町
い
事
事
ん
て

e
H
W

令
書
世
て
舎
る
み

t
A
3

ぷ
9

ゆ

ゑ
ん
乱
。
ー

関
係
に
あ
D

ま
ず
し
、

ま
た
理
論
的
に
も
世
際
的
に
も
「
阿
粥
陀
」
を
得
るζ
と
が
「
俳
・
一
た
る
所
以
で
あ
っ
て
見れ
ば
、

引
い
慨
に
保
て
「
附
帯
貯
」
に
川
郡
山
し
縦
一
さ
れ
て
「
仲
勲
一
階
の
織

μ
」
花
山
ま
れ
ん
と
ナ
る
が
訟
の
俄
備

に
叫
和
し
て
、
総

…
慨

b
v
z
z
d

沼

f
c
Z

長
雨

カ
御
悦
び
に
な
ら
な
い
嘗
も
な
く

、

引
出川
例
カ
謎
念
し
て
下
さ
ら
な
い
嘗
も
あ
り
ま
せ
ん
。

-
A
・
8ね
b
-
3
h
u

g
E
L
a
-
-
4
ムE

h

法
然
L
L
人
は
「
伊
土
宗
略
抄
」
と
一
云
ふ
の
に

「
た
の
援
を
ふ
か
く
倣
じ
て

、

務
し
て
容
を
側
、
た
在
、
歌
集
よ
り
はじ
め
吟り
て
、

長
糸
川
客
船、

警
紫
第
の
龍

、

と
の
は
品
織
し
て
、

復
能

、

よ
る
ひ
る
を
も
き
ら
字

、

縦
糸
く
み
号

、

も
ろ

も
る
の
帥mm仰
を
な
す
腕
加
悦
械
の
た
よ

D
芝
山
川
ひ
腕
き
縦

ひ
て
、
町r
rば
どど
γ
γ
な
る
か
グv
v
rハ
\
就
航
に
し

み
や
A
P
U
9
b
蕃
ど
，
、

b
，
、
金
か
い
た
&

て
、

命
総
の
時
は
極
終
世
田
仲
に
む
かへ
九
円
相
ふ
な
り
」

と
骨
っ
て
件
ら
れ
ま
す
が

、

が
ポ
と
し
て
も
d
b織
の
幻
伽
κ
緋
し
む
と
と
を
舵
僻
郡
伊
艇
が
脳

V
し
倫
う
て
、

腕
の
燃
日
礼

治
ふ
ど
と
く
、
慨
に
林
砕
し
縦
ひ
一
切
の
対
航
在
日
叫
は
慨
ひ
崎
は
腕
く
さ
せ
て
ね
さ
っ

て
船
る
かと脱
へば、
mwん
な
に
紛

@
ふ
'
亀
4
H

L
va
p

女
く
締
し
い
か
判
り
ま
せ
ん
。

か
う
仰
向
川

、

燃
は
っ
て
如
ま
す
と

、

ル
の
「
レ
小
川
川
以
」
は
「
一
総
川
町
減
対
〕
と
蹴
っ

て
、
械
に
燃
側
け
山
川
仲
ん
町
川
引
の
成
慨
を

h
e

ー
ヲ

グ
ン
グ
ン
お
出
し
に
な
っ
て
居
る
と
と
に
筑
が
付
き
ま
す
.

品
川ぷ
」
忠
和
か
ら
対
織
の
務
，

k
椴
へら
れ
て
船
る
の
で
し
た
・

は
巴

L
b

軍
だ
ん
は
ら
を
と

晶
、
，
，

、
る
匡
レ
雪
に
ん

E

茸
ζ
ζ
t
b

抱E

邸
ち
始
め
に
は
問
種
の
疑
闘
を
掛
って
居
り
ま
す
が
、
之
を
見
た
「黒
肝
の
上
人
」
は
何
ん
な
に
哀
ん
だ
事
で
せ
う
。
私

d 
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話
僻
の
航
駅
山
町

織
と
燃
も
総
ひ
を
除
か
れ
た

M
mび
を
枇
じ
ま
す
。

婦
に
は
一
切
の
仰
向
併
な
く
し
て
艇
は
れ
伊
く
説
ぴ
を
川
町
べ
て
酢
ら
れ
ま
す
が

、
航
腕
骨
悼
倣
併
を
し
怠
け

れ
ば
「
伊
阪
」

れ
な
い
と
脱
ひ
恥
~
ん
で

静
たM
U引
は、
が
b
k附
い
て
伴
んなに
税
ん
だ
で
せ
う
。
か
の
縦
悦
狩
鵬
れ
制
限
は

崎
川
か
ら

9
L伊
庁

h
p宮
号
も
ん
だ
い
完

ω

担
ル
ぷ
A
J

す
く

ね
ん
ぶ
つ
い
ザ
拘
』引

車
ん
で
う
け
ん
い

「
探
の
割
強
霊
な
ど
は
問
題
で
は
あ
P

ま
せ
ん
。
唯
だ
念
僻
す
れ
ば
救
は
れ
る
の
で
ナ
。
-
心
俳
以
外
に
は
何
の
俊
件
も
要
り

“ιい

-
e
b

曹
主
て
な

世

ま
せ
ん
」
と
開
き
、
あ
の
大
の
荒
く
れ
男
が
、
手
ば
な
し
で
泣
き
出
し
た
と
云
ふ
で
は
あ
P

ま
せ
ん
か
。

・

3
い
句
君
主

b
-
e

た
わ
ヲ

b
k
・
-

畠
Z

最
身
最
勝
の
械
を
輿
へ
ら
れ
た
私
建
も
ま
た
事
ば
?
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
。

鍛
三
般
に
数
つ
て
は

、
ん炉
悦
に
臨
航
で
あ
る
五
滋

p
の
腕
械
を
鰐
ず
し
ゆ
る
駁
ぴ

b
L般
ぺ
て
「
慌
ぴ
の
川
町
の
悦
び
だ
」
と

.、

仲
ん
伊
仙
れ
の成
械
を
昨
仇
配
し
て

b
vら
れ
ま
す
が
、
婦
が

λぎ
に
は
「
帆
丸
山
川
も

付
れ
る
の
だ
」
「一
一
統
で
も
牧
れ
る
の
だ
」
と

の
階
ぴ

κ
議
し
て
、
一
駁
儀
袋
を
怒
し
怨
して伊
く
べ
き
祭ε
総
裁し
て
酔
ら
れ
ま
す
あ
す
、
い
よ
(
縫
が

時
間
献
し
て
b
v
p
ま
ず
。

そ
し
て
併
は
磁
に
そ
の
ゆ
舎
政

p
m
m
p
凶ゆ
っ
て
山
前
回
令
部
び
の
税
法
を

、

仲
勝
除と
緋
勘
九
中
貯
仇

と
松

山
仰
と
の
、
ポ
磁
へ
の

m
w軌とM
m棋
と
髄開株
と
三
つ
に
僻
び
つ
け
て
お
秘

し
て
酢
ら
れ
ま
す
。

掛
川
仰
山
山
山
川
の
総
幣
は
か
な
り
般
的
あ
り
ま
ず
が

、
か
う
ま
で

針
み
かけ
て
、
総
びの航
船
主
酔
ひ
球
は
さ
れ
た
の

は
必
い

ゃ
う
で
ナ
。
そ
れ
だ
げ
に
ま
たム
総
説は臥
「
が
制
服
」
に
紙
し
て
対
き
た
脱
線
を

m
wえる
の
で
あ
り
ま
ず。

r
p

備
を
す
と
き、J
M
d
z
が
評
織
的
の
「
酵
の
村
総
工
る
縫
緩
み
へ
に
徽
ひ
、
一
脱
税
併
の
約
切

に
献
じ
て
、
拡
路
へ
の
「
忍
鰍

」
と
「
窓
」
と
を
舵
び
?
?
と
と
は

、

川
縁
起
の
慨
し
や
っ
て
船
ふ
ら

ぷ
つ
と
い
し
そ
モ

O
E
と
ぷ

h
d

お
ん
怪
・・

弘
み

ま
た
草

書

し
く
「
一
一一
悌
」
の御
意
志
に
添
ふ
と
と
で
あ
p

、
共
事
が
や
が
て
ま
た

コ
ニ
僻
」
の
御
微
笑
を-
mし
来
る

ζ

と
で
あ
り
、

そ
し
て
そ
れ
が
ま
た
椛
鋭
的
ら
の
総
慌
を
桝
対
し
て
伊
く
と

と
で
も
あ
る
か
と
邸
ふと、
一
船
齢
び
を
総
く
燃
し
ま
ナ
。

宮
u

g
E
ま
お

う
E
5

「
仰
の
撒
喜
に
廊
同ず
る
も
の
」

u
v
t

h
-Z

た
ち

L
U
ゆ
h
M

白
ゐ
ぶ
ヲ

そ
れ
は
濁
り
紅
建
の
至
純
な
る
「
会
議
」の
m
h
k
m
て
の
み
い
γ
J
m
v
る
品
川
m
m
p
慌
で
ナ
。
ハ
鯛
〉

.戸

さ

、
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町

編
輯
後
記

{
A
V一
判
断
り
で
二
人
叫
誌
の
設
に

町
川
町
ふ
ζ
と
と
な
り
鶴
?
?
?

目
だ
さ
れ
た
鳴
で
あ
る
が
、
駅
討
す
の
肘
ば

目
か
"
げ
が
で
予
す
に
料
け
ず
、
師

向
の
がf
Mに
対
へ'
w
w
齢
献
を
かけて
し

町
ま

っ
た
。

目
。
し
か
し
ど
う
す
り
→
繊
り
の
杭
鰍
を

F
Vへ
て
、
一
村
の
バ
ッ
ト
で
、
い
章
一
郎

同
れ
を
や
す
め
て
ゐ
る
と
こ
ろ
.

-
A
vm
F慨
も
い
よ
い
よ
税
椴
隔
の
ず
献
に

甲
山
八
九
制
的
駆献
し
い
鈍
と
戚
め

つ
ζ

回
し
て
ゐ
る
・
僻
M
M
ζのが.

偽
に
な
る
と

町
一
崎
町
援
が
そ
の
祭
政
ば
か
り
を

】
蹴
け
だ
す
宇
う
だ
・
瀬
川
の

V
W却
炉

，
が
M
Eまれ
て
ず
る
。
そ
れ
ら
も
み
ん
な

目
的
幼
掛
か
ら

、

と
ぎ
て
し
ま

へ
ば
そ
れ

~
主で
だ
ら
う
が
、
倣
し
必
似
の

Mw
m
u
、

】
明
野
の
慨
紙
の
哨
れ
が
山

田か
に
減
叫
抑
制

，
M疋
.

向
。
み
ん
な
が
時間
旬
。
い
川町
，
向
上
持
つ

--

hJ

E-
-
R
E
E
F
、
，

h
て
ゐ
る
.

付
智
苧附
般
か
ら
生
ま
れ
る

w
m闘
な
刈
川
町
を
瀞
れ
た
蹴
る
さ

I

う
い
ふ
勝
る
さ
は
制
限
ば
か
り
を
い
〈

ら
V
ん
で
も
宇
っ
て
が
な
い
。

巴
ゐ
'
ι
y屯
E
*
H

め
h
v

t

A
V刈
附
同
士
、
お
五ー

が
も
っ
と
乎
を
と

り
伊
っ
て
肌
ν
み
あ
ひ
な
が
ら
Mれ
き
た

さ

も~ い
分ま明まも
つる の
てき 7ご
ゐ It ・

史認S
k の
.n.生担

ふ時
三か

γt 
，、'""哩

ナ lこ

れ
ば
い
h

の
だ
。
ハX
ν

A
Vい
よ
(
践
が
ず
・
部
い
訟
の

ば
刊
を
う
け
絞
は
ず
(
と
し
て

が
た
。
叫
も
川
崎
も
取
に
な
っ
て
縦
め
て

ぽ
〈
.
両
側
な
，
対

幽
岬に
う
ち
か
つ

が
燃
の
婦
は
姦
し
い
。

E

も
'
b

'
'
"
'

'

-z

A
VA
H
は
お
訟
の
削
で
あ
る
。
お
ま

.

予
わ
れ
(
の
時
的
必
，
崎
長

ひ
山
ハ
っ
て
ザ
悦
の
断
配
の
一

w
w
に
ま
で

な
っ
て
し
ま
っ
た
・ζ
の
艇
、われ
わ

れ
は
「
こ
れ
で
いh
の
か
1
」
と
宇
中
戚

e
AP"'t

‘., 

似
を

一
店
先
づ
持
た
ね
ば
な
・
り
ぬ
.
そ

の
拡
で
『
お
釘
と
m
h
pの
附
品
川
せ
は

か
が
あ
る
こ
と
h
脚
内
ふ
。

F

〉
E
-
s
ι

・
売
事

A
V関
劇
と
し
た

不
町
、
い
る
/
\

の
形

を
と
っ
て
は
叫
吟
の
ぷ
ら
が
舵

V
々

一

き
〈
な
っ
て
ゆ
〈
が
対
の
取
を
耐
問
〈
.

一

と
附M
Z、
科
抑
制
t
g対
め
る
蹴
鮮
な
恥
一

, 

.. も志
一

を
も
即
〈
。
よ
q

ど
こ
ろ
の
な
い
叙
持
一

-
a

b
h

、
，

‘

z

，

を
川
町
か
刈
き
な
坊
に
よ
っ
て
吋
か

一

〈
つ
‘
ま
れ
た
い
、
と
町
内
ふ
踏
し
い

縦
一

刻
が
わ
〈
.
こ
の
哨
、
「
叫

m
U
4
」
の
時
俄一

の
抑
制
さ
と

、

討
が
は
げ
み
を
紛
航
す
る
・

一

t
u

ι
s
室
正

R
6
e

骨
L
4
3
a
z

，

，

A
V詩
人
佐
藤
惣
之
助
氏
か
ら
随
筆
を
い

一

た
ピ
い
た
。
戦
H
H裁
の
鴨
川
附
と
し
て
紙

一

を
限っ
てゐ
る
の
で
は
な
〈
、
械
を
誠

一

，
、b
A
d

'
h

約
の
上
に
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
も
の
と

一

La4a.

‘

. 

し
て
ゐ
る
と
こ
る
に
氏
の
而

U

が
あ
り

一

鈍
〈
の
械
が
が
併
ま
れ
て

ゐ
る
と
、
民一

4
.

一

。
邸
ほ
凶A献
の
も
と
に
舷
慌を
と
りも

一

ど
す
新
仰
山
で
あ
る
。
船
蹴
の
似
鵬
を
蹴

一

る
。
円
y
v

o
m
F
M
川
町
円
借
鋭
の
腕
と
椛
じ

ま
す
が
、

椛
例
町
一
勾
句
伊
術
館
の
放
が
ご
ざ

い

ま
・
す
か
ら
、

健
税
制押純
め
刊
さ
い
主

・す

P
S
E
A
-
'
g

与
と
dJて

様
と
の
側
混劃
坤
から
の
曾
俸
が
あ
り
ま

し
た
。

浄

土 l

寂然 定慣金 一云両 物ー2 上 町富尾野 [J a ø手 七ー ω 入 量豊印届場 j.J 日

八 2偏内 ・ 3 光 正 重tFーt 3E 月
七仰曾 ー 納

披ー ニ雄順)行本

購
績
規
定

「滞
土
」

一
部
O
A慣

金
十
銭

ハ
怠
創刊
一
一
銭〉

一
・グ
年
金
一
一

凶

《
特
高
値
打
不
安
〉

お
の
-
ヶ
年
金
聾
圃
聞
は
法
保

上
入
植
慣
仰
曾の曾
費
で
す
。

入

晶
ロ
御
出
申
込
み
と

嗣
酷
吋
に-
m
御

牧
め
に
な
れ
ば
、「
湾
念
」
が
一

ヶ

年
間
際
舗
で
き
ま
す
。

そ
の

他
省
占
な

終
処
か
ぬ
ら
れ
ま

す
。
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制
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寧
に
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た
の
が

本
件
で
ナ
ョ

執
官

・
臥
刊
は
数
出
介
の
第
一
一
線
に
抗
慨

す
る
トn
京
・

新
泌
、

川V川
代
宗
教
股
線
の
以
以
前
線

に
立
つ
べ
き
好
側
の
数
化
汚
物
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す

り

先
舎
に
『
浄
土
』
物
館
"
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と
し
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t
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し
、

緒
方
面
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御
嬰
攻
に

鰯
じ
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と
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畿
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街
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怠
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窓
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し
て
宮
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足
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本
昭
和
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年
七
月

一
日

夜
行
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圃
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目枚:

臨

途
開
上
人
の

こ
績
飽
飽
胴
突-が
河
士
円
相
倣

の
締
髄
ι
r
m
w
し
た
J
引
の
で
あ
る
の
は
今
斑
多

そ
演
し
ま
せ
の
・
ミ
のm
u尚
治
国h
u
m一
文

• 

の
市
中
に
釦
ろ
本
伐
の
M
m仰
制
抽
押
合
説
明
串
引
の
牌

-
M
M

た
臨
時
間
と
灘
間
た
都
H
般
に
け
怖
い
て
、圃
情L
《
鮮

は
し
，
、緩
い
た
も
の
で
、
こ
れ
ぷ
よ
っ
て
毎
日

待
問
怖
が
お
積
み
に
た
る
二償
還
鶴
女
・
の
亙

し
い
窓
味
が
、

生
時
的
に
印
して
、
は
っ
き
り
と

解
句
ま
す
・
目
下
錦
惨
な
好
館
"
で
、

寺
院
、
路

剛
M
Mか
ら
術
品
帆
制
、
枇
例
化
川
と
し
て
傷

般
の
枝

先
に
修
し

て
な
り
ま
す
。
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